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February 12, 2024

Citrix製品の各環境では、少なくとも 1つのライセンスサーバーが動作している必要があります。ライセンスサーバ
ーとは、ライセンスの格納および管理を行うコンピューターを指し、ほかの機能と兼用したり、ライセンスサーバー
専用として動作したりできます。Citrix製品にユーザーが接続を試みると、製品がライセンスサーバーにライセンス
を要求します。

Citrix製品が動作するサーバーがライセンスサーバーと通信し、必要なライセンスを取得します。

ユーザーが Citrix製品に接続すると、ライセンスサーバーからライセンスが取得されます。つまり、Citrix製品がユ
ーザーやクライアントデバイスからの接続を受け入れるためのライセンスを、ライセンスサーバーに要求します。ラ
イセンスサーバーからライセンスが正しくチェックアウトされると、ユーザーの接続が受け入れられ、Citrix製品を
使用できるようになります。
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製品の展開環境の規模により、ライセンスサーバーとほかの製品サーバーを 1つのコンピューターで兼用したり、専
用のライセンスサーバーや複数のライセンスサーバーを運用したりできます。

ライセンスファイルは、ライセンスする製品に関連したライセンスサーバーに必要です。製品はその特定のライセン
スサーバーと通信できるよう構成する必要があります。Citrix Licensing Managerは、ライセンスサーバー上の
Citrixライセンスを管理し、監視するためのユーザーインターフェイスです。この管理コンソールでは、ライセンス
の使用状況やアラートを確認したり、ライセンスファイルをインポートしたり、使用履歴レポートを作成したり、ラ
イセンスサーバーの設定を管理したりできます。

製品固有のライセンス情報

• Citrix ADC
• Citrix Cloud
• Citrix Endpoint Management
• Citrix Gateway
• Citrix Hypervisor
• Citrix Virtual Apps and Desktops

新機能

January 10, 2024

ライセンスサーバービルド 34000の新機能

リリース日：2021年 3月 17日

Lmadmin.exeは Lmgrd.exeに移行しました

このリリースでは、Citrixライセンスサーバーの既存のユーザー管理 lmadmin.exeが Citrix所有のユーザー管理
lmgrd.exeに移行され、セキュリティが向上し、サードパーティへの依存度が減少しています。

OpenSSLバージョンのアップグレード

OpenSSLバージョン：1.1.1h

Libxml2のバージョンアップグレード

libxml2バージョン：2.9.10
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ライセンスサーバービルド 33000の新機能

リリース日：2020年 12月 15日

［使用状況テレメトリを構成する］に追加された新しい構成オプション

•［使用状況テレメトリを構成する］の新しいオプションを使用すると、データを送信しないか、識別できない形
式でデータを送信するかを選択できます。

詳しくは、「使用状況テレメトリを構成する」を参照してください。

Apacheバージョンの更新

Apacheバージョン 2.4.46。

OpenSSLバージョンのアップグレード

OpenSSL 1.1.1g

ライセンスサーバービルド 32000の新機能

リリース日：2019年 9月 29日

［設定］と［使用履歴］セクションの機能強化

•［Citrix License Manager］>［設定］>［使用状況と統計情報］設定画面で、［使用状況テレメトリを構成す
る］を使用して、ユーザー名またはデバイス IDの詳細に関連するデータプライバシー設定を管理します。

詳しくは、「使用状況テレメトリを構成する」を参照してください。

•［Citrix License Manager］>［使用履歴］>［カスタマーサクセスサービス日］フィールドで、メニューの
新しいデフォルトオプションが［すべて］です。これを使用して複数のカスタマーサクセスサービス日のデー
タをエクスポートします。

jQueryバージョンの更新

Citrix Licensing Managerは jQueryバージョン 3.5.1にアップグレードされます。
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ライセンスサーバービルド 31000の新機能

リリース日：2020年 6月 17日

Citrixライセンス管理コンソールの削除

Citrixライセンス管理コンソールは、このバージョンのライセンスサーバーから削除されました。Citrix Licensing
Managerを使用します。

Apacheバージョンのアップグレード

Apache v2.4.43

OpenSSLバージョンのアップグレード

OpenSSL 1.1.1e

古い暗号の組み合わせのサポート

TLS 1.0 および 1.1、DES、3DES、RC4、および MD5 の暗号の組み合わせのサポートは終了しました。こ
の終了によって古いバージョン（2009 年より前のリリース）の Studio と Director で問題が発生する
場合は、C:\Program Files (x86)\Citrix\Licensing\WebServicesForLicensing\
Apache\conf\extra\httpd-ssl.confにあるSSLEngineの構成を変更します。

解決された問題

January 7, 2022

ライセンスサーバービルド 34000で解決された問題

•［Citrix LicensingManager］>［設定］>［アカウント］>［ユーザー管理］セクションで、日本語および 2
バイト文字のユーザー名/グループ名が文字化けします。2バイト文字で登録されたユーザー名/グループ名を
使って Citrix Licensing Managerにログオンできません。[LIC‑2032]

ライセンスサーバービルド 33000で解決された問題

このビルドで解決された問題はありません。
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ライセンスサーバービルド 32000で解決された問題

• KVM上のライセンスサーバーが、レポートを License Usage Insightsサービスに正常に送信できないこと
があります。[LIC‑2555]

• 有効期限の日付がD-MMM-YYYYのように正しい形式になっていないライセンスは、Studio で ［無期
限］と表示されます。Citrix Licensing Managerを使用して、正しいライセンスの有効期限を表示します。
[LIC‑2556]

• 同時使用ライセンスで使用する場合、ライセンスサーバービルド 31000は、Citrix Virtual Apps（以前の
XenApp）6.5以前のバージョンとの後方互換性はありません。ライセンスサーバー v11.16.6ビルド 32000
を使用します。[LIC‑2807]

ライセンスサーバービルド 31000以前で解決された問題

• インストール後、［スタート］メニューから初めて Citrix Licensing Managerにアクセスする際、Firefoxと
ChromeのWebブラウザーではエラーメッセージが表示される場合があります。[LIC‑195]

• ダブルホップのシナリオでは、1人のユーザーが 2つの Citrix同時接続ユーザー（CCU）ライセンスを消費
することがあります。ダブルホップとは、ユーザーが別の HDXセッション内で HDXセッションを起動し
たときのこと（たとえば、仮想デスクトップセッション内で公開アプリケーションを起動したとき）です。
[CVADHELP‑14150]

既知の問題

January 7, 2022

ライセンスサーバービルド 34000の既知の問題

• クロスドメイン環境では、Citrix Licensing Managerと POSHコマンドレットは、双方向の信頼関係のみ
を使用してユーザーを追加します。

外部信頼（一方向の信頼関係）、Citrix Licensing Manager、および POSHコマンドレットを使用すると、次のエラ
ーメッセージが表示されます。Active Directory account resolution failed.

次のパラメーターを使用して CtxManageUserAndGroup.exeを「Citrix\Licensing\LS\resource」から実行
することをお勧めします：
‑ ユ ー ザ ー を 追 加 す る コ マ ン ド：CtxManageUserAndGroup.exe –useradd “domain\
username” -Role “admin/user”
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‑ グ ル ー プ を 追 加 す る コ マ ン ド：CtxManageUserAndGroup.exe –useradd “domain\
username” –Role “adminGroup/userGroup

たとえば、domain1に domain2への送信の信頼がある場合、domain2のユーザーは domain1で認証し、実行
可能ファイルのみを使用してユーザーをライセンスサーバーに追加できます。[LIC‑3268]

ライセンスサーバービルド 32000以前の既知の問題

•［Citrix LicensingManager］>［設定］>［アカウント］>［ユーザー管理］セクションで、日本語および 2
バイト文字のユーザー名/グループ名が文字化けします。2バイト文字で登録されたユーザー名/グループ名を
使って Citrix Licensing Managerにログオンできません。

この問題を回避するには、英語または 2 バイト文字を含まないユーザー名/グループ名を使用します。
[LIC‑2032]

ライセンスサーバービルド 31000以前の既知の問題

• ユーザー/デバイスライセンスのユーザー名にスペースが入っている場合、チェックアウトに失敗し次のエラ
ーメッセージが表示されます：

Error: checkoutOutBatch failed: Error_UNEXPECTED_DATA: Unexpected
server response 'UD: ERROR_SYNTAX'

この問題を回避するには、ライセンスサーバービルド 30000を使用します。[LIC‑3506]

• Citrix Licensing Managerは、ユーザーとグループを区別しません。たとえば、ユーザーを追加する代わり
にグループを追加することができます。[LIC‑438]

• Windows 2016の［スタート］メニューで、Citrix Licensing Managerが表示されないことがあります。
回避策：次の URLでコンソールにアクセスします：

https://licenseservername:8083 [LIC‑506]

• ライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録するときに、Citrix Licensing Managerの UIが動かなくなり、
画面上で歯車アイコンが回転し続ける場合があります。この問題を回避するには、ライセンスサーバーを
Citrix Cloudに登録する前に、システムに DigiCertグローバルルート CA証明書がインストールされている
ことを確認してください。この証明書は、Windows Updateで更新されます。インストールされていない場
合は、Citrix Cloudへの登録を開始する前に証明書を手動でダウンロードしてインストールします。また、フ
ァイアウォールの設定を確認してください。詳しくは、「Citrix Cloudでの登録と登録削除」の「重要」の項
を参照してください。[LIC‑1510]

• KVM上のライセンスサーバーが、レポートを License Usage Insightsサービスに正常に送信できないこと
があります。[LIC‑2555]
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• 同時使用ライセンスで使用する場合、ライセンスサーバービルド 31000は、Citrix Virtual Apps（以前の
XenApp）6.5以前のバージョンとの後方互換性はありません。ライセンスサーバー v11.16.6ビルド 30000
を使用します。[LIC‑2807]

ライセンスファイルの問題

• 複数行でHOSTNAME=.ライセンスが指定されているライセンスファイルは、ライセンスサーバーによって
無視されます。これらのファイルはチェックアウトできません。この問題は、複数の異なるライセンスサーバ
ーに関連付けられているライセンスを同じライセンスファイルにダウンロードした場合に発生します。

この問題を解決するには、異なるライセンスサーバーに関連付けられている各 Citrix製品のライセンスを、ラ
イセンスサーバー単位で分割して再ダウンロードしてください。

• 有効期限の日付がD-MMM-YYYYのように正しい形式になっていないライセンスは、Studio で ［無期
限］と表示されます。Citrix Licensing Managerを使用して、正しいライセンスの有効期限を表示します。
[LIC‑2556]

サードパーティ製品についての通知

January 7, 2022

Citrixライセンスサーバー 11.16.6には、次のドキュメントで定義された条件の下でライセンスが有効になったサー
ドパーティのソフトウェアが含まれていることがあります：

• Non‑Commercial Software Disclosures For FlexNet Publisher 2020（11.16.6）（PDFのダウンロー
ド）（英語）

• FlexNet Publisher Documentation Supplement：FlexNet Publisher 11.16.6で使用されるオープン
ソースライセンス（PDFのダウンロード）（英語）

Citrixライセンスのシステム要件

January 9, 2024

ライセンスサーバーの要件

Citrixのライセンスを使用するために必要なハードウェアは、各オペレーティングシステムでのハードウェア要件と
同じです。追加のハードウェアは必要ありません。
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注：

• Citrixライセンスサーバーでのサードパーティのベンダーデーモン、またはサードパーティのライセンス
サーバーでの Citrixベンダーデーモンの実行はサポートされていません。

• ライセンスサーバーは、マルチホームサーバー（複数のネットワークカードで異なるネットワークに接続
するサーバー）上で使用することはできません。

• Citrix Licensing Managerを使用する場合も、Citrix Licensing Managerが動作するライセンスサー
バー上にのみライセンスをインストールします。

• ライセンスサーバー間で通信することはありません。

オペレーティングシステム：

ライセンスサーバーは、以下のWindowsオペレーティングシステムが動作するサーバーにインストールできます。
Microsoftの最新の Service Packと更新プログラムをインストールすることをお勧めします。

• Windows Server 2019ファミリ
• Windows Server 2016ファミリ
• Windows Server 2012 R2ファミリ

サーバーのコア操作のインストールはサポートされていません。

ディスクスペースの要件：

• ライセンスコンポーネントに 161MB
• ユーザー/デバイスライセンスに 2GB
• Citrix Licensing Managerで構成された履歴データのサイズによっては、より多くのディスクスペースが必
要になることがあります。

Microsoft .NET Frameworkの最小要件：

• Microsoft .NET Framework 4.7.2

クラスターのプラットフォーム：

• Windows Server 2019ファミリ
• Windows Server 2016ファミリ
• Windows Server 2012 R2ファミリ

ブラウザー：

以下のブラウザーはテスト済みです。そのほかのブラウザーも機能する可能性はありますが、すべての機能を実行で
きない可能性があります。

• Microsoft Edge
• Mozilla Firefox
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ライセンスサーバー 11.16.6

• Google Chrome
• Safari

次の操作

• ライセンスサーバーの開始、インストール、構成

ライセンスに関するよくある質問

January 9, 2024

以下では、ライセンスに関するよくある質問に回答します。

ライセンス

ライセンスファイルとは何ですか

ライセンスファイルはテキストファイルで、次の情報が記述されています：

• 製品のライセンス情報
• ライセンスサーバー名（またはその他の識別情報）
• カスタマーサクセスサービスプログラムの更新日
• ライセンスの有効期限（ある場合）
• その他のシステム情報

Citrix製品を購入してライセンスの割り当てを行うと、ライセンスファイルが生成されます。ライセンスサーバーは
このファイルを使用して、Citrix製品の使用を許可するかどうかを決定します。詳しくは、「ライセンスファイル」を
参照してください。

なぜライセンスを返却するのですか

たとえば、ライセンスサーバーの使用を停止したものの、他の場所で既存のライセンスを展開する計画がない場合な
どに返却します。詳しくは、「割り当ての返却」を参照してください。

返却されたライセンスはどうなりますか

返却されたライセンスはライセンスプールに戻されます。これらのライセンスはその後、いつでも任意の数量で割り
当てることができます。ライセンスの返却後、ライセンスサーバーから古いランセンスファイルを削除します。詳し
くは、「割り当ての返却」および「ライセンスの変更」を参照してください。
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ライセンスを非表示にするとどうなりますか

非表示（旧名称：アーカイブ）によって、ライセンスがアカウントから削除されることはありません。ビューから削
除されるだけです。ライセンスの非表示と表示については、「ライセンスの非表示と表示」を参照してください。

ライセンスファイルのコピーを入手するにはどうすればよいですか

ライセンスファイルのコピーはライセンスサーバーから入手できます。または、すべての購入したライセンスと割り
当てられたライセンスファイルは、www.citrix.comで［My Account］ >［Manage Licenses］のポータルか
らセキュアに利用できます。

ライセンスの割り当て

ライセンスの割り当てについて詳しくは、「ライセンスの割り当て」を参照してください。

ライセンスの割り当てとは何ですか

ライセンスを割り当てる場合、製品およびライセンスサーバーに従って購入したライセンスを振り分け、複数環境ま
たはユースケースで分割できます。たとえば、組織が同じ製品で 1,000ライセンスを所有しているとします。1つの
場所で 800、別の場所で 200を使用する場合、最初の場所のライセンスサーバーに 800ライセンスを割り当て、残
りの 200ライセンスを後から別のライセンスサーバーに割り当てることができます。

ホスト IDの種類とホスト IDの違いは何ですか

ホスト IDは、ライセンスを割り当てるために指定する必要があるバインドの種類です。ホスト IDはライセンスを割
り当てるために必要なライセンスサーバーのホスト名、MACアドレス、またはバインド IDです。

なぜ一部のライセンスを部分的に割り当てることができないのですか

一部のライセンスでは、部分的な割り当てが許可されていません。

ライセンスサーバー

ライセンスサーバーの名前は変更できますか

ライセンスファイルは、ライセンスの割り当て中にバインドされたライセンスサーバー上でのみ機能します。ライセ
ンスファイルには、ライセンスを割り当てるときに指定したライセンスサーバーのホスト名またはその他の識別情報
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が含まれています。生成したライセンスファイルには特定のライセンスサーバーまたは（アプライアンスの場合は）
MACアドレスが指定されており、他のライセンスサーバーまたはアプライアンスで使用することはできません。

citrix.comで割り当てを返却して新しいファイルを生成することで、新しいサーバー名またはMACアドレスを
参照するライセンスファイルを作成します。詳しくは、「Citrix.comでのライセンスの管理」を参照してください。

ライセンスサーバーをアップグレードすると、ライセンスファイルに影響がありますか

いいえ。ライセンスサーバーとすべての製品ライセンスは完全に後方互換性があり、Citrix製品の運用環境に問題が
生じることはありません。ライセンスサーバーのアップグレードについて詳しくは、「ライセンスサーバーのアップグ
レード」を参照してください。

異なるエディションの製品を使用して異なるサーバーに接続するユーザーに、単一のライセンスサーバーでライセン
スを提供できますか

はい。1つのライセンスサーバーに、複数のエディションの Citrix製品のライセンスを配置できます。製品サーバー
で設定されているエディションに対応する種類のライセンスがチェックアウトされます。製品サーバーは特定のエデ
ィションのライセンスを使用するように設定され、そのエディションのライセンスをチェックアウトします。

詳細と例については、「単一のライセンスサーバーと異なるエディションの製品を使用する複数のサーバー」を参照し
てください。

ライセンス管理コンソールはどこにありますか

ライセンス管理コンソールは、ライセンスサーバー 11.16.6以降では使用できません。
ライセンスサーバーを管理するには、Citrix Licensing Managerを使用することをお勧めします。

障害回復とメンテナンス

障害回復サイトのライセンスを入手するにはどうすればよいですか

障害回復に使用するライセンスと同じライセンスを実稼働環境でも使用できます。

• 実稼働環境とは別に障害回復環境を構成および管理します。
• ライセンスのチェックアウトで、実稼働用とバックアップ用のライセンスサーバーを同時に使用しないでくだ
さい。

• 一度に 1つのライセンスサーバーのみにアクセスできるようにします。
• 障害回復環境のライセンスサーバーと実稼働環境のライセンスサーバーは、同じホスト名を使用する必要があ
ります。

詳しくは、「障害回復バックアップと冗長性」を参照してください。
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Citrixのライセンス技術概要

January 9, 2024

Citrix製品を使用するには、Citrixのライセンスをインストールする必要があります。Citrixのライセンスは、連携
して機能するコンポーネントのシステムです。以下のコンポーネントで構成されます：

ライセンスサーバー。ネットワークを介したライセンスの共有を可能にするシステムです。

ライセンスファイル。製品のライセンスを有効にするためのファイルです。ライセンスファイルは、ライセンスサー
バー上に格納されます。

Citrix Licensing Manager。ライセンスサーバーの管理方法としては、Citrix Licensing Managerをお勧めし
ます。

以下の Citrix Licensing Managerの機能について詳しくは、「設定」を参照してください：

• ユーザーアカウントとグループアカウントを構成します。
• 短いコードを使用してライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録でき、登録解除も簡単です。
• これらのポートを変更します：

– ライセンスサーバー（デフォルトは 27000）
– ベンダーデーモン（デフォルトは 7279）
– Web Services For Licensing（デフォルトは 8083）

• カスタマーサクセスサービスの更新を確認してインストールします。
• 追加猶予期間を有効または無効にする。
• ライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録します。
• 保有期間を選択して、履歴データの保持を構成します。デフォルトのデータ保持期間は 180日です。
• Citrixカスタマーエクスペリエンス（CEIP）と Call Homeを構成します。
• 失敗した citrix.comおよびカスタマーエクスペリエンス向上プログラムへのアップロードを再試行します。
• Citrixへのデータのアップロードを強制する。

以下の Citrix Licensing Managerの機能について詳しくは、「ライセンスのインストール」を参照してください：

• ライセンスアクセスコードまたはダウンロードしたファイルを使用して、ライセンスファイルをライセンスサ
ーバーに簡単にインストールできます。

• インストール後のライセンスの詳細を表示します。

以下の Citrix Licensing Managerの機能について詳しくは、「ダッシュボードと使用履歴」の「ダッシュボード」を
参照してください：

• ダッシュボードには、インストールされたライセンス、使用中のライセンス、期限切れのライセンス、使用可
能なライセンス、カスタマーサクセスサービスの日付が表示されます。

• ユーザー/デバイスのライセンス使用レポート機能の拡張。
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以下の Citrix Licensing Managerの機能について詳しくは、「ダッシュボードと使用履歴」の「使用履歴」を参照し
てください：

• すべての製品、すべてのライセンスモデル、すべてのカスタマーサクセスサービス（SubscriptionAdvantage）
の日付を選択できるため、データを簡単にエクスポートできます。

Web Services for Licensing。Studio、Director、ライセンス管理 PowerShellスナップインを有効にして、次
のことを可能にします：

• ライセンスサーバーと通信し、ユーザーを管理。
• ライセンスを割り当ててインストール。
• ライセンスサーバーの正常性、ライセンスの使用状況、他のアラートメッセージを表示。

Citrixライセンス管理サービス。Citrix Insight Servicesのライセンス管理コンソール経由で、ライセンス環境を
管理できます。このサービスは、ライセンスの管理およびサポートに役立ちます：

• ライセンスの最大値を超えそうな場合に新しいライセンスを割り当てる
• アップグレード後に以前のライセンスを破棄する
• 障害回復（DR：Disaster Recovery）環境で重複ライセンスを管理する

製品側での設定。Citrix製品とライセンスサーバーを関連付けます。

詳しくは、「ライセンスサーバーの要素」および「サービス」を参照してください。

ライセンス処理の概要

通常、ユーザーが Citrix製品への初回接続を試みると、製品からライセンスサーバーにライセンスが要求されます。
ライセンスサーバーで要求が許可されると、その Citrix製品を使用するためのライセンスが付与されます。これを、
ライセンスのチェックアウトと呼びます。製品サーバーからユーザーがログオフすると、製品がライセンスサーバー
にライセンスを戻します。これを、ライセンスのチェックインと呼びます。一部の Citrix製品では、ユーザーが接続
した瞬間にライセンスがチェックアウトされ、一定の期間チェックアウト状態が保持されます。

Citrix製品は、起動時にスタートアップライセンスをチェックアウトします。これによりライセンスサーバーへの接
続が開かれます。このスタートアップライセンスは Citrixシステムファイルであり、これにより Citrix製品とライセ
ンスサーバーとの接続が維持されます。次の図は、各製品がライセンスサーバーへの接続を維持していることを示し
ています。

たとえば、Citrix Virtual Desktopsがライセンスを要求すると、データストアからライセンスサーバーの名前とポ
ート番号を取得します。そして、ライセンスを取得するために、接続を確立します。

注

製品側でライセンスサーバーの名前を指定するときに、「localhost」を使用しないでください。FQDNの代わ
りにホスト名や IPアドレスを指定することもできますが、Citrixでは FQDNを使用することをお勧めします。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 15

https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/citrix-licensing-manager/dashboard-historical-use.html
https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/licensing-elements.html
https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/consoles-services.html


ライセンスサーバー 11.16.6

ライセンスのチェックアウトプロセスには、3つの段階があります。

Citrix製品は、以下の 3つの段階を経てライセンスをチェックアウトします：

1. Citrix製品が起動すると、その製品が動作するサーバーがスタートアップライセンスをチェックアウトします。
2. クライアントデバイスが製品サーバーに接続します。
3. 製品が、ライセンスサーバーにライセンスを要求します。

Citrix Virtual Desktopsなどの Citrix製品では、ライセンスサーバーからのライセンス情報（ライセンス数やライ
センスの種類）の複製がローカルに保持されます。Citrix製品サーバーとライセンスサーバーとの接続が失われたり
ライセンスサーバーが正しく応答しなくなったりすると、製品が猶予期間に入ります。この間、ローカルに保持され
ているライセンス情報に基づいて製品の使用が許可されます。Citrix製品は、この情報を 1時間ごとに更新します。

スケーラビリティ

このセクションでは、Citrix製品環境でのライセンス使用のスケーラビリティがどのような影響を与えるかについて
説明し、ライセンスサーバーを適切に使用するための情報を提供します。このスケーラビリティテストは実施済みで
す：

仮想マシンのハードウェア/構成：
Intel Xeon E5‑2650 v3（2.30GHz）
4つの仮想 CPU
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8GBの RAM
Windows Server 2016

バージョン 6.5以前の同時使用ライセンス：

• 3000台の接続済み Citrix Virtual Appsサーバー
• 53,000の同時使用ライセンス
• 毎秒 50～60の接続

ライセンスを 53,000以上に増やそうとすると、サーバーは猶予期間に入ります。また、WMIと lmstatに問題があ
ります。同時接続はライセンスサーバーにつき 50,000以下に維持することをお勧めします。

バージョン 7.xの同時使用ライセンス：

• 16の Delivery Controller
• 70,000の同時使用ライセンス
• 毎秒 50～60のチェックアウト

バージョン 7.xのユーザー/デバイスライセンス：

• 16の Delivery Controller
• 150,000のユーザー/デバイスライセンス
• 毎秒 50～60のチェックアウト

CITRIX.exeはシングルスレッドプロセスです。同時接続に対応していますが、接続制限の最大値はシングルコアプ
ロセッサの速度に依存しています。ピーク時のアクティビティでは、CITRIX.exeはシングルコアの 100％を使用し、
最終的にタイムアウトします。このような使用法では、Citrix製品が猶予期間に入ったりライセンスサーバーユーテ
ィリティでエラーが発生したりすることがあります。ライセンスサーバーは Backlog接続の処理後、正常な状態に
戻ります。より高速なプロセッサが必要かを判断するには、CITRIX.exeプロセッサの使用状況を監視します。スケ
ーラビリティの高い環境で問題が発生した場合は、追加のライセンスサーバーを展開することをお勧めします。

ユーザー/デバイス技術は、マルチスレッドであり、同時使用よりスケーラビリティに優れています。ライセンスの最
適化中に、ライセンスアクティビティがシングルコアの 100％を占める期間が発生することがあります。これは正常
な使用法であり、CITRIX.exeプロセッサの使用または機能には影響しません。ライセンスサーバーのリソース使用
状況を監視し、適切に機能する環境を維持するために必要であればライセンスサーバーを追加することをお勧めしま
す。

注

WMI、lmstat、lmutilまたはその他のインベントリ操作を実行すると、ライセンスサーバーのパフォー
マンスが低下する可能性があります。このようなアクティビティは最小限にとどめてください。使用データが
必要な場合は、Citrix Licensing Managerからデータをエクスポートします。詳しくは、「使用履歴」を参照
してください。
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単一のライセンスサーバーと異なるエディションの製品を使用する複数のサーバー

1つのライセンスサーバーに、複数のエディションの Citrix製品のライセンスを配置できます。製品サーバーで設定
されているエディションに対応する種類のライセンスがチェックアウトされます。製品サーバーは特定のエディショ
ンのライセンスを使用するように設定され、そのエディションのライセンスをチェックアウトします。

例：

製品サーバー Aは Advanced Editionのライセンスをチェックアウトするように設定されています。

製品サーバー Bは Premium Editionのライセンスをチェックアウトするように設定されています。

ライセンスサーバー 1には、Advanced Editionと Premium Editionの両方のライセンスが配置されています。

• 製品サーバー A に接続するユーザーのためにライセンスサーバー 1 からチェックアウトされるのは、
Advanced Editionのライセンスのみです。ライセンスサーバー 1で Advanced Editionのライセンスがす
べてチェックアウトされると、Advanced Editionのライセンスが解放されるまで、製品サーバー Aのユー
ザーからの新しい要求は拒否されます。

• 製品サーバー B に接続するユーザーのためにライセンスサーバー 1 からチェックアウトされるのは、
Premium Editionのライセンスのみです。ライセンスサーバー 1で Premium Editionのライセンスがす
べてチェックアウトされると、Premium Editionのライセンスが解放されるまで、製品サーバー Bのユーザ
ーからの新しい要求は拒否されます。

注

多くのユーザーが使用する多くの製品サーバーが同じライセンスサーバーと同時に通信する場合は、ライセン
スのチェックアウトにかかる時間が長くなる場合があります。1つのライセンスサーバーが同時に処理できる
TCP/IP着信要求は 10,000件までです。同時に接続する Citrixの製品サーバーが 10,000台を超える場合は、
複数のライセンスサーバーを使用することをお勧めします。これらの製品サーバーには、Citrix Virtual Apps
and Desktops、Delivery Controller、アプライアンスが含まれます。

展開例：

シナリオ 1：2つのサイト

• サイト Aには、Advanced Editionに設定された製品サーバーがあります。
• サイト Bには、Premium Editionに設定された製品サーバーがあります。
• 1つのライセンスサーバー（共有）。
• ユーザー 1、ユーザー 2、ユーザー 3、ユーザー 4⋯ユーザー 5000はサイト Aにのみ接続します。
• ユーザー 5001、ユーザー 5002、ユーザー 5003⋯ユーザー 10000はサイト Bにのみ接続します。

シナリオ 2：1つのサイト

• 1つのサイトに 2組の公開アプリケーションがあります。
• サイトは Citrix Virtual Apps and Desktops Premiumの同時使用ライセンスで構成され、デリバリーグル
ープ 2は Citrix Virtual Apps and Desktopsユーザー/デバイスライセンスで構成されています。
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• 1つのライセンスサーバー（共有）。
• ユーザー 1、ユーザー 2、ユーザー 3、ユーザー 4⋯ユーザー 5000は、この同時使用ライセンスにのみ接続
します。

• ユーザー 5001、ユーザー 5002、ユーザー 5003⋯ユーザー 10000は、デリバリーグループ 2のユーザー/デ
バイスライセンスにのみ接続します。

猶予期間

注：

猶予期間と追加猶予期間は、2つの異なる機能です。

ライセンスの有効期限が切れると、猶予期間および追加猶予期間機能は適用されません。

追加猶予期間については、「追加猶予期間」を参照してください。

製品サーバーがライセンスサーバーと通信できない場合、ユーザーと製品は猶予期間によって保護されます。猶予
期間により、製品サーバーは、ライセンスサーバーとの通信を継続しているかのような状態で操作を続行できます。
Citrix製品が起動してスタートアップライセンスをチェックアウトすると、Citrix製品とライセンスサーバーが 5分
ごとにハートビートメッセージを交換します。このメッセージにより、両者が正しく動作しており、接続が維持され
ていることが確認されます。Citrix製品またはライセンスサーバー側でハートビートメッセージを送信しないと、製
品がライセンス猶予期間に入り、ローカルに保持されているライセンス情報に基づいた動作を開始します。

Citrixでは猶予期間が設定されます。通常は 30日間ですが、製品により異なる場合があります。Citrix製品が猶予
期間に入ると、猶予期間の残り時間の情報とともにWindowsのイベントログに記録され、製品上でメッセージが表
示されます。猶予期間が終了すると、Citrix製品がユーザー接続の受け入れを停止します。Citrix製品とライセンス
サーバーとの接続が回復すると、猶予期間の残り時間はリセットされます。

Citrix製品が猶予期間に入るためには、ライセンスサーバーとの接続が少なくとも 1回確立されている必要がありま
す。

猶予期間の例 ‑ライセンスサーバーを共有する 2つのサイトの場合：

サイト 1とライセンスサーバーとの接続が失われると、サイト 1が猶予期間に入り、処理および接続が引き続き許可
されます。同時接続ライセンスの場合は、インストールされている同時接続ライセンスの最大数まで接続が許可され
ます。ユーザー/デバイスライセンスの場合は、接続数に制限はありません。サイト 1とライセンスサーバーとの接続
が回復すると、通常時のライセンスで許可される数になるまで新しい接続は拒否されます。この間、サイト 2は通常
どおり機能します。

ライセンスサーバーが停止すると、両方のサイトが猶予期間に入ります。各サイトでは、インストールされているラ
イセンスの最大数まで接続が許可されます。この場合も、ユーザー/デバイスライセンスでは接続数に制限はありませ
ん。
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制限事項

ローカライズされた言語によっては、ユーザー名の大文字と小文字が区別されるものがあります。Citrix Licensing
Managerにログオンするには、非 ASCII文字が含まれている場合は大文字で domain‑name\usernameを設定し
ます。

ライセンスサーバーの要素

January 9, 2024

Citrixライセンスサーバーは、以下の要素で構成されています：

• Citrixベンダーデーモン
• オプション構成ファイル
• ライセンスの要求プロセス
• Citrixライセンスサーバーカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）、Call Home、コンプライア
ンス

次の図は、ライセンスサーバーと通信する Citrix製品を示しています。
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Citrixベンダーデーモン

Citrix製品のライセンスは、ライセンスサーバー上で動作する Citrixベンダーデーモン（CITRIX）により付与され
ます。Citrixベンダーデーモンは、チェックアウトされたライセンスの数と、どの Citrix製品がライセンスを使用し
ているかを追跡します。Citrixベンダーデーモンと Citrix製品との通信は TCP/IPにより行われ、デフォルトでは、
Citrixベンダーデーモンは TCP/IPポート 7279を使用します。

オプションファイル

オプションファイル（Citrix.opt）は、ライセンスサーバー構成ファイルです。Citrixベンダーデーモンは再起動時、
およびファイルの再読み込みコマンドの実行時にこのファイルを読み込みます。この設定ファイルにより、製品サー
バーが使用できるライセンス数、システムログの場所、ログレベル、そのほかのカスタマイズ情報などのライセンス
の動作が定義されます。カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）および Call Homeの構成は、このフ
ァイルに保存されます。

ライセンスの要求プロセス

Citrix製品がライセンスサーバーにライセンスを要求すると、Citrixベンダーデーモンがその要求をチェックして、
ライセンスが使用可能かどうかを確認します。

ライセンスの要求プロセスには、製品の起動時とユーザーの接続時の 2つの局面があります。

製品の起動時：

• Citrix製品が起動すると、ライセンスサーバーの場所の情報をデータストアから取得します。
• Citrix製品が Citrixベンダーデーモンに接続します。
• Citrix製品がスタートアップライセンスをチェックアウトします。

ユーザーの接続時：

• Citrix製品が動作するコンピューターにユーザーが接続します。
• 製品が、ライセンスサーバーにライセンスを要求します。
• Citrixベンダーデーモンが、ライセンスが使用可能かどうかを確認し、要求を許可または拒否します。
• Citrixベンダーデーモンからの応答に基づいて、Citrix製品側のライセンスモジュールが製品の使用を許可ま
たは拒否します。

Citrixライセンスのカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）、Call Home、コンプライアン
ス使用状況および分析プログラム

Citrixライセンスの CEIP、Call Home、コンプライアンス使用状況および分析プログラムは、製品に関するエクス
ペリエンスを向上させるために設計されたデータ収集プログラムであり、重要なライセンスコンプライアンス情報を
収集します。
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Citrixは、お客様のデータをCitrixとの契約条件に従って処理し、Citrix Trust Centerで入手できるCitrix Services
Security Exhibitにおいて指定されているとおりにお客様のデータを保護します。

ライセンスサーバーのインストール中に、CEIPとコンプライアンスはデフォルトで有効になります。Call Home
への参加は任意です。プログラムの参加は、Citrix Licensing Managerを使用していつでも変更できます。詳しく
は、「使用状況と統計情報」の「使用統計の共有」を参照してください。

重要

Citrix Service Providerプログラムでは、CEIPと Call Homeが必須です。Citrix Service Providerライ
センスをインストールしている場合、設定の変更はできますが、CEIPと Call Homeを無効にすることはでき
ません。ライセンスサーバーは、Citrix Service Providerライセンスを検出すると、日次のアップロードを適
用します。

プロキシサーバーの構成について詳しくは、使用の開始に関する記事の「プロキシサーバーを手動で構成する」を参
照してください。

コマンドラインによるインストールについて詳しくは、「Windowsコマンドラインの使用方法」を参照してくださ
い。

Citrixライセンスの Customer Experience Improvement Program（CEIP）

CEIPプログラムは、Citrix製品の環境から構成と使用状況データを収集し、サービスの開始時刻に基づいて 1日 1
回データを Citrixに送信します。

収集データ 説明 使用目的

ライセンス使用状況およびコンプラ
イアンスデータ

ライセンス使用状況の情報と、ライ
センスサーバーにインストールされ
ている Citrixライセンスに関する情
報（製品 ID、ライセンスの種類、数
量など）です。

このデータを使用して、ライセンス
の消費状況を追跡し、顧客人口のコ
ンプライアンスを追跡します。

ライセンスサーバーの展開および構
成データ

ライセンスサーバーのバージョン、
オペレーティングシステムのバージ
ョン、構成状態など、ライセンスサ
ーバーとその展開方法に関する情報。

このデータは、Citrix製品のさらな
る開発に役立て、カスタマーエクス
ペリエンスを向上させるために使用
いたします。

ビルド 32000の CEIPデータ要素：

|ライセンスサーバー情報 |機能 | SADate | StartupCounts | SerialNumbers |
|—|—|—|—|—|
| GUID | FeatureID | DateSampleStartUTC | LPE ID | Serial |
| DateSampleStopUTC| UDBinFileCreatedUTC | DateSampleStopUTC | | ID |
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| DateSampleStop | UDReportGenerationUTC | CountUsedMax | | SADate |
| PortLACHTTP | EventLog | Active | | SN |
| PortLACHTTPS | UDAdminUsersReleased | Licensees |
| PortLACRedirect | UDAdminDevicesReleased | CountInstalled |
| PortLS | | Pool |
| PortVD | | CountTotal |
| PortWSL | | Devices |
| UDUseDomain | | Usage Samples |
| OptFileNoLogStatus | | Serial |
| OptFileComplianceConfig | |DateExpiration |
| UDUserNameCase | | DateIssued |
| UDDeviceNameCase | | VendorStr |
| SARenewalCheckOption | | CountInstalled |
| EncoreSamplingPeriod | | CountOverdraft |
| EncoreRetentionTime | |Sample |
| EncoreEnabled | | Timestamp |
| SLSProxy | | CountInUse |
| SLSProxyWinAutoURL | | OverDraft |
| SLSProxyWinIE | | Installed |
| SLSProxyWinDefault | | Users |
| SLSProxySlsConfig |
| OS |
WindowsBuildLabEx |
| WindowsEditionID |
| WindowsInstallationType |
| WindowsProductName |
| WindowsDomainMember |
| OSBits |
| OSLocale |
| VM |
| VMIDString |
| VMHVIDString |
| InstallUTC|
| ProductVersion |
| UpgradeFrom |
| SetupCluster |
| SGPClockErrorCode |
| SGPMaxDays |
| SupplementalGracePeriod |
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ビルド 31000以前の CEIPデータ要素：

GUID WindowsEditionID FlexeraVersion Feature ID

DateSampleStopUTC WindowsInstallationType SGPClockErrorCode UDBinFileCreatedUTC

DateSampleStop WindowsProductName SGPMaxDays UDReportGenerationUTC

PortLACHTTP WindowsDomainMember Services Event Log

PortLACHTTPS OSBits 名前 SADate

PortLACRedirect OSLocale DisplayName DateSampleStartUTC

PortLS MemPhysMB 状態 DateSampleStopUTC

PortVD CPUIDString StartType CountUsedMax

UDUseDomain VM パス Active

OptFileNoLogStatus VMIDString FirewallProfile Licensees

OptFileComplianceConfigVMHVIDString FirewallRule CountTotal

UDUserNameCase CPUCountLogical Profile CountInstalled

UDDeviceNameCase DiskFreeMB 有効 Pool

PortWSL DiskTotalMB BlockAllInboundTraffic Usage Samples

SARenewalCheckOption HasIPv4 DefaultInboundAction サンプル

EncoreSamplingPeriod HasIPv4_DHCP DefaultOutboundAction Timestamp

EncoreRetentionTime HasIPv6 FirewallRule CountInUse

EncoreEnabled HasIPv6_DHCP 名前 OverDraft

SLSProxy HardwareId 有効 Installed

SLSProxyWinAutoURL FQDN アプリケーション LPE ID

SLSProxyWinIE PrivacySetting プロトコル Count

SLSProxyWinDefault InstallUTC LocalPorts

SLSProxySlsConfig ProductVersion Action

OS UpgradeFrom 方向

WindowsBuildLabEx SetupCluster インベントリ
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Citrix Call Home

Call Homeへの参加は任意です。このプログラムに参加すると、Citrix Call Homeによりシステムや製品の構成、
パフォーマンス、エラーなどの情報を定期的に収集されます。この情報は、サービスの開始時刻に応じて、1日に 1
回 Citrix Insight Servicesに送信されます。

Citrixに送信して処理する前に、ライセンスサーバーでユーザー名とデバイス情報を暗号化できます。詳しくは、「ラ
イセンスサーバーによるユーザー名の匿名化」を参照してください。

Call Home Citrix Cloud 登録済みライセンスサーバーのアップロードを無効にする場合は、Citrix Licensing
Managerを使用します。［使用状況と統計情報］>［共有使用状況と統計情報］での選択を次のいずれかに変更しま
す：［Citrix製品をより良いものとするため、ライセンスサーバーの詳細なシステム情報および特定できない使用状
況を Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）に送信します。この情報によりユーザーは特定さ
れません］、または［ライセンスコンプライアンスの目的で必要なライセンスサーバーの基本的なシステム情報およ
び使用状況のみを送信します。この情報によりユーザーは特定されません］。Citrix Cloudに登録されたままですが、
Call Home情報は送信されません。

登録を削除する場合は、「使用状況と統計情報」の「Citrix Cloudへの登録と登録削除」を参照してください。

収集データ 説明 使用目的

ライセンス使用状況およびコンプラ
イアンスデータ

ライセンス使用状況の情報と、ライ
センスサーバーにインストールされ
ている Citrixライセンスに関する情
報（製品 ID、ライセンスの種類、数
量など）です。

このデータを使用して、ライセンス
の消費状況を追跡し、顧客人口のコ
ンプライアンスを追跡します。ライ
センスサーバーを Citrix Cloudに
登録すると、Citrix Cloudでの経時
的な使用状況を追跡できます。

ライセンスサーバーの展開および構
成データ

ライセンスサーバーのバージョン、
オペレーティングシステムのバージ
ョン、構成状態など、ライセンスサ
ーバーとその展開方法に関する情報。

このデータは、Citrix製品のさらな
る開発に役立て、カスタマーエクス
ペリエンスを向上させるために使用
いたします。

ビルド 32000の Call Homeデータ要素：

|ライセンスサーバー情報 |機能 | SADate | StartupCounts | SerialNumbers |
|—|—|—|—|—|
| GUID | FeatureID | DateSampleStartUTC | LPE ID | Serial |
| DateSampleStopUTC| UDBinFileCreatedUTC | DateSampleStopUTC | | ID |
| DateSampleStop | UDReportGenerationUTC | CountUsedMax | | SADate |
| PortLACHTTP | EventLog | Active | | SN |
| PortLACHTTPS | UDAdminUsersReleased | Licensees |
| PortLACRedirect | UDAdminDevicesReleased | CountInstalled |
| PortLS | | Pool |
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| PortVD | | CountTotal |
| CustomerID | | Users |
| OrgID | | Devices |
| PortWSL | | Usage Samples |
| UDUseDomain | | Serial |
| OptFileNoLogStatus | | DateExpiration |
| OptFileComplianceConfig | | DateIssued |
| UDUserNameCase | | VendorStr |
| UDDeviceNameCase | | CountInstalled |
| SARenewalCheckOption | | CountOverdraft |
| EncoreSamplingPeriod | | Sample |
| EncoreRetentionTime | | Timestamp |
| EncoreEnabled | | CountInUse |
| SLSProxy | | OverDraft |
| SLSProxyWinAutoURL | | Installed |
| SLSProxyWinIE |
| SLSProxyWinDefault |
| SLSProxySlsConfig |
| OS |
WindowsBuildLabEx |
| WindowsEditionID |
| WindowsInstallationType |
| WindowsProductName |
| WindowsDomainMember |
| OSBits |
| OSLocale |
| VM |
| VMIDString |
| VMHVIDString |
| HardwareId |
| FQDN |
| PrivacySetting |
| InstallUTC|
| ProductVersion |
| UpgradeFrom |
| SetupCluster |
| SGPClockErrorCode |
| SGPMaxDays |
| SupplementalGracePeriod |
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ビルド 31000以前の Citrix Call Homeデータ要素：

GUID WindowsEditionID FlexeraVersion Feature ID

DateSampleStopUTC WindowsInstallationType SGPClockErrorCode UDBinFileCreatedUTC

DateSampleStop WindowsProductName SGPMaxDays UDReportGenerationUTC

PortLACHTTP WindowsDomainMember Services Event Log

PortLACHTTPS OSBits 名前 SADate

PortLACRedirect OSLocale DisplayName DateSampleStartUTC

PortLS MemPhysMB 状態 DateSampleStopUTC

PortVD CPUIDString StartType CountUsedMax

UDUseDomain VM パス Active

OptFileNoLogStatus VMIDString FirewallProfile Licensees

OptFileComplianceConfigVMHVIDString FirewallRule CountTotal

UDUserNameCase CPUCountLogical Profile CountInstalled

UDDeviceNameCase DiskFreeMB 有効 Pool

PortWSL DiskTotalMB BlockAllInboundTraffic Usage Samples

SARenewalCheckOption HasIPv4 DefaultInboundAction サンプル

EncoreSamplingPeriod HasIPv4_DHCP DefaultOutboundAction Timestamp

EncoreRetentionTime HasIPv6 FirewallRule CountInUse

EncoreEnabled HasIPv6_DHCP 名前 OverDraft

SLSProxy HardwareId 有効 Installed

SLSProxyWinAutoURL FQDN アプリケーション LPE ID

SLSProxyWinIE PrivacySetting プロトコル Count

SLSProxyWinDefault InstallUTC LocalPorts

SLSProxySlsConfig ProductVersion Action

OS UpgradeFrom 方向

WindowsBuildLabEx SetupCluster インベントリ

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 27



ライセンスサーバー 11.16.6

コンプライアンスのアップロード

ライセンスサーバーをインストールすると、Citrixライセンス管理サービスにコンプライアンス情報を送信できるよ
うになります。ライセンスサーバーのインストールには、ユーザーがライセンス管理サービスを承認し、ライセンス
管理サービスの使用に同意する必要があります。インストール後、いつでもライセンス管理サービスを無効にできま
す。

Citrixライセンス管理サービスの詳細、およびコンプライアンスのアップロードを無効にする方法については、「Citrix
ライセンス管理サービス」を参照してください。

収集データ 説明 使用目的

ライセンス使用状況およびコンプラ
イアンスデータ

ライセンス使用状況の情報と、ライ
センスサーバーにインストールされ
ている Citrixライセンスに関する情
報（製品 ID、ライセンスの種類、数
量など）です。

このデータは、顧客がライセンス要
件に準拠していることを確認するた
めに使用されます。

ライセンスサーバーシステム情報 ライセンスサーバーに関する情報
（ハードウェア IDなど）

このデータを使用して、顧客の環境
内のライセンスサーバーを特定しま
す。

ビルド 32000のコンプライアンスデータ要素：

ライセンスサーバー情報 機能 SADate StartupCounts

GUID Feature ID CountUsedMax LPE ID

HardwareId UDBinFileCreatedUTC Serial

InstallUTC UDReportGenerationUTC

UDAdminUsersReleased

UDAdminDevicesReleased

ビルド 31000以前のコンプライアンスデータ要素：

GUID Feature ID Serial

HardwareId SADate Startup Counts

インベントリ CountUsedMax LPE ID
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ライセンスの種類

May 24, 2024

Citrix製品は、このドキュメントで説明されているライセンスの種類のいずれかを使用します。一部の製品では、複
数の種類のライセンスを選択できます。購入したライセンスの種類とそれらの使用方法を確認してください。ライセ
ンスの種類によっては、ライセンスの超過使用および追加猶予期間が機能として提供されます。

Citrixライセンスサーバーは、Citrixライセンスを必要とするすべての Citrix製品をサポートします。詳しくは、「製
品とライセンスモデル」を参照してください。

ユーザー/デバイスライセンス

概要

ライセンスの種類がユーザー/デバイスの場合、ライセンスサーバーは使用状況に応じてユーザーまたはデバイスに動
的にライセンスを割り当て、ライセンスの消費を監視します。デフォルトの割り当てはユーザーライセンスです。ラ
イセンスサーバーは、各接続とその最適化エンジンを考慮します。これにより、ユーザー IDとデバイス IDに基づい
て使用されるライセンスの数が最小になります。

ライセンスサーバーは、eng@abc.comとcitrite@abc.comが同じユーザーとして扱われるように、デフォ
ルトでドメイン名を切り捨てます。詳しくは、「ドメイン名切り捨ての無効化」を参照してください。

注：

ドメインメンバーシップは、ライセンスがどのように処理されるかには関与しません。ライセンスサーバーは、
ネットワーク経由で接続できるすべての製品のライセンスをホストできます。ワークグループまたはドメイン
メンバーシップは、主に、Citrix Licensing Managerにアクセスできるライセンスサーバー管理者としてど
のユーザーを設定するかを制御します。

シナリオ

• ライセンスがユーザーに割り当てられた場合。ユーザーライセンスにより、ユーザーは無制限の数のデバイス
からアクセスできます。ライセンスが割り当てられたユーザーは、Active Directoryエントリなど一意のユ
ーザー IDを必要とします。

たとえば、ユーザーは、デスクトップ、ノートブック、スマートフォン、シンクライアントなどの複数のデバイスを
使用して、デスクトップやアプリケーションに接続できます。この場合、1人のユーザーが Citrix Virtual Desktops
の複数のインスタンスに同時に接続することができます。

• ライセンスがデバイスに割り当てられている場合。複数のユーザーが排他的に共有されているエンドポイント
デバイスに接続すると、デバイスにデバイスライセンスが割り当てられます。
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たとえば、複数のユーザーが使用するコールセンター環境のキオスクやワークステーションなどの単一の共有デバイ
スです。

次の表では、ユーザー/デバイスライセンスが非共有デバイスと排他的に共有されたデバイスに割り当てられていま
す。青色のセルには、デバイスが共有されていないユーザーライセンスが表示されています。緑色のセルには、デバ
イスが排他的に共有されているデバイスライセンスが表示されています。

ライセンス割り当て期間

ユーザーまたはデバイスがアプリケーションまたはデスクトップに接続すると、割り当て期間が 90日のライセンス
が 1つ消費されます。ライセンス割り当て期間は、接続が確立されたときに開始します。この期間は、接続されてい
る間 90日満期で更新されます。ライセンス割り当てのユーザー/デバイスリースは、最後に接続したユーザーまたは
デバイスが切断されてから 90日で期限切れになります。

ユーザーまたはデバイスのライセンスの解放

次の場合に限り、ユーザーのライセンスを解放できます：

• 会社への関連付けがなくなった従業員。
• 長期休暇中の従業員。

デバイスのライセンスの解放が必要になるのは、デバイスが故障した場合などです。

詳しくは、「ユーザーライセンスまたはデバイスライセンスの表示と解放」を参照してください。
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ライセンスの最適化

ライセンスサーバーの最適化処理により、ライセンス消費を最小化する方法が決定されます。最適化は、使用中の
ライセンスおよびライセンスサーバーへの接続に基づきます。この最適化は 5秒間隔で実行され、個別の接続数が
5000になるまで継続されます。接続数が 5000以上になると、最適化は 5分ごとになります。このため、管理コン
ソールに表示されるライセンス使用量が更新されるまでに時間がかかる場合があります。

個別の接続数が 1～4999の場合は 5秒ごとに、5000以上の場合は 5分ごとに最適化が行われます。

最適化は消費ではありません。次の表は、最適化が行われるときの接続と最適化の間隔の例です。

デバイスとユーザーの接続 最適化の間隔

700ユーザー * 1デバイスごと 700（5秒間隔で最適化）

5000ユーザー * 1デバイスごと 5000（5分間隔で最適化）

5000デバイス * 1ユーザーごと 5000（5分間隔で最適化）

2500ユーザー * 2デバイスごと 5000（5分間隔で最適化）

注：

• 大規模な展開環境では、個別の接続数によっては、最適化により CPUに負荷がかかることがあります。
マルチコアのマシンの使用をお勧めします。

• 多くのライセンスサーバーまたは共有ディスクシステムをホストしている場合、頻繁な読み取りおよび書
き込み操作が発生します。すべてのライセンスサーバーのユーザー数が 5000人未満の場合でも、それぞ
れが 5秒ごとに最適化し、キャッシュデータをディスクに書き込みます。最適化を無効にしたり、頻度を
変更したりすることはできません。

同時使用ライセンス

概要

同時使用ライセンスは、特定のユーザー ID、Active Directoryアカウント、またはドメインに関連付けられていま
せん。同時使用ライセンスは、元のエンドポイントのデバイス IDに基づきます。

ライセンスを要求する製品を起動すると、一意のエンドポイントのデバイス IDにチェックアウトされます。ログオ
フするか、セッションから切断すると、ライセンスがチェックインされ、新しいユーザーが使用できるようになりま
す。

シナリオ

• 異なるコンピューターから複数のセッションを起動すると、複数のライセンスが使用されます。さまざまなデ
バイスから Citrixセッションを開始するたびに、そのセッションを閉じるまでライセンスがチェックアウトさ
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れます。そのユーザーが各コンピューターやデバイスでセッションを閉じると、ライセンスがチェックインさ
れます。

たとえば、ユーザーがあるコンピューターからセッションを起動し、別のコンピューターからもう 1つのセッ
ションを起動する場合は、最初のセッションを閉じるまでは、2つのライセンスがチェックアウトされます。

• ライセンスサーバー間で通信することはありません。複数のライセンスサーバーを実行している場合、複数の
ライセンスを使用していることがあります（負荷分散などの場合）。負荷分散を使用している場合は、同じ製品
が動作するサーバーは同じライセンスサーバーを参照するように設定することをお勧めします。

• 異なるエディションでは異なるライセンスが消費されます。同じクライアントを使用して、それぞれ
Advanced Editionと Premium Editionで実行されているアプリケーションに接続する場合、2つのライ
センスが消費されます。

• 同じ製品、エディション、ライセンスモデルは単一のライセンスを消費します。同じエディションとライセン
スモデルが構成され、同じライセンスサーバーを参照する異なる製品サーバーに対して、単一のデバイスから
複数の接続を行う場合、1つのライセンスのみが消費されます。

• ライセンス共有の場合、Citrix Virtual Apps and Desktopsのパススルー接続がエンドポイントクライア
ントのデバイス IDを製品サーバーに渡します。共有ライセンスサーバーを使用して単一の製品、エディショ
ン、ライセンスモデルに接続する場合、すべての接続で単一のライセンスが共有されます。

• ユーザーは、単一のデバイスから同じエディションの違うバージョンの 2つの製品サーバーに接続します。接
続の順番によって、1つまたは 2つのライセンスが消費されます。

たとえば、2 つのサーバーが Citrix Virtual Apps and Desktops 7 1811 と Citrix Virtual Apps and
Desktops 7 1903の場合：

– ユーザーは最初に Citrix Virtual Apps and Desktops 7 1811に接続します。2つのライセンスが
消費される可能性があります。最初に古い製品の古いライセンス、次に新しいライセンスが消費されま
す。これは、バージョン 1903では、最新のカスタマーサクセスサービスの日付が必要なためです。詳
しくは、「カスタマーサクセスサービス」を参照してください。

– ユーザーが先に Citrix Virtual Apps and Desktops 7 1903に接続した場合。バージョン 1903で
必要なカスタマーサクセスサービスの日付は、古い製品バージョンのすべてと互換性があるため、ライ
センスは 1つだけ消費されます。

– インストールされているすべてのライセンスのカスタマーサクセスサービスの日付がすべての製品バー
ジョンと互換性がある場合は、接続デバイスごとに 1つのライセンスが必要です。

• RDP接続によりライセンスが消費されます。ただし、コンソールセッションに接続する場合は消費されませ
ん。

• 接続数が購入済みで使用可能なスタンドアロンの同時使用ライセンスの数を超えると、追加猶予期間が有効で
はない限りユーザーはアクセスを拒否されます。詳しくは、「追加猶予期間」を参照してください。
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単一ユーザーライセンス

概要

ライセンスが割り当てられたユーザーは、Active Directoryエントリなど一意のユーザー IDを必要とします。ライ
センスが割り当てられたユーザーは、複数のデバイスを使ってデスクトップやアプリケーションに接続できます。ユ
ーザーライセンスは、ユーザーのデバイスではなく、ユーザーに割り当てられます。

注：

これらのライセンスはユーザーライセンスのみで、ユーザー/デバイスライセンスとは異なります。

シナリオ

• ユーザーは、デスクトップコンピューター、ノートブック、ネットブック、スマートフォン、シンクライアン
トなどの複数のデバイスに接続できます。この場合、1人のユーザーが Citrix Virtual Desktopsの複数のイ
ンスタンスに同時に接続することができます。

ライセンス割り当て期間

ユーザーが複数のデバイスに接続すると、90日間の割り当て期間にユーザーライセンスが消費されます。ライセンス
割り当て期間は、接続したときから開始します。この期間は、接続されている間 90日満期で更新されます。ライセン
ス割り当てのデバイスリースは、最後に接続したユーザーまたはデバイスが切断されてから 90日で期限切れになり
ます。

ユーザーまたはデバイスのライセンスの解放

次の場合に限り、ユーザーのライセンスを解放できます：

• 会社への関連付けがなくなった従業員。
• 長期休暇中の従業員。

デバイスのライセンスの解放が必要になるのは、デバイスが故障した場合などです。

詳しくは、「ユーザーライセンスまたはデバイスライセンスの表示と解放」を参照してください。

単一デバイスライセンス

概要

ライセンスが割り当てられたデバイスは一意のデバイス IDを必要とし、任意のユーザーが製品インスタンスにアク
セスできます。そのデバイスからのアクセスが許可されるユーザー数に制限はありません。1つのデバイスライセン
スで、同じデバイスの複数のユーザーをサポートできます。
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注：

これらのライセンスはデバイスライセンスのみで、ユーザー/デバイスライセンスとは異なります。

シナリオ

• 多くの学生が使用する、クラスルームワークステーション。
• 病院のスタッフが使用する、病院内の臨床ワークステーション。

ライセンス割り当て期間

1つのデバイスを複数のユーザーが使用する場合、デバイスライセンスは 90日間の割り当て期間に消費されます。ラ
イセンス割り当て期間は、接続したときから開始します。ライセンス割り当てのデバイスリースは、最後に接続した
ユーザーまたはデバイスが切断されてから 90日で期限切れになります。

ユーザーまたはデバイスのライセンスの解放

次の場合に限り、ユーザーのライセンスを解放できます：

• 会社への関連付けがなくなった従業員。
• 長期休暇中の従業員。

デバイスのライセンスの解放が必要になるのは、デバイスが故障した場合などです。

詳しくは、「ユーザーライセンスまたはデバイスライセンスの表示と解放」を参照してください。

単一ソケットライセンス

単一ソケットライセンスは、CPUソケットの数に基づいて消費されます。コアではカウントされません。例：

• コンピューターに CPUソケットが 2つあっても、CPUが 1つしかない場合、消費されるライセンスは 1つ
のみです。

• コンピューターにクアッドコア CPUが 2つある場合でも、消費されるライセンスは 2つのみです。

Citrix Hypervisorは単一ソケットライセンスを使用します。

指定ユーザーライセンス（レガシー）

製品でライセンスを要求すると、事前設定された期間中、指定ユーザーライセンスがチェックアウトされます。この
種類のライセンスのチェックアウトはコンピューターまたはデバイスに関連付けられません。ライセンスがチェック
アウトされると、追加のライセンスをチェックアウトしなくても、ユーザーは複数のセッションを複数の異なるコン
ピューターで実行できます。
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ライセンスの超過使用保護

ユーザー/デバイス、ユーザー、またはデバイスライセンスモデルをサポートするオンプレミス製品には、ライセンス
の超過使用保護機能が含まれています。この機能によって、購入した数量に対して 10%の追加ライセンスを使用で
きるため、アクセス拒否を防ぐことができます。ライセンスの超過使用数は、ライセンス管理コンソール内の別の列
に表示されます。インストールされた列には、購入したライセンスの合計と関連する超過使用数の合計の両方が表示
されます。超過使用情報は Studioでも確認できます。

ライセンスの超過使用保護機能は、ライセンス使用権には関係なく便宜上提供されています。使用されるすべての超
過使用保護ライセンスは初回の使用から 30日以内に購入する必要があります。

同時使用ライセンスとサーバーライセンスには、超過使用保護機能は含まれません。Citrixは、本製品の新規リリー
スで超過使用保護機能を削除する権利を留保します。

追加猶予期間

追加猶予期間により、15日間連続して製品に無制限にアクセスできます。この機能は、Citrix Virtual Apps and
Desktopsライセンスで利用できます。この機能は、バージョンが XenApp 7.6または XenDesktop 7.6以降で利
用できます。

すべてのライセンス（該当する場合はライセンスの超過使用も含む）が使用されている場合、追加猶予期間中に、ユ
ーザーの作業を中断させることなく最大ライセンス数を超過した原因を調査し、さらにライセンスを購入するかを検
討することができます。

追加猶予期間が終了すると、通常の接続制限が適用されます。アクティブなセッション中にユーザーが切断されるこ
とはありません。ただし、ユーザー側で切断した場合は、ライセンスレベルが通常の状態に戻るまで新しい接続は拒
否されます。

終了した追加猶予期間が自動的に再度有効になることはありません。再度有効にするには、別の製品版ライセンスを
インストールして、次に使用ライセンス数が超過したときに再び 15日の追加猶予期間が開始されるようにする必要
があります。

追加猶予期間が開始されたら、満期まで使用することをお勧めします。警告状態を取り消すために、すぐにライセン
スを追加しないでください。この期間中に現状を総合的に判断し、問題に適切に対応できます。

注：

追加猶予期間中にライセンスをインストールすると、ライセンスサーバーが追加猶予期間を終了します。追加
猶予期間の理由と必要なライセンス数を最終的に決定する前に追加猶予期間を再度有効化すると、別ライセン
スのインストール後に追加猶予期間が再度発生する可能性があります。

追加猶予期間は、製品のバージョンおよびエディションに応じて付与され、対象は製品版ライセンスのみです。最初
にライセンスをインストールするとき、追加猶予期間は、デフォルトで有効になっています。追加猶予期間の機能を
無効にするには、Citrix Licensing Managerを使用します。
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追加猶予期間中に消費されたライセンスの合計数を追跡する方法はありません。lmstat udadminおよび製品か
らの接続情報を使用して、必要な追加ライセンスの数を判別できます。

注：

猶予期間と追加猶予期間は、2つの異なる機能です。

ライセンスの有効期限が切れると、猶予期間および追加猶予期間機能は適用されません。

猶予期間について詳しくは、「猶予期間」を参照してください。

Citrix Virtual Apps and Desktopsの Directorは猶予期間の状態を表示します。詳しくは、「Directorのダッシュ
ボードのパネル」を参照してください。

追加猶予期間は、ライセンスの権利ではなく便宜上提供されています。Citrixは、本製品の新規リリースでこのよう
な機能を削除する権利を留保します。

超過使用保護および追加猶予期間の例

例 1：Citrix Virtual Apps and Desktopsのユーザー/デバイス、ユーザー、またはデバイスライセンス。超過使用
保護機能および追加猶予期間機能を使用

最初に、Citrix（I）から 1000ライセンスを購入してインストールします。これには、10%の超過使用保護ライセン
スの割り当て（OD）が含まれます。ライセンスが割り当てられると、合計で 1100ライセンスになります。この時点
で、接続するユーザーの数に対して十分な数です。

d0後日（0日目）、1050ライセンスを使用しています。1001番目のライセンスが使用されると、超過使用保護機能
がアクティブになります。ユーザーは中断なくサービスに引き続き接続できます。すぐにライセンスのニーズの評価
を開始します。ODを超えるまで待たないでください。最初に購入した 1000に加えて、さらにライセンスを購入す
ることを検討してください。

d10 10日後（10日目）。より多くのユーザーが接続し、1150ライセンスが使用されています。これは、使用可能な
合計ライセンス、1100を超えています。1101番目のライセンスが使用されると、15日間の追加猶予期間（SPG）
が開始され、追加ライセンスの必要性を評価する時間が与えられます。ユーザーは中断なくサービスに引き続き接続
できます。

d25 d10の 15日後（25日目）。追加のライセンスを購入してインストールしないことを選択したため、追加猶予期
間が終了します。1100を超えるライセンスをチェックアウトする必要がある場合、ユーザーは新しい接続を確立で
きません。さらにライセンスを購入してインストールするまで、追加猶予期間を再度有効にすることはできません。
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例 2： Citrix Virtual Apps and Desktopsの同時使用ライセンス。追加猶予期間機能を使用

最初に 1000の同時使用ライセンスを購入してインストールします（I）。同時使用ライセンスでは超過使用保護の割
り当てはありません。この時点で、接続するユーザーの数に対して十分な数です。

d0後日（0日目）、1050ライセンスを使用しています。1001番目のライセンスが使用されると、15日間の追加猶
予期間（SPG）が開始され、追加ライセンスの必要性を評価する時間が与えられます。ユーザーは中断なくサービス
に引き続き接続できます。すぐにライセンスのニーズの評価を開始します。追加猶予期間が終了するまで待たないで
ください。最初に購入した 1000に加えて、さらにライセンスを購入することを検討してください。

d15 15日後（15日目）。追加のライセンスを購入してインストールしないことを選択したため、追加猶予期間が終
了します。1000を超えるライセンスをチェックアウトする必要がある場合、ユーザーは新しい接続を確立できませ
ん。さらにライセンスを購入してインストールするまで、追加猶予期間を再度有効にすることはできません。

超過使用保護および追加猶予期間の可用性

次の表に、各製品のライセンスにおける超過使用保護と追加猶予期間のサポートの有無を示します。詳しくは、「製品
とライセンスモデル」を参照してください。

オンプレミス製品 ライセンスの種類 10%の超過使用保護 追加猶予期間（15日間）

Citrix Virtual Apps and
Desktops

ユーザー/デバイス、ユー
ザー、デバイス

はい はい

Citrix Virtual Apps and
Desktops

同時使用 いいえ はい

XenMobile Server ユーザー、デバイス はい いいえ

年間および期間ベースの製品版ライセンスの Citrixオンプレミスサブスクリプション

オンプレミスサブスクリプションライセンスにより、顧客は自社インフラストラクチャ内で Citrix環境を一定期間ホ
ストできます。オンプレミスサブスクリプションライセンスの期限は 1～5年で、特定の日付で有効期限が切れます。
ライセンスは、有効期限が切れると機能を停止します。製品では、永続的ライセンスで利用可能なすべての最新機能
が提供されます。
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購入内容には、オンプレミスサブスクリプションライセンスと Customer Success Services Selectサービスの
両方が含まれます。Customer Success Services Selectサービスは、サブスクリプションの全期間で利用できま
す。

注：

無期限（永続的）ライセンスとサブスクリプションライセンスの混在がサポートされています。顧客が同じ製
品、エディション、およびライセンスモデルを使用している場合、既存の環境を拡張するために混在させること
ができます。永続的ライセンスまたはサブスクリプションライセンスのどちらを使用しても、パフォーマンス
に違いはありません。唯一の違いは、有効期限の有無です。

ライセンスの有効期限前

既存のサブスクリプションの有効期限が近くなると、Citrixから一定の間隔で通知が送信されます。これらの通知は、
サブスクリプションを延長してサービスの中断を回避するよう促します。

すべてのオンプレミスサブスクリプションの、年間およびその他の期間ベースの製品版ライセンスには、有効期限に
あらかじめ追加の 30日が含まれています。これらの追加の 30日は、Citrix Licensing Managerに表示される有効
期限に含まれています。この 30日の間、元のサブスクリプションライセンスが期限切れになる前に、サブスクリプ
ションライセンスの再購入、割り当て、およびインストールを行うことができます。更新しない場合、製品は機能が
制限されたライセンスが適用されていない状態になります。

例：2020年 10月 21日に 1年間のオンプレミスサブスクリプションライセンスを購入した場合、ライセンスの有効
期限は 2021年 11月 22日の 12時 1分です。

Citrix Licensing Managerに表示されている日付に従って、オンプレミスサブスクリプションの有効期限が切れる
と、新しい接続は許可されません。利用中のユーザーは影響を受けませんが、ユーザーがログオフまたは切断した場
合、再アクセスは許可されません。

オンプレミスサブスクリプションライセンスの延長

オンプレミスライセンスサブスクリプションを延長するには、https://www.citrix.com/buy/にアクセスしてくだ
さい。

注：

開始日が将来に設定されているライセンスは、ライセンスファイルに記載されている実際の開始日までライセ
ンスサーバーインベントリに表示されません。

よくある質問

• オンプレミスサブスクリプションライセンスは、同じサーバー上に既存の永続的ライセンスがあっても機能し
ますか?
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はい、既存のライセンスサーバー運用のガイドラインの範囲内です。顧客は、新しい期間ライセンスファイル
をライセンスサーバーに追加する必要があります。

製品バージョン（Virtual Apps/ Virtual Apps and Desktops）、エディション（Standard、Advanced、
Premium）、および種類（ユーザー/デバイス、同時使用）が同じである場合、期間ライセンスまたはサブスク
リプションライセンスの存在によって、オンプレミスサブスクリプションライセンスを既存の環境に配信する
ときに問題が発生することはありません。例：

– VirtualAppsandDesktopsPremiumの同時使用永続的ライセンスと、VirtualAppsandDesktops
Premiumの同時使用期間ライセンスを組み合わせても問題は発生しません。

– Virtual Apps andDesktopsPremiumの同時使用永続的ライセンスとVirtual Apps andDesktops
Premiumのユーザー/デバイス期間ライセンスを組み合わせる場合。このライセンスの組み合わせは標
準的ではないため、考慮事項と追加の構成が必要です。この組み合わせは、ライセンスの利用には最適
でない場合があります。

– Virtual Apps andDesktopsPremiumの同時使用永続的ライセンスとVirtual Apps andDesktops
Advancedのユーザー/デバイス期間ライセンスを組み合わせる場合。このライセンスの組み合わせは
標準的ではないため、お勧めできません。購入したすべてのライセンスを使用するには、複数のサイト
またはファームが必要です。

• XenAppファーム、Cirtrix Virtual Apps、Citrix Virtual Apps and Desktopsにアクセスできなくな
りますか?

はい。ライセンスの有効期限が切れると、新しいアクセスは許可されません。既に利用中の場合は、ユーザー
が切断、ログオフ、またはリセットするまで影響を受けません。

• 15日間の追加猶予期間（SGP）は存在しますか? それとも、SGPは永続的ライセンスにのみ適用されますか?

いいえ。ライセンスの有効期限には追加猶予期間はありません。顧客が再購入したライセンスをインストール
する場合は、有効期限に 1か月が追加されます。

ライセンスファイル

January 9, 2024

製品ライセンスのインストールを開始する前に、「ライセンスファイルを入手する前に」を参照してください。

ライセンスサーバーをインストールするとき、デフォルトで Citrixスタートアップライセンス（citrix_startup.lic）
およびオプションファイル（CITRIX.opt）がインストールされます。特定の Citrix製品のライセンスは、ライセンス
ファイルとして後から追加します。製品ライセンスの追加について詳しくは、「ライセンスのインストール」を参照し
てください。

ライセンスファイルは、ライセンスサーバー上の特定の場所に追加する必要があります。この場所を変更することは
できません。
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Citrixスタートアップライセンス

スタートアップライセンスファイル（citrix_startup.lic）はテキストファイルであり、Citrix製品がライセンスサー
バーと、継続的な接続を使用して通信できるようにするために使用されます。ライセンスサーバーと製品は、相互に
通信できていることを確認するために、5分ごとにお互いにハートビートメッセージを送信します。ハートビートメ
ッセージを交換する製品とライセンスサーバーの間で交換が中断された場合は、その製品は猶予期間に入ります。中
断の一例として、停電が挙げられます。スタートアップライセンスファイルは、ライセンス数に影響を与えません。

Citrix License Server Diagnostics License

ライセンスサーバーでは、内部診断や Citrix Studio および Director へのアラートメッセージの表示に Citrix
License Server Diagnostics Licenseが使用されます。この機能は、citrix\\_startup.licファイル
のスタートアップライセンスによりデフォルトで有効になります。

警告

スタートアップライセンスを含め、ライセンスファイルを直接編集しないでください。

ライセンスファイル

ライセンスファイルはテキストファイルで、次の情報が記述されています：

• 製品のライセンス情報
• ライセンスサーバー名（またはその他の識別情報）
• カスタマーサクセスサービス契約の更新日（カスタマーサクセスサービスの有効期限とも呼ばれます）
• ライセンスの有効期限（ある場合）
• その他のシステム情報

これらの情報はすべて、デジタル署名により暗号化されています。Citrix製品を購入した後で、citrix.comの
Webサイトにアクセスしてライセンスファイルをダウンロードします。詳しくは、「Citrix.comでのライセンスの管
理」を参照してください。1台のライセンスサーバーに複数のライセンスファイルを配置できます。ライセンスファ
イルは、これらのディレクトリに配置され、ライセンスサーバーが参照します。

• 32ビットサーバー：C:\Program Files\Citrix\Licensing\MyFilesフォルダー
• 64ビットサーバー：C:\Program Files(x86)\Citrix\Licensing\MyFilesフォルダー

ライセンスサーバーはこのファイルを使用して、Citrix製品の使用を許可するかどうかを決定します。

ライセンスの超過使用保護は、すべてのユーザー/デバイス、単一ユーザー、単一デバイスのライセンスに含まれてい
ます。ライセンスの超過使用保護について詳しくは、「ライセンスの超過使用保護」を参照してください。
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他のライセンスサーバーへのライセンスの移動

古いライセンスサーバー用にダウンロードしたライセンスファイルを、別のホスト名またはMACアドレスのサーバ
ーに移動することはできません。新しいサーバー名を参照するライセンスファイルを返却および割り当てすることで
作成します。

詳しくは、「ライセンスの変更」を参照してください。

ライセンスファイルの形式

重要

ライセンスファイルを編集すると、ライセンスが機能しなくなることがあります。Citrixライセンスサーバー
11.6.1 for Windowsまたはそれ以降のバージョンでは、ライセンスファイルを編集する必要はありません。ラ
イセンスの管理は、Citrix Licensing Managerと、citrix.comのMy Accountサイトで行います。詳
しくは、「citrix.comのMy Accountでライセンスを管理」を参照してください。

ライセンスファイルの名前を変更することもできますが、.lic（小文字）拡張子を変更することはできません。

Citrixライセンスファイルでは、次の命名規則を使用します：

FID_fulfillmentID.lic

例：FID_30d0000_0000_xxxx_c800_00xxyy000zz7.lic

ライセンスファイルの各行には、サーバー名（SERVER行）やライセンス数（INCREMENT行）など、特定の情報が
記述されています。また、各行の最初には、VENDOR、SERVER、INCREMENT、USE_SERVERなど、その行の情
報の意味を示す語が大文字で記述されています。

ここでは、ライセンスファイル構文の次の要素ついて詳しく説明します：SERVER行、VENDOR行、USE_SERVER
行、INCREMENT行。

次の画像は、ライセンスファイルの例です：

1. SERVER行は、ライセンスをライセンスサーバーにバインドするために必要な識別子を示しています。
2. VENDOR行には、Citrixベンダーデーモンの名前が定義されています。
3. INCREMENT行では、製品を使用するために必要なライセンスを指定します。
4. コメントは、ライセンスサーバーがライセンスの FEATURES（PRODUCT_EDITION_LICENSEMODEL）
を Citrix製品名に翻訳するために使用されます。
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SERVER行

SERVER行には、ライセンスサーバーを識別するためのホスト名が定義されています。

注意：

SERVER行のバインドしている識別子は変更しないでください。変更するとライセンスファイルが機能しなく
なります。

構文：

SERVER this_host ether

または

SERVER this_host HOSTNAME=hostname

パラメーター 説明

ether ライセンスサーバーを実行しているアプライアンスの
MACアドレス。通常は lmhostidコマンドによって返
される文字列です。この文字列は変更しないでください。

hostname ライセンスサーバーを実行しているコンピューターの名
前。この文字列は変更しないでください。

例

1 SERVER this_host HOSTNAME=license_server1
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VENDOR行

VENDOR行には、Citrixベンダーデーモンの名前が定義されています。

構文：

VENDOR CITRIX [vendor_daemon_path]

フィールド 説明

VENDOR CITRIX Citrixベンダーデーモンの名前。この名前は変更しない
でください。

vendor_daemon_path Citrixベンダーデーモンの実行ファイルのパス。Citrix
ではこのパスは変更しないでください。

INCREMENT行

INCREMENT行には、製品を使用するためのライセンスが定義されています。ライセンスファイル（*.lic）には、1
つまたは複数の INCREMENT行が含まれます。各 INCREMENT行には、ライセンスの対象となる製品、ライセンス
モデル（同時接続ユーザーライセンスまたは指定ユーザーライセンス）、ライセンス数などの情報が記述されていま
す。

各 INCREMENT行には、次の情報が記述されています：

• その行のデータに基づいた署名
• 1つまたは複数の SERVER行で指定されているhostids
• Citrixが指定したデータ

行末のバックスラッシュ（）は、その INCREMENT行が途中で改行されていることを示します。

構文：

INCREMENT feature vendor css_expiry_date exp_date num_lic
SIGN=sign [optional_attributes]

注意：

INCREMENT行の次の 6つのパラメーターは変更しないでください。これらは必須のパラメーターで、決まっ
た順番で記述される必要があります。

次の表では、これらのパラメーターについて INCREMENT行に指定される順に説明します：

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 43



ライセンスサーバー 11.16.6

フィールド 説明

feature 対象となる製品ライセンス。この行は変更しないでくだ
さい。

vendor ベンダーデーモンの名前。Citrix製品のライセンスファ
イルでは、常に Citrixベンダーデーモンを示す CITRIX
です。この行は変更しないでください。

CSS_expiry_date
exp_date

カスタマーサクセスサービスプログラムの有効期限。こ
の日までは、カスタマーサクセスサービスにより製品を
アップグレードできます。カスタマーサクセスサービス
を契約していない場合、またはカスタマーサクセスサー
ビスの対象でない製品のライセンスでは、ライセンスの
購入日を示します。この行は変更しないでください。注：
カスタマーサクセスサービスを更新し、アップグレード
ライセンスを受け取った場合は、CSS_expiry_dateが
記載されます。例： INCREMENT MPS_ENT_CCU
CITRIX 2019.0311 permanent 1000
ライセンスの有効期限。「dd‑mmm‑yyyy」形式
（07‑may‑2006など）で記述されます。この行は変更し
ないでください。注： exp_dateパラメーターが
「permanent」の場合、ライセンスに有効期限が設定さ
れていないことを示します。

num_lic この製品の同時使用ユーザーライセンス数。この行は変
更しないでください。

SIGN=sign INCREMENT行を認証する署名。この行は変更しないで
ください。

SUPERSEDE_SIGN=sign ライセンスの機能と署名に基づいて、戦略的に特定のラ
イセンスをオフにするか、INCREMENT行を無効にしま
す。カスタマーサクセスサービスまたはメンテナンスア
ップグレードライセンスには、SUPERSEDE_SIGNが
含まれます。例： SUPERSEDE_SIGN={
“CBR_100_SSERVER:0F76 2946 4790 6B67 08E0
65BC 302B E1B6 6ECE 41D6 8AB6 E9C6 FE44
4EB3 9A83 01E4 D405 3E95 74B8 9BC8 7791 BDD3
1385 33F8 9533 95FF A3E4 F461 35B4 251E”}

また、INCREMENT行の情報により、ライセンス管理コンソールでライセンスを表示するときのグループが決定され
ます。このグループを、ライセンスプールと呼びます。Citrixベンダーデーモンは、INCREMENT行の製品名やバー
ジョン番号などの情報を基に、ライセンスプールを作成します。コンソールでは、新しく作成されたプールは他のラ
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イセンスプールとは別個に表示され、追跡されます。2つ以上の属性が異なる場合、Citrixベンダーデーモンがライ
センスプールを作成します。

INCREMENT行の Citrix属性：

INCREMENT行には、Citrix独自の属性をさらに追加することもできます。これらの属性により、ライセンスの発行
日やアップグレードライセンスかどうかなどの情報が定義されます。

注意：

これらの属性を変更したり削除したりしないでください。

例：

この例で記述されている内容は以下のとおりです：

• 青い文字は、対象となる製品ライセンスを示します（MPSは Presentation Server、ENTは Enterprise
Edition、CCUは同時接続ユーザーライセンスを示しています）。

• カスタマーサクセスサービスの有効期限は赤色で表示されます（形式：YYYY.MMDD）
• 緑の文字は、このライセンスファイルに割り当てられているライセンス数を示します。

構文：

keyword=value

次の表に、Citrix属性の内容について示します。大文字の語が属性名を示します。これらの属性を編集することはで
きません。

属性 説明

DUP_GROUP=V 同一クライアントデバイス上でのライセンス共有を有効
にする属性。

ISSUED=dd‑mmm‑yyyy ライセンスの発行日。

ISSUER=”⋯” ライセンスの発行者。

NOTICE=”⋯” 会社名。

SN=serial_num シリアル番号は、ライセンスアクセスコードとそのライ
センスの使用権 IDです。
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属性 説明

START=dd‑mmm‑yyyy ライセンスの使用を開始できる日付。この日付より前か
らライセンスを使用することはできません。STARTの日
付より前にライセンスをインストールできますが、実際
の STARTの日付まではライセンスサーバーインベント
リに表示されません。

SUPERSEDE=”MPS_ADV_CCUMPS_STD_CCU⋯” アップグレードライセンス。製品のエディションをアッ
プグレードすると、この属性が追加されます。この属性
が定義されている場合、ISSUED属性で指定された日以
前に発行されたすべてのライセンスが無効になります。

VENDOR_STRING=⋯ Citrixにより定義されたテキスト文字列。

ベースライセンスの例：

1 INCREMENT CBR_100_SSERVER CITRIX 2016.1201 permanent 10 \\
2
3 VENDOR_STRING=;LT=Retail;GP=720;MAXBW=1;MLC=0;HA=0;CL=BRSE;SA=1;ODP

=0 \\
4
5 DUP_GROUP=V ISSUED=18-dec-2005 NOTICE="Citrix" \\
6
7 SN=100se200seB SIGN="1B19 C213 7517 CC62 756F 864C 9C93 06FC \\
8
9 E1DE B5D5 D793"

10 <!--NeedCopy-->

SUPERSEDE_SIGNを含むカスタマーサクセスサービス更新ライセンスの例：

1 INCREMENT CBR_100_SSERVER CITRIX 2017.1201 permanent 10 \\
2
3 VENDOR_STRING=;LT=Retail;GP=720;MAXBW=2;MLC=0;HA=0;CL=BRSE;SA=1;ODP

=0 \\
4
5 DUP_GROUP=V ISSUED=18-dec-2007 NOTICE="Citrix" \\
6
7 SN=100se200seU SUPERSEDE_SIGN={
8 "CBR_100_SSERVER:1B19 C213 7517 \\
9

10 CC62 756F 864C 9C93 06FC E1DE B5D5 D793" }
11 SIGN="1D5D 869A 40BE \\
12
13 D4DB 361D 7897 AFA5 FF8B E52A 20BA 5525 01AA F241 6919
14 <!--NeedCopy-->
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ライセンスサービス

January 9, 2024

ここでは次のことについて説明します：

• Web Services for Licensing
• Citrixライセンス管理サービス
• Citrixライセンスサーバー
• Citrix Licensing Windows Management Instrumentation（WMI）

Web Services for Licensing

Studio、Director、ライセンス管理 PowerShellスナップインは、次の操作のためにWeb Services for Licensing
を使用します：

• ライセンスサーバーと通信し、ユーザーを管理する
• ライセンスを割り当ててインストールする
• ライセンスサーバーの正常性、ライセンスの使用状況、他のアラートメッセージを表示。

Citrix Licensing Managerもこれを使用します。

Citrixライセンス管理サービス

ライセンス管理サービスによって、より適切に容量を計画しライセンスを管理できます。このサービスで、以下の禁
止された状況を回避することもできます：

• 障害回復（DR：Disaster Recovery）環境外でのライセンスの重複
• 新しい製品バージョンで以前のライセンスを使用
• 破棄されたライセンスの使用

このサービスは、Citrix Insight Servicesの管理者に、障害回復（DR：Disaster Recovery）環境の重複ライセン
スについてもアラートを送ります。Citrix Insight Servicesについて詳しくは、「Citrix Insight Services」を参照
してください。

ライセンス管理サービスは、ライセンスサーバーに組み込まれた製品テレメトリを使用して、データを Citrix Insight
Servicesに送信します。ライセンス管理サービスは、Windowsサービスではありません。最初のアップロードは、
ライセンスサーバーを最初に起動または再起動した約 5分後に実行され、以降、アップロードは日に一度実行されま
す。ライセンスサーバーを再インストールすると、スケジュールがリセットされます。アップロードに失敗した場
合、アップロードが成功するまで、またはライセンス管理サービスが無効になるまで、24時間以内に再試行されま
す。Citrixは、ユーザーにライセンス環境情報を提供し、サポートするために、アップロードを使用することがあり
ます。「コマンドラインを使用したライセンス管理サービスの無効化または有効化」を参照してください。
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重要

ライセンスサーバーのインストールには、ユーザーがライセンス管理サービスを承認し、ライセンス管理サー
ビスの使用に同意する必要があります。インストール後、いつでもライセンス管理サービスを無効にできます。

ライセンス管理サービスは、以下の情報を収集します：

• ライセンスのシリアル番号
• ライセンスのサーバー GUID
• 使用ライセンス数
• 機能名
• 製品バージョン

収集されるデータについて詳しくは、「コンプライアンスのアップロード」を参照してください。

Citrixライセンスサーバー

Citrix Licensingサービスは、コアライセンス機能を担うWindowsサービスです。Citrix Licensingサービスは
Citrix製品にライセンスを与え、CITRIXベンダーデーモン、ライセンスサーバーポート 27000（デフォルト）の管
理を担います。

Citrix Licensing WMI

WMIサービス経由で、Citrix Licensing WMIクラスにアクセスできます。名前空間（ROOT\CitrixLicensing）の
クラス（特に Citrix_GT_License_Pool）が、ライセンス使用状況および使用可能な数の情報を提供します。ライ
センスサーバーに頻繁に（15分ごとを超えて）クエリを実行すると、パフォーマンスにマイナスの影響を及ぼすこと
があります。

カスタマーサクセスサービス

January 7, 2022

新しい Citrix製品を購入すると、1年間有効なカスタマーサクセスサービスのメンバーシップが付いてきます。この
メンバーシップにより、すべての製品アップデートとその他の特典を利用できます。これには、メンバーシップの契
約期間中にリリースされるすべての更新が含まれます。

1年間の契約期間の終了後は、Citrixに更新料を支払うと、カスタマーサクセスサービスのメンバーシップを更新で
きます。Citrix Licensing Managerを使用して更新ライセンスをインストールします。citrix.comにアクセスし、
更新ライセンスを含むライセンスファイルをダウンロードできます。
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重要：

カスタマーサクセスサービスのメンバーシップとそのライセンスは、製品を実行するためのライセンスとは異
なります。カスタマーサクセスサービスのメンバーシップを更新しない場合でも、Citrix製品が機能を停止す
ることはありません。ただし、有効期限切れ以降のソフトウェアリリースを使用することはできません。

カスタマーサクセスサービスの更新ライセンス

カスタマーサクセスサービス更新ライセンスファイルには、カスタマーサクセスサービス契約を 1年間延長するライ
センス（更新ライセンス）が含まれています。このライセンスは、カスタマーサクセスサービスの契約期間中にリリ
ースされる、Hotfixを除くすべての製品リリースを実行するために必要です。

カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスをすぐ追加しなくても、Citrix製品が機能を停止することはありませ
ん。ただし、新しい契約期間に入ってからリリースされたバージョンについては、更新ライセンスをライセンスサー
バーに追加しなければ実行できません。

カスタマーサクセスサービスメンバーシップの契約期間終了後に Citrixがリリースしたバージョンを使用するには、
カスタマーサクセスサービスメンバーシップを更新します。新しいバージョンの製品を使用する前に、更新ライセン
スを取得してください。

例：

任意の Citrix Virtual Apps and Desktopsリリースにアップグレードする前に、現在のカスタマーサクセスサービ
スの日付が有効で期限切れではないことを確認します。Citrix Virtual Apps and Desktopsリリースは、年月形式
（YYMM）を使用します。ライセンスの日付が製品のリリース日と同じか、それより新しいことを確認してください。
リリース日の一覧については、「Citrix製品カスタマーサクセスサービスの有効期限」を参照してください。

カスタマーサクセスサービス契約を更新すると、Citrix Licensing Managerの更新ライセンス機能を使用できます。
詳しくは、「ライセンスの更新」を参照してください。

注：

ライセンスサーバーにライセンスファイルを追加した後で、失効したカスタマーサクセスサービスライセンス
を削除できます。ただし、これは必須ではありません。ただし、アップグレードの記録として、失効したライセ
ンスをそのまま保持しておくこともできます。

Citrix Licensing Managerを使用してカスタマーサクセスサービスの日付を確認するか、テキストエディターでラ
イセンスファイルを表示します。

Citrix Licensing Managerでカスタマーサクセスサービス更新ライセンスを確認してインストールす
る

有効にすると、Citrix Licensing Managerは毎週 Citrix.comWebサービスにアクセスし、利用可能なカスタマー
サクセスサービス更新ライセンスがあるかを確認します。
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構成に基づいて、Citrix Licensing Managerはカスタマーサクセスサービス更新ライセンスを自動で確認、または
手動で確認できます。ライセンスが見つかると通知またはインストールします。

1. Citrix Licensing Managerで、UIの右上にある［設定］をクリックします。
2. 通知方法と、更新ライセンスを自動的にインストールするかどうかの設定を選択します。

カスタマーサクセスサービス更新ライセンスの自動チェックが失敗する場合、ファイアウォールの設定
を確認するか、プロキシを構成してください。この機能を動作させるには、ライセンスサーバーがhttps:
//citrixservices.citrix.comにアクセスできる必要があります。詳しくは、「プロキシサーバーの手動構成」を参照
してください。

注：

このページでは、ポート、追加猶予期間、言語を構成することもできます。

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを自動的にチェックし、使用可能な場合通知します： Citrix
Licensing Managerは通知を表示します。リンクをクリックして、利用可能な更新をダウンロードし、イン
ストールします。ライセンスサーバーで Studioおよび Directorの管理が構成されている場合は、同じ通知
が Studioおよび Directorでも表示されます。

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを自動的にチェックし、使用可能な場合インストールします：
Citrix Licensing Managerが毎週更新ライセンスをチェックし、使用可能な場合、自動的にインストールし
ます。更新がインストールされたという通知は、数日間表示されます。

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを手動でチェックします：［ライセンスの更新］タブで、［使用可
能な更新のチェック］を選択します。［ライセンスの更新］タブでは、最近 30日間にインストールされたライ
センスの一覧をいつでも表示できます。

ライセンスサーバーの開始、インストール、構成

January 9, 2024

重要：

• Citrixライセンスサーバーでのサードパーティのベンダーデーモン、またはサードパーティのライセンス
サーバーでの Citrixベンダーデーモンの実行はサポートされていません。

• ライセンスサーバーは最新バージョンのものを実行することを推奨します。Citrixライセンスサーバーの
各コンポーネントに対する Hotfixは提供されません。また、新しい製品と古いバージョンのライセンス
サーバーを一緒にすることはサポートされていません。通常、最新のライセンスサーバーには、以前のバ
ージョンで確認された問題に対する修正が含まれています。新しいバージョンの Citrix製品へのアップ
グレードまたは新規インストールを行う場合は、ライセンスサーバーもアップグレードしてください。新
しいライセンスサーバーでは後方互換性が維持されているため、以前のバージョンの製品やラインセンス
ファイルをサポートします。新しい製品の中には、最新のライセンスサーバーを使用しないと正しく動作
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しないものがあります。最新バージョンはCitrixのダウンロードサイトからダウンロードできます。

このリリースで追加された機能については、「新機能」を参照してください。

• UNCパス（\\\\server\share）からのライセンスサーバーのインストールはサポートされてい
ません。ライセンスサーバーは、ローカルコピーからインストールしてください。

手順 1前提条件の確認

ライセンスサーバーのインストールと構成を開始する前に、システム要件を確認します。

手順 2製品のライセンス取得

製品にライセンスを適用するには、次の手順に従います：

1. 最新のライセンスサーバーを入手する。
2. 必要なシステム環境を確認する。
3. ライセンスサーバーをインストールする。
4. My Account からライセンスファイルを取得する。ライセンスコードがある場合は、Citrix Licensing

Managerを使用します。
5. Citrix製品をインストールする。Citrix製品がインストール済みの場合は、その製品を再起動すると新しいラ
イセンスが適用されます。

6. 製品のインストール中に構成しなかった場合は、製品側でライセンスサーバーの接続設定を行います。この構
成には、製品エディションの選択も含まれます。詳しくは、「ライセンスサーバーの要素」および「サービス」
を参照してください。

製品側で行うエディションの設定は、購入したライセンスと同じものである必要があります。たとえば、Premium
Editionのライセンスを購入した場合は、製品側でも Advanced Editionではなく Premium Editionを指定する
必要があります。

ライセンスサーバーのコンポーネントおよびプロセスについての概要は、「製品の技術概要」と「ライセンスサーバー
の要素」を参照してください。

重要：

ライセンスサーバーはドメインメンバーシップを必要としません。ライセンスサーバーをワークグループにイ
ンストールして、Citrix製品のすべてのライセンス機能を引き続き実行できます。Active Directoryのユーザ
ーまたはグループで Citrix Licensing Managerユーザーを管理するには、ユーザーがドメインの一部である
必要があります。それ以外の場合は、ローカルのWindowsユーザーとグループを使用します。
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手順 3セキュリティとファイアウォールの確認

セキュリティに関する注意事項

新しい Citrix製品をインストールしたりアップグレードしたりするときは、ライセンスサーバーを最新のバージョン
にアップグレードすることをお勧めします。新しいライセンスサーバーでは後方互換性が維持されているため、以前
のバージョンの製品やラインセンスファイルをサポートします。新しくリリースされるライセンスサーバーには、よ
り強固なセキュリティ機能が取り入れられていることがあります。また、環境を構成する場合、以下のセキュリティ
に関する注意事項について検討してください。

• 信頼されるネットワーク上の認証された管理者だけが Citrix Licensing Managerのポートにアクセスできる
ようにライセンスサーバー環境を構成します。これを行うには、ネットワークを適切に構成して、ホストベー
スのファイアウォールを使用します。

• Citrix Licensing Managerを使用するときは、信頼されていないWebサイトを表示したり、信頼されてい
ない URLをクリックしたりしないようにします。

ファイアウォールについての考慮事項

ライセンスをインストールする前に、ライセンスサーバーと製品サーバーの間にファイアウォールを設定する必要が
あるかどうかを決定します。ライセンスサーバーを設置する場所は、ファイアウォールの設定を考慮して決定しま
す。

ファイアウォールが構成された環境では、管理者が適切な規則を作成する必要があります。

製品とライセンスサーバーの間にファイアウォールが設置されている場合は、ポート番号を設定する必要があります。
この構成には、次の作業が伴います：

• 変更すべきポートを特定する。ポート番号は、ライセンスサーバーのインストール時、およびインストール後
に変更できます。

• ファイアウォールのポートを開放する。トラフィックが遮断されないように、適切なポートをファイアウォー
ルで開放します。最新リリースでは、組み込みのファイアウォールを自動的に設定します。

• 製品側の設定を変更する。Citrix製品は、Citrix Licensing Managerで構成されているものと同じポート番
号を使用する必要があります。製品側で参照されているポート番号を変更しないと、ライセンスサーバーと通
信できなくなります。製品側の設定は、インストール中またはインストール後に変更できます。これらの設定
について詳しくは、各製品のドキュメントを参照してください。

登録済みの URLとポートがファイアウォールを通過できるようにする方法と、開放される URLの一覧について
は、「Citrix Cloudでの登録と登録削除」を参照してください。

手順 4ライセンスコンポーネント、サーバー、および証明書のインストール

インストールパスに英語以外の文字が含まれる場合、インストールに失敗する可能性があります。デフォルトのイン
ストールパスを受け入れるか、ASCII文字のみを使用してください。
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手順 4Aライセンスコンポーネントをインストールする

ライセンスコンポーネントは、専用サーバーにインストールしたり、ほかのアプリケーションが動作する兼用サーバ
ーにインストールしたりできます。また、Webサーバーやアプリケーションサーバーも使用できます。ただし、この
記事後半に記載された場所では少ないリソースを消費します。サーバー数が 50台未満またはライセンス数が 10,000
未満である場合は、ほかの製品と同じコンピューター上にライセンスサーバーをインストールすることもできます。
ライセンスサーバーをほかのコンピューター上に移動すべきかどうかは、lmgrd.exeとCITRIX.exeの CPU
およびメモリの負荷を監視して決定します。

重要：

Active Directory展開以外で、将来のすべてのインストールにCitrixLicensing.exeファイルを使用
します。この場合、.msiを使用します。.exeファイルおよび.msiファイルの両方がインストールに存在す
ることを確認します。

手順 4Bグラフィカルインターフェイスを使ってライセンスサーバーと管理コンソールをインストールす
る

1. Citrixのダウンロードページからライセンスサーバーをダウンロードして、ライセンスサーバーのインストー
ラー（CitrixLicensing.exe）を管理者権限で実行します。

2. GUIのインストーラーに従って、インストール先フォルダーを受け入れます。
ライセンスコンポーネントは 32 ビットコンピューターではC:\Program Files\Citrix
\Licensingに、64 ビットコンピューターではC:\Program Files (x86)\Citrix\
Licensingにインストールされます。

3.［構成］ページで、ライセンスコンポーネントで使用されるデフォルトポート番号を受け入れるか、変更します
（必要な場合）。Windowsファイアウォールの例外をインストーラーで自動構成するかどうか選択します。ポ
ート番号は、インストール後に変更することもできます。ライセンスサーバーを構成せずにインストールを完
了した場合は、CitrixLicensing.exeインストーラーを再度実行してください。または、ライセンス
サーバー設定ツールを使用して適切に構成することもできます。
構成ツールを次の場所から開きます：C:\Program Files\Citrix\Licensing\LS\
resource\Licensing.Configuration.Tool.exe。
‑ライセンスサーバーのポート：27000
‑ベンダーデーモンのポート：7279
‑ Web Services for Licensingのポート：8083

4. ライセンスサーバーは、ユーザーのログオン方法に基づいて、Citrix Licensing Manager のデフォルト
の管理者を追加します。ドメイン内に存在する場合、ライセンスサーバーは、インストールするユーザ
ー（ドメイン\ユーザー）をライセンスサーバーまたは Citrix Licensing Managerのデフォルトの管理者
として追加します。ローカルのWindowsユーザーアカウントでインストールする場合は、そのアカウン
ト（<computer>\<user>）がデフォルトの管理者になります。また、任意の管理者用の管理者アカウント
BUILTIN\administratorグループがデフォルトで追加されます。ライセンス管理を特定の管理者に制限する
場合は、この組み込みの管理者アカウントを削除します。
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5. Citrix Licensing Managerを起動して、Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラムに参加するかど
うか選択します。

手順 4CWindowsコマンドラインを使ってライセンスをインストールする

重要：

Citrix Service Providerプログラムには、カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）および Call
Homeが必要です。ユーザーが Citrix Service Providerの場合は、CEIPまたは Call Homeを無効にする
ことはできません。

ライセンスのインストールにCitrixLicensing.exeコマンドを使用する場合は、「Property=value」
形式でプロパティを設定します。

コマンドプロンプトは、管理者権限で実行する必要があります。コマンドプロンプトを管理者権限で実行するに
は、［スタート］メニューの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］を選択します。
たとえば、次のコマンドを実行するとライセンスが無人セットアップでインストールされます（サイレントモード）。
設定するプロパティをコマンドラインに追加して実行します。
実際のコマンドは、改行せずに 1行で入力する必要があります（ページ幅の都合によりここでは改行されていま
す）。

CitrixLicensing.exe /quiet /l install.log INSTALLDIR=installdirectory
WSLPORT=port_number LSPORT=port_number VDPORT=*port_number CEIPOPTIN

=value

場所：

• /quietでは、無人セットアップであることを指定します。

• /lでは、ログファイルの生成場所を指定します

• INSTALLDIRでは、ライセンスサーバーの実行ファイルのインストール先フォルダーを指定します。これ
は、オプションのパラメーターです。デフォルトはc:\program files\citrix\licensingま
たはc:\program files (x86)\citrix\licensingです。

• WSLPORTでは、Web Services for Licensingで使用されるポート番号を指定します。これは、オプショ
ンのパラメーターです。デフォルトのポートは 8083です。

• LSPORTでは、ライセンスサーバーで使用されるポート番号を指定します。これは、オプションのパラメー
ターです。デフォルトのポートは 27000です。

• VDPORTでは、ベンダーデーモンで使用されるポート番号を指定します。これは、オプションのパラメータ
ーです。デフォルトのポートは 7279です。

• CEIPOPTINでは、Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）または Call Homeに参加
するかしないか、する場合はその方法を指定します。これは、オプションのパラメーターです。デフォルトは
［ANON］です。
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– DIAG ‑ Call Home
– ANON ‑ CEIP
– NONE

CEIPと Call Homeの選択は、Citrix Licensing Managerで変更できます。

コマンドラインによる Active Directory環境へのライセンスのインストール

ライセンスのインストールにmsiexecコマンドを使用する場合は、「<Property>=<value>」形式でプロパティを
設定します。MSIファイルでは、クラスター環境へのインストールがサポートされません。

注：

コマンドプロンプトは、管理者権限で実行する必要があります。コマンドプロンプトを管理者権限で実行する
には、［スタート］メニューの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］を選択します。

次のコマンドを実行すると、ライセンスサーバーがサイレントモードでインストールされ、そのイベントがログファ
イルに記録されます。設定するプロパティは、スイッチの後に追加します。

実際のコマンドは、改行せずに 1行で入力する必要があります（ページ幅の都合によりここでは改行されていま
す）。

msiexec /I ctx_licensing.msi /l*v install.log /qn INSTALLDIR=installdirectory
LICSERVERPORT=port_number VENDORDAEMONPORT=port_number MNGMTCONSOLEWEBPORT

=port_number WEBSERVICESLICENSINGPORT=port_number CEIPOPTIN=value

場所：

• /l*vオプションでは、セットアップ時のログファイルの保存先フォルダーおよびファイル名を指定します。こ
れは、オプションのパラメーターです。

• /qnオプションでは、無人セットアップであることを指定します。

• INSTALLDIRでは、ライセンスサーバーの実行ファイルのインストール先フォルダーを指定します。これ
は、オプションのパラメーターです。デフォルトはc:\program files\citrix\licensingま
たはc:\program files (x86)\citrix\licensingです。

• LICSERVERPORTでは、ライセンスサーバーで使用されるポート番号を指定します。これは、オプションの
パラメーターです。デフォルトのポートは 27000です。

• VENDORDAEMONPORTでは、ベンダーデーモンで使用されるポート番号を指定します。これは、オプショ
ンのパラメーターです。デフォルトのポートは 7279です。

• WEBSERVICESLICENSINGPORTでは、Citrix Licensing Managerで使用されるポート番号を指定しま
す。これは、オプションのパラメーターです。デフォルトのポートは 8083です。
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• CEIPOPTINでは、Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）または Call Homeに参加す
るかしないか、する場合はその方法を指定します。これは、オプションのパラメーターです。デフォルトは
［ANON］です。

– DIAG ‑ Call Home
– ANON ‑ CEIP
– NONE

CEIPと Call Homeの選択は、Citrix Licensing Managerで変更できます。

コマンドラインを使用したライセンス管理サービスの無効化または有効化

ライセンス管理サービスは、ライセンスサーバーで自動的に動作し、ライセンスを管理およびサポートできます。ラ
イセンス環境の管理には、ライセンス管理サービスの使用をお勧めします。この機能は、インストール後いつでも無
効にできます。詳しくは、「製品の技術概要」の「Citrixライセンス管理サービス」を参照してください。

構文：

ctx_license_management_service.exe (-enable | -disable | -query)

場所：

• ‑enableは、ライセンス管理を可能にします。ライセンスサーバーのインストールから 7日後に、Citrixへ
の初回アップロードが行われます。

• ‑disableは、ライセンス管理を無効にします。ライセンス環境の管理には、ライセンス管理サービスの使用
をお勧めします。

• ‑queryは、現在の構成を表示します。

手順 4D Citrix Licensing ManagerおよびWeb Services for Licensingにより使用される証明書
を手動でインストールする

注：

この手順は、インストール中に生成される自己署名証明書を使用しない場合に使用します。

証明書は、以下の 3つの手順を行ってインストールします。

1. 証明書および秘密キーを含んでいる PFXファイルを入手します。.pfxファイルを取得するには、2つの方法
のうちのどちらかを使用できます。

2. PFXファイルから証明書および秘密キーを抽出します。
3. 証明書および秘密キーをライセンスサーバー上にインストールします。
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方法 1 ‑ドメイン証明書による PFXファイルの入手

ドメインのサーバーにログオンしてMMCを開き、次の手順に従います：

1. エクスポートした PFXファイルを格納するための c:\ls_certディレクトリを作成します。
2.［ファイル］>［スナップインの追加と削除］>［証明書］>［コンピューターアカウント］>［ローカルコンピュ
ーター］の順に選択して、証明書スナップインを追加します。

3. 左ペインの［証明書］の下の［個人］を右クリックし、［すべてのタスク］>［新しい証明書の要求］の順に選
択して［次へ］をクリックします。

4. 証明書の登録ポリシーウィザードで［Active Directory登録ポリシー］を選択して［次へ］をクリックしま
す。［コンピューター］の横のチェックボックスをオンにして、右の［詳細］を選択します。

5.［プロパティ］を選択して、［全般］タブにフレンドリ名と説明を入力します。
6.［サブジェクト］タブの［サブジェクト名］で、［種類］メニューから［共通名］を選択します。テキストボッ
クスにフレンドリ名を入力して、［追加］を選択してから、［適用］をクリックします。

7.［拡張機能］タブでメニューから［キー使用法］を選択し、［選択されたオプション］ボックスに［デジタル署
名］および［キーの暗号化］を追加します。

8.［拡張キー使用法］のメニューを開き、［選択されたオプション］ボックスに［サーバー認証］および［クライ
アント認証］を追加します。

9.［秘密キー］タブを選択し、［キーのオプション］の［キーのサイズ］が 2048であることを確認します。［エク
スポート可能なキー］チェックボックスをオンにして、［適用］をクリックします。

10.［証明機関］タブを選択し、証明機関のチェックボックスがオンになっていることを確認して、［OK］>［登録］
>［完了］の順にクリックします。

11.［証明書］コンソールで、［個人］>［証明書］の順に選択して、構築した証明書をクリックします。［すべてのタ
スク］>［エクスポート］>［次へ］を選択して、［はい、秘密キーをエクスポートします］チェックボックスを
オンにして、［次へ］をクリックします。

12.［Personal Information Exchange –PKCS #12(.PFX)］の下の［証明のパスにある証明書を可能であれ
ばすべて含む］チェックボックスをオンにして［次へ］をクリックし、パスワードを作成して［次へ］をクリ
ックします。

13.［参照］をクリックしてC:\ls_certに移動して「server.PFX」と入力して、ウィザードの指示に従っ
て完了します。

方法 2 ‑証明機関（CA）への要求による PFXファイルの入手

以下の手順は、使用する証明機関により異なる場合があります。

1. ライセンスサーバーにログオンしてMMCを開き、次の手順に従います：

a)［ファイル］>［スナップインの追加と削除］>［証明書］>［コンピューターアカウント］>［ローカルコ
ンピューター］の順に選択して、証明書スナップインを追加します。

b) 左ペインの［証明書］の下の［個人］を右クリックし、［すべてのタスク］>［詳細設定操作］>［カスタ
ム要求の作成］の順に選択して［次へ］をクリックします。
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c) 証明書の登録ポリシーウィザードの［カスタム要求］配下で［登録ポリシーなしで続行する］を選択し
て［次へ］をクリックします。

d)［カスタム要求］ページでメニューから［（テンプレートなし）CNGキー］を選択し、要求の形式として
［PKCS #10］を選択して［次へ］をクリックします。

e)［証明書情報］ページで［詳細］のドロップダウンメニューを開き、［プロパティ］をクリックします。
f)［全般］タブにフレンドリ名と説明を入力します。
g)［サブジェクト］タブの［サブジェクト名］の下で［共通名］を選択して、ボックスに値を入力します。
h)［拡張機能］タブでメニューから［キー使用法］を選択し、［デジタル署名］および［キーの暗号化］を追
加します。

i)［拡張機能］タブでメニューから［拡張キー使用法］を選択し、［サーバー認証］および［クライアント
認証］を追加します。

j)［秘密キー］タブの［Cryptographic Service Provider］で［RSA, Microsoft Software Key
Storage Provider］（デフォルト）を選択します。［キー］のオプションボックスの一覧で［キーのサ
イズ］が 2048になっていることを確認したら、［秘密キーをエクスポート可能にする］チェックボック
スをオンにして、［適用］をクリックします。

k) 要求を REQファイル（.req）として保存して、それを証明機関（CA）に送信し、CERファイルを保存
します。

2. MMCの［証明書］配下で［個人］を右クリックして、［すべてのタスク］>［インポート］の順に選択します。
インポートウィザードで CERファイルを選択します。

3. エクスポートした PFXファイルを格納するための c:\ls_certディレクトリを作成します。

4.［証明書］コンソールで、［個人］>［証明書］の順に選択して、インポートした証明書をクリックします。［すべ
てのタスク］>［エクスポート］>［次へ］を選択して、［はい、秘密キーをエクスポートします］をオンにし
て、［次へ］をクリックします。

5.［Personal Information Exchange –PKCS #12(.PFX)］の下の［証明のパスにある証明書を可能であれ
ばすべて含む］チェックボックスをオンにして［次へ］をクリックし、パスワードを作成して［次へ］をクリ
ックします。

6.［参照］をクリックして C:\ls_certに移動して「server.PFX」と入力して、ウィザードの指示に従って完了
します。

証明書および秘密キーの抽出

この手順を行うには、OpenSSLなど、PFXファイルから証明書や秘密キーを抽出するためのツールが必要です。ラ
イセンスサーバーに付属のバージョンの OpenSSLでは、証明書や秘密キーを抽出できません。OpenSSLのダウン
ロードについては、www.openssl.orgを参照してください。CitrixではダウンロードしたOpenSSLをほかのワー
クステーション上にインストールして以下の手順を行うことをお勧めします：

1. <openssl directory>\binフォルダーに移動します。
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2. openssl pkcs12 -in C:\ls_cert\server.pfx -out server.crt -nokeys
を実行します

注：

ライセンスサーバーで使用できる証明書の形式は、CRTのみです。

3. エクスポート処理で作成したパスワードを入力します。

4. openssl pkcs12 -in C:\ls_cert\server.pfx -out server.key -nocerts
-nodesを実行します

5. エクスポート処理で作成したパスワードを入力します。

ライセンスサーバーへの.crtファイルと.keyファイルのインストール

Windows ‑ Web Services for Licensing：

1. Citrix Web Services for Licensingサービスを停止します。
2. 上記の手順で作成した server.crt と server.key をc:\program files (x86)\citrix\

licensing\WebServicesForLicensing\Apache\conf\にコピーします。
3. Citrix Web Services for Licensingサービスを開始します。

Windows ‑ライセンス管理コンソール：

注：

• ライセンス管理コンソールは、Windows License Server v11.16.6.0ビルド 31000以降から削除され
ました。詳しくは、「新機能」を参照してください。

• ライセンスサーバー VPXは、引き続きライセンス管理コンソールを使用します。

1. Citrixライセンスサービスを停止します。
2. 上記の手順で作成した server.crt と server.key をc:\Program Files (x86)\Citrix\

Licensing\LS\confにコピーします。
3. Citrixライセンスサービスを開始します。

手順 5プロキシサーバーの構成

Citrix Licensing Manager、CEIP、および Call Homeでプロキシを使用できます。プロキシサーバーを構成する
場合、ライセンスをダウンロードして Call Homeデータをプロキシサーバーを介して送信する必要があります。

重要：

外部向けのWeb通信が必要な Citrixライセンスコンポーネントは、Windows自動プロキシ検出を使用して
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ネットワークプロキシ設定を継承できます。認証されたプロキシはサポートされていません。Windows自動
プロキシ検出について詳しくは、「WinHTTP AutoProxy Functions」を参照してください。

プロキシサーバーの手動構成

1. <Citrix Licensing>\WebServicesForLicensingディレクトリの SimpleLicenseSer‑
viceConfig.xmlファイルを編集します。

2. xmlの行を次の形式でファイルに追加します：<Proxy>proxy server name:port number
</Proxy>

重要：

.xmlタグは大文字と小文字を区別します。

1 <Configurations>
2 <EncoreConfiguration>
3 <SamplingPeriod>15</SamplingPeriod>
4 <RetentionTime>180</RetentionTime>
5 <Enabled>true</Enabled>
6 </EncoreConfiguration>
7 <Proxy>10.211.55.5:808</Proxy>
8 </Configurations>
9 <!--NeedCopy-->

次の手順

• Citrix Licensing Manager
• 製品固有のライセンスガイド

ライセンスサーバーのアップグレード

January 9, 2024

アップグレードの前に

次の情報は、アップグレードを開始する前に十分な準備をするのに役立ちます。

• Citrix製品をアップグレードするときは、Citrixライセンスサーバーもアップグレードする必要があります。
新しくリリースされるライセンスサーバーには、より強固なセキュリティや既知の問題の修正などが取り入れ
られていることがあります。
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• また、新しいバージョンの Citrix製品は、古いバージョンのライセンスサーバーと互換性がない場合がありま
す。新しいバージョンのライセンスサーバーでは、古いバージョンの製品と古いライセンスに対する互換性が
維持されています。

• バージョンアップグレードにより、製品の以前のバージョンから最新バージョンへに移行します。たとえば、
XenDesktop 7.18から Citrix Virtual Desktops 7 1909への移行です。

• エディションアップグレードとは、より高いエディションレベルの製品の購入を指します。たとえば、現在
Advanced Editionを所有していて、Premium Editionへのアップグレードを購入する場合です。

前提条件と注意事項

• システム要件については、「必要なシステム ‑ Citrix Licensing」を参照してください。
• Citrixのダウンロードで、ライセンスサーバーの最新バージョンをダウンロードしていることを確認します。
• UNCパス（\\server\share）からのライセンスサーバーのインストール。ライセンスサーバーは、ローカル
コピーからインストールしてください。

• 製品をアップグレードする前に、必要に応じてライセンスシステムをアップグレードしてください。
• バージョン 11.12.1よりも古い Citrixライセンスサーバーがインストールされている場合は、それをアンイ
ンストールしてからこのバージョンをインストールしてください。

• ライセンスサーバーの将来のアップグレードが正しく行われるように、既存のライセンスサーバーをアンイン
ストールしてから新しいバージョンをインストールし、さらにライセンスサーバー設定ツールでインストール
後の構成処理を正しく完了してください。

ライセンスサーバーをアップグレードする方法

Citrixでは最新のライセンスサーバーをインストールすることをお勧めします。新しいライセンスサーバーには後方
互換性があるため、以前のバージョンの製品やライセンスファイルをサポートします。新しい製品の中には、最新の
ライセンスサーバーを使用しないと正しく動作しないものがあります。ライセンスサーバーをアップグレードするに
は、次の手順を実行します：

1. Citrixのダウンロードページに移動し、インストーラーをダウンロードして、最新バージョンにインストール
またはアップグレードします。

2. ライセンスサーバーのインストーラー（CitrixLicensing.exe）を管理者として実行し、グラフィカルインタ
ーフェイスに従って操作します。

製品メディアを使ってライセンスサーバーをアップグレードするには：

インストールに製品メディアを使用する場合、インストール後に Citrix Licensing Managerを使って一部の機能を
有効にしなければならないことがあります。たとえば、Citrix Licensing Managerを使用してカスタマーサクセス
サービスの更新を有効にします。

1. ライセンスサーバーとして動作するコンピューターに、Citrix製品のメディアを挿入します。
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2. セットアップの起動画面が自動的に開かない場合は、Windowsエクスプローラーで Autorun.exeまたは
AutoSelect.exeを起動します。

3. 起動画面のメニューで［Citrixライセンスサーバー］をクリックし、画面の指示に従って操作します。

コマンドラインからライセンスサーバーをアップグレードするには：

コマンドプロンプトは、管理者権限で実行する必要があります。コマンドプロンプトを管理者権限で実行するに
は、［スタート］メニューの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］を選択します。

コマンドラインによるアップグレードの際、ポートの変更はできません。

たとえば、次のコマンドを実行するとライセンスが無人セットアップでインストールされます（サイレントモー
ド）。

CitrixLicensing.exe /quiet /l install.log INSTALLDIR=installdirectory CEIPOPTIN=ANON

• /quietでは、無人セットアップであることを指定します。
• /lでは、ログファイルの生成場所を指定します。
• INSTALLDIRでは、ライセンスサーバーの実行ファイルのインストール先フォルダーを指定します。これは、
オプションのパラメーターです。デフォルトは c:\program files\citrix licensingまたは c:\program files
(x86)\citrix\licensingです。

• CEIPOPTINでは、Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）または Call Homeに参加す
るかしないか、する場合はその方法を指定します。これは、オプションのパラメーターです。デフォルトは
［ANON］です。

– DIAG ‑ Call Home
– ANON ‑ CEIP
– NONE

CEIPと Call Homeの選択は、Citrix Licensing Managerで変更できます。

重要

Citrix Service Providerプログラムには、カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）および Call
Homeが必要です。ユーザーが Citrix Service Providerの場合は、CEIPまたは Call Homeを無効にする
ことはできません。

ライセンスサーバーのアップグレード中のイベント

ライセンスサーバーのアップグレードプロセスでは、サービスを停止してライセンスサーバーをアップグレードして
から、サービスを再起動します。アップグレード中、製品は猶予期間のセルフライセンス状態になります。ライセン
スサーバーが再びオンラインになると、すべての製品サーバーは猶予期間から復帰してライセンス数が調整されます。
この猶予期間は、通常の猶予期間の機能と同様に動作します。
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エディションライセンスのアップグレード方法

メンテナンスの特典でバージョンアップグレードの対象となっている場合、CSS更新ライセンスをダウンロードして
ライセンスサーバーに追加できます。さらに、管理コンソールで製品エディションの設定を変更する必要があります。
影響を受けるサーバーへの接続数が少ないときは製品のエディション設定を変更するか、接続を別のサーバーにリダ
イレクトすることをお勧めします。エディション設定を変更した後は、変更を有効にするために、サーバーを再起動
する必要があります。エディション設定の変更については、その製品のドキュメントを参照してください。ライセン
スサーバーにアップグレードライセンスを追加しても、Citrix製品側でエディション設定を変更しておかないとユー
ザーがサーバーに接続できなくなります。

エディションライセンスをアップグレードするには、次の手順を実行します：

1. Webブラウザーで、http://www.citrix.comにアクセスします。
2.［Log In］を選択してユーザー IDとパスワードを入力します。
3.［Manage Licenses］を選択します。
4. ランディングページの下部で、［Upgrademy licenses］を選択します。
5. サイトの指示に従って操作して、製品のエディションをアップグレードします。
6. 製品をダウンロードするか、メディアとして受け取るかを選択します。電子メールメッセージが送信されます。
このメッセージには、citrix.comに戻って追加機能のライセンスを割り当てたりダウンロードしたりするた
めの方法が説明されています。

7. www.citrix.comにログオンしてライセンスを割り当てて、ライセンスファイルの生成、ライセンスファイル
のダウンロード、およびライセンスサーバーでのライセンスの再読み込みを行います。

ライセンスサーバーのアンインストール

March 30, 2024

サーバーからライセンスサーバーを完全にアンインストールする場合、または現在のバージョンに問題がありクリー
ンインストールを希望する場合は、アンインストールを選択できます。アンインストールプロセスには、GUIまたは
Windowsコマンドラインを柔軟に使用できます。

注

Myfilesフォルダーは、アンインストールが成功した後でもファイルパスC:\Program Files (
x86)\Citrix\Licensing\MyFilesに保持されます。Citrix製品に中断がないことを確認するた
め。

GUIを使用したライセンスサーバーのアンインストール

ライセンスサーバーをアンインストールするには、次の手順を実行します。
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1. タスクバーの［検索］に「コントロールパネル」と入力し、結果から選択します。
2.［プログラム］>［プログラムと機能］を選択します。
3.［Citrixライセンス］をドラッグ (または右クリック)し、［アンインストール］または［アンインストール/変
更］を選択します。Citrixライセンスウィザードが表示されます。

4.［削除］をクリックし、「削除してもよろしいですか?」というメッセージが表示されたら［はい］をクリックし
ます。

5.［完了］をクリックします。ライセンスサーバーは正常に削除されました。

Windowsコマンドラインを使用したライセンスサーバーのアンインストール

ライセンスサーバーをアンインストールするには、Windowsコマンドラインで次のコマンドを実行します。

CitrixLicensing.exe /quiet /uninstall /1 uninstall.log

再インストールするには、［ダウンロード］と［インストール］からライセンスサーバーをダウンロードします。

ライセンスファイルを入手する前に

January 7, 2022

ライセンスコンポーネントをインストールしたら、ライセンスファイルを入手します。

ライセンスファイルは、以下のいずれかの方法で入手できます：

• Citrix Virtual Apps and Desktopsの Studio。詳しくは、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメン
トの「ライセンス」を参照してください。

• Citrix Licensing Manager。
• citrix.comのMyAccount。詳しくは、「Citrix.comでのライセンスの管理」を参照してください。

Citrix Webサイトにアクセスして製品ライセンスを入手する前に、次の情報を確認してください：

• My Accountのユーザー IDとパスワード。

• ライセンスアクセスコード。このコードは、citrix.comのMy Accountまたは Citrixから受信するメール
から入手できます。

注：ライセンスアクセスコードまたは購入済みのラインセンスが見つからない場合は、Citrixカスタマーサー
ビスに連絡してください。

• ライセンスコンポーネントをインストールしたライセンスサーバーのホスト名。ライセンスサーバーのホスト
名では、大文字と小文字が区別されます。システム上に表示されるホスト名を正確にコピーしてください。

ライセンスサーバーのホスト名、イーサネットアドレス、および IPv4 アドレスを確認するには、Citrix
Licensing Manager画面の上部バーにある下向き矢印を選択します。また、ライセンスサーバー上のコマン
ドプロンプトで hostnameコマンドを実行してホスト名を確認することもできます。
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• ライセンスファイルに含めるライセンス数。使用できるライセンスのすべてを一度にダウンロードする必要は
ありません。たとえば、100ライセンスを購入した場合は、その時点では 50ライセンスのみを割り当ててダ
ウンロードすることもできます。後で、残りを別のライセンスファイルに割り当てることができます。割り当
てられたライセンスの数に基づいて、複数のライセンスファイルを持つことができます。

Citrix Licensing Manager

December 1, 2023

Citrix Licensing Managerは、Citrixライセンス用のWebベースの管理コンソールです。シンプルなWebインタ
ーフェイスを使用して、ライセンスサーバーの機能を実行できます。Citrix Licensing Managerを使用して実行で
きる機能について詳しくは、「Citrixのライセンス技術概要」を参照してください。

Citrix Licensing Managerは、ライセンスサーバーにインストールされます。Citrix Licensing Managerは、そ
れがインストールされたライセンスサーバーを管理するためにのみ使用できます。Citrix Webサービスは、ライセン
スというWindowsサービスのための機能を提供します。

https://*LicenseServerName:WSLPort*のリンクを使用して、Citrix Licensing Managerにアク
セスします。デフォルトのWSLポートは 8083です。

Citrix Licensing Manager画面には、次の詳細が表示されます：

• 画面の一番上のバーにライセンスサーバーのバージョン。タイトルバーのドロップダウンリストから、ホスト
名、イーサネットアドレス、および IPv4アドレスを表示することもできます。
Citrix Licensing Manager画面の右上にある下向き矢印を選択します。

• ライセンスの可用性、有効期限、およびそのほかの条件についての重要な通知。Citrix Licensing Manager
画面上部にあるベルアイコンを選択して、通知を表示できます。
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Citrix Licensing Managerでは、次のアクションを実行することもできます：

• カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスの操作を構成する。ライセンスを自動的にダウンロードしてイ
ンストールするか、利用可能な更新を確認して通知するか、手動でライセンスをインストールするかを指定し
ます。この機能の構成について詳しくは、「Citrix Licensing Managerでカスタマーサクセスサービス更新
ライセンスを確認してインストールする」を参照してください。

• ライセンスサーバーで、使用履歴レポートを保存してエクスポート。使用状況履歴データの日付の範囲を指定
し、CSVファイルにエクスポートできます。CSVファイルにより、超過使用のライセンス数を含む日単位での
使用状況情報が提供されます。使用状況履歴データのエクスポートについて詳しくは、「使用履歴」を参照して
ください。

前提条件

前提条件と要件については、「必要なシステム ‑ Citrix Licensing」の記事を参照してください。

次の手順

• ダッシュボード：インストールされたライセンス、使用中のライセンス、使用可能なライセンス、ライセンス
の有効期限、カスタマーサクセスサービスの日付が表示されます。
詳しくは、「ダッシュボード」を参照してください。

• 使用履歴：製品、ライセンスモデル、およびカスタマーサクセスサービス（Subscription Advantage）日に
関連するデータを確認してエクスポートできます。
詳しくは、「使用履歴」を参照してください。

• ライセンスのインストール：ライセンスアクセスコードまたはダウンロードしたファイルを使用して、ライセ
ンスファイルをライセンスサーバーにインストールします。また、インストール後のライセンスの詳細を表示
できます。
詳しくは、「ライセンスのインストール」を参照してください。

• ライセンスの更新：使用可能なカスタマーサクセスサービスの更新ライセンスを確認、ダウンロード、インス
トール、および更新します。
詳しくは、「ライセンスの更新」を参照してください。

• 設定：ユーザーアカウントとグループアカウント、サーバー構成、および使用状況と統計情報のデータに関連
する設定を変更します。詳しくは、「設定」を参照してください。

ダッシュボードと使用履歴

January 9, 2024
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ダッシュボード

Citrix Licensing Managerのダッシュボードでは、製品のエディション、モデル、インストール後または使用中の
ステータス、およびライセンスの可用性に関する情報が表示されます。

ライセンスの詳細情報を表示するには、特定のライセンスの［>］をクリックします。Citrix Licensing Manager
では、ライセンスについて次の詳細情報を示す表が表示されます：

• カスタマーサクセスサービスの日付
• インストールされているライセンス数の合計
• 超過使用保護
• 使用中のライセンス
• 使用可能なライセンス数
• 有効期限
• 種類
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注：

ダッシュボードのデータは 5分ごとに更新されます。

使用履歴

Citrix Licensing Managerの使用履歴機能を使用すると、使用履歴レポートを保存、およびライセンスサーバーか
らエクスポートできます。このデータの保有期間は、デフォルトで 1年です。［変更］を選択すると、データ保有期間
を表示および指定できます。フィルターを使用して、ライセンスサーバー製品の使用状況レポートを CSVファイルと
してエクスポートします。
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使用状況履歴データのエクスポート

次の手順を実行して、使用履歴を表示およびエクスポートできます：

1. ライセンスサーバーでホストされている Citrix Licensing Managerにログオンします。ライセンスサーバー
にアクセスできるシステムのWebブラウザーに次の URLを入力し、実際のライセンスサーバーのホスト名
を使用します。
http://License-Server-Hostname:8083/

2.［製品およびエディション］、［モデル］、［カスタマーサクセスサービスの日付］を選択します。履歴を収集する
日付範囲を入力します。

注：

［カスタマーサクセスサービスの日付］を選択すると、エクスポートされるデータが特定のライセンスプ
ールに限定され、使用中のライセンスの総数が正確に反映されません。

3.［エクスポート］を選択します。

4. Webブラウザーのダウンロードダイアログで［保存］ >［名前を付けて保存］を選択し、エクスポートした
CSVファイルを保存します。CSVファイルにより、超過使用のライセンス数を含む日単位での使用状況情報
が提供されます。
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ライセンスのインストール

January 7, 2022

Citrix Licensing Managerでは、ライセンス取得方法について次のオプションがあります：

• ライセンスアクセスコードを使用
• ダウンロードしたライセンスファイルを使用

［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］>［Citrix］>［Citrix LicensingManager］の順に選択します。
または、リモートマシン上のWebブラウザーに「https://licenseservername:8083」という URL
を入力してライセンスサーバー名を指定します。

ライセンスアクセスコードを使用

1.［ライセンスアクセスコードを使用］を選択し、Citrixが提供するライセンスアクセスコードを入力します。

2.［ライセンスの表示］をクリックして、ライセンス使用権を確認します。

インストールするライセンスと数量を選択します。

3. 詳細の一覧で製品を選択したら、インストールするライセンスの数を入力し、［インストール］をクリックしま
す。複数の製品を選択するには、製品を選択するたびに［インストール］をクリックします。製品は選択順に
処理されます。
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4. 新しくダウンロードしたライセンスを表示するには、［ダッシュボード］をクリックします。

ダウンロードしたライセンスファイルを使用

1.［ダウンロードしたライセンスファイルを使用］を選択します。

2. ファイルを選択します。

3. 同じ名前の古いファイルを置き換えるには、チェックボックスを選択します。

4.［インポート］をクリックします。

ライセンスの情報が Citrix Licensing Managerに表示されます。
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5. ライセンスファイルがライセンスサーバーに問題なくアップロードされたら、メッセージが表示されます。新
しくダウンロードしたライセンスを表示するには、［ダッシュボード］をクリックします。

注：

ファイル名の特殊文字を削除して、ライセンスファイルのアップロード中の問題を回避してください。
ファイル名の拡張子は「.lic」（すべて小文字）にする必要があります。

ライセンスの割り当てとダウンロード

Citrix Licensing Managerを使用してライセンスを割り当ておよびダウンロードするときは、次の点を考慮してく
ださい：

• 前提条件として、インターネットアクセス権限があること、またはプロキシサーバーを使用した構成になって
いることを確認してください。

•［割り当て］>［ダウンロード］の順にクリックした後でキャンセルすることはできません。このアクションが
失敗した場合は、citrix.comの［My Account］を使用してください。

• Citrix Licensing Managerでは、ライセンスファイルを再ダウンロードしたり再割り当てしたりすることは
できません。citrix.comでライセンスを返却してから、Citrix Licensing Managerで再度ライセンスを割り
当てることは可能です。再ダウンロードする場合は、［My Account］を使用します。

• ライセンスサーバーの名前を変更する場合は、変更前のライセンスサーバー名で割り当てたライセンスファイ
ルを再割り当てる必要があります。

ライセンスの更新

July 1, 2021

Citrix Licensing Managerの［ライセンスの更新］タブから、カスタマーサクセスサービス更新ライセンスをイン
ストールします。最近インストールされた更新ライセンスの記録は、［Customer Success Services renewal
licenses renewed in the last 30 days］セクションで確認することもできます。

ライセンスを更新するには

1.［使用可能なカスタマーサクセスサービス更新ライセンス］セクションで、［使用可能な更新のチェック］をク
リックします。

2.［ダウンロードしてインストール］をクリックし、ライセンスをインストールします。詳しくは、「ライセンス
のインストール」の「ダウンロードしたライセンスファイルを使用」セクションを参照してください。
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設定

January 9, 2024

Citrix Licensing Managerで次の設定を変更および構成します：

• アカウント：ユーザーアカウントとグループアカウントを構成します。
• サーバー構成：ポートと、カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスの操作を構成します。
• 使用状況と統計情報：ライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録し、保有期間を選択して履歴データの保持
を構成します。

これらの設定を構成するには、タイトルバーの右上隅にある設定アイコンをクリックします。
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アカウント

［アカウント］タブで、ローカルのWindowsユーザーとグループ、および Active Directoryユーザーとグループの
両方のユーザーとグループのアクセス権限を構成します。

注：

Active Directoryのユーザーとグループは、Active Directoryまたはネットワーク認証システムの一部です。
Active Directoryのユーザーとグループをサポートするには、Windowsライセンスサーバーが Microsoft
Active Directoryドメインに参加していることを確認してください。

ユーザーはローカルの役割で構成されています。管理者として作成されたすべてのユーザーは、次の操作を実行でき
ます：

• 管理コンソールの表示言語を選択する。
• システム情報を表示する。
• ユーザーアカウントを追加および削除する。
• ライセンスサーバーのポートを構成する。
• ベンダーデーモンを構成する。
• Web Services for Licensingポートを構成する。
• ライセンスを設定して追加する。
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ユーザーとグループを追加および削除するには

ユーザーまたはグループを追加するには、［追加］をクリックして［ユーザー］または［グループ］を選択し、「ドメ
イン\ユーザー名」を入力してから［完了］をクリックします。

ユーザーまたはグループを削除するには、一覧の［ユーザー］または［グループ］をクリックしてから、［削除］をク
リックします。

既存のユーザーまたはグループの役割を編集するには、編集ボタンをクリックして役割を選択し、［更新］をクリック
します。

サーバー構成

［サーバー構成］設定を使用して、次の変更を行います：

• ライセンスサーバー、Citrixベンダーデーモン、Web Services for Licensingのポートを構成する。

• カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスの操作を構成する。

• 追加猶予期間を有効または無効にする。
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• 管理コンソールの表示言語を選択する。
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ポート番号の構成

次のデフォルトポートを編集できます：

• ライセンスサーバー。このポート番号は Citrix Licensing Managerが使用します。ライセンスサーバーマネ
ージャーは、製品間の内部通信、Citrixベンダーデーモンの起動、およびチェックイン/チェックアウト要求の
ベンダーデーモンへの転送を行います。デフォルトのポート番号は、27000です。

• Citrixベンダーデーモン。このポート番号は Citrixベンダーデーモンが使用します。ベンダーデーモンは、ラ
イセンスの割り当て処理など、ライセンスサーバーの中核処理を行います。デフォルトのポート番号は、7279
です。ただし、ファイアウォールを使用する場合、またはほかの用途でこのポートを使用している場合は、ポ
ートを変更する必要があります。

• WebServices for Licensing。Web Services for Licensingが使用するポートです。WebServices for
Licensingは Citrix Licensing Managerをホストしているため、Citrix Licensing Managerに接続する
ユーザーはこのポートを使用します。Directorと Studioはこのポートを使用して、Web Services for
Licensingを使用するライセンスサーバーと通信します。デフォルトのポート番号は、8083です。

カスタマーサクセスサービスの更新

この機能は、既に利用可能な更新されたライセンスの有無をチェックし、ライセンスが更新可能であることを通
知するか、またはライセンスを自動的にインストールします。有効にすると、Citrix Licensing Managerは毎週
Citrix.comWebサービスにアクセスし、利用可能なカスタマーサクセスサービス更新ライセンスがあるかを確認し
ます。

カスタマーサクセスサービスライセンスを更新するには、次のオプションがあります：

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを自動的にチェックし、使用可能な場合に通知する
• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを自動的にチェックし、使用可能な場合にインストールする
• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスを手動でチェックする

使用可能な更新のチェックは、毎週実行されます。ライセンスを手動で更新するには、［ライセンスの更新］>［使用
可能な更新のチェック］の順にクリックします。［ライセンスの更新］タブで、最近 30日間にインストールされたラ
イセンスの一覧をいつでも確認できます。

構成に基づいて、Citrix Licensing Managerは次のいずれかを実行します：

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスのチェックし、ライセンスが見つかると通知およびインストール
する。

• カスタマーサクセスサービス更新ライセンスのチェックし、ライセンスがインストール済みで使用可能である
ことを通知する。

• 手動チェックを許可する。

カスタマーサクセスサービス更新ライセンスの自動チェックが失敗する場合、ファイアウォールの設定
を確認するか、プロキシを構成してください。この機能を動作させるには、ライセンスサーバーがhttps:
//citrixservices.citrix.comにアクセスできる必要があります。
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追加猶予期間

追加猶予期間機能を使用すると、通常のライセンス消費制限に達した時に、15日間の追加猶予期間を開始できます。
追加猶予期間中、その製品は 15日間無制限の接続を許可するため、問題を解決するための時間ができます。製品の
ドキュメントを確認して、製品が追加猶予期間をサポートしているかどうかを確認してください。

言語

Citrix Licensing Managerで表示するデフォルトの言語を変更できます。この設定は、すべてのコンソールユーザ
ーに適用されます。次の言語を使用できます：

• 中国語（簡体字）
• 英語
• フランス語
• ドイツ語
• 日本語
• スペイン語

使用状況と統計情報

［使用状況と統計情報］設定を使用して、次の操作を行います：

• 使用統計を Citrixと共有するよう構成する。

• ライセンスサーバーが登録されているかどうか、またはライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録するかど
うかを確認する。

• アップロードファイルのステータスを確認し、アップロードに失敗したファイルを修正する。

• Citrixへのデータのアップロードを強制する。

• 使用履歴情報を保有する期間を設定する。
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Citrixライセンスサーバーの登録と登録削除

［使用状況と統計情報］セクションにある［登録］オプションを使用して、Citrix Cloudに Citrixライセンスサーバ
ーを登録します。登録すると、登録済みであることが画面に表示されます。ライセンスサーバーの登録を削除する場
合は、［登録の削除］オプションを使用します。詳しくは、「Citrixライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録する」
を参照してください。

使用統計の共有

Citrixライセンスのカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）および Call Homeの使用状況および分析
プログラムは、製品に関するエクスペリエンスを向上させるために設計され、お客様の許可によってデータを収集す
るプログラムです。ライセンスサーバーのインストール中に、CEIPはデフォルトで有効になります。Call Homeへ
の参加は任意です。匿名または実名でプログラムに参加したり、参加を拒否することができます。プログラムの参加
は、Citrix Licensing Managerを使用していつでも変更できます。

収集される統計 j情報について詳しくは、「Citrixライセンスのカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）、
Call Home、コンプライアンス使用状況および分析プログラム」を参照してください。
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重要：

Citrix Service Providerプログラムでは、CEIPと Call Homeが必須です。Citrix Service Providerライ
センスをインストールしている場合、設定の変更はできますが、CEIPと Call Homeを無効にすることはでき
ません。

使用状況テレメトリを構成する

この機能を使用すると、Citrixがライセンスサーバーからデータを収集するように設定できます。識別できない形式
でデータを送信するか、データを送信しないかを選択できます。
次のオプションがあります：

• ユーザー名とデバイス IDを送信するには、［識別可能なユーザー名とデバイス IDのデータを送信します］オ
プションを選択します。

• 識別できない形式でユーザー名とデバイス IDを送信するには、［識別可能なユーザー名とデバイス IDのデー
タを送信します］を選択してから、［送信前に、識別可能なユーザー名とデバイス IDのデータを識別できない
値に置き換えます］オプションを選択します。

• ユーザー名とデバイス IDを送信したくない場合は、［識別可能なユーザー名とデバイス IDのデータを送信し
ます］オプションを選択しないでください。
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アップロード情報
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このアップロード情報機能により、CEIP、Call Home、または Citrix Service Providerの最新アップロードのス
テータスが提供されます。日次アップロードまで待つことなく Citrixへのデータのアップロードを強制できます。
CEIPが有効になっている場合、［今すぐアップロード］をクリックすることで、Citrixへのデータのアップロードを
強制できます。アップロードを成功させるには、アップロードの間隔を 5分にします。

アップロードが失敗した場合、Citrix Licensing Managerはトラブルシューティング情報を表示します。

使用履歴

［使用履歴］機能を使用して保有期間を選択し、ライセンスサーバーの使用状況の情報を保持できます。使用履歴の保
有期間は、デフォルトで 1年です。

Citrixライセンスサーバーの登録と登録削除

January 9, 2024

Citrixライセンスサーバーの登録

［設定］の［使用状況と統計情報］セクションにある［登録］オプションを使用して、短いコードのライセンス認証プ
ロセスを実行し、Citrix Cloudに Citrixライセンスサーバーを登録します。

登録すると、登録済みであることが画面に表示されるようになり、［登録の削除］オプションを使用してライセンスサ
ーバーの登録を削除できます。

ライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録することで、Call Homeのライセンス使用状況情報を収集して保存する
ことができ、そのデータを Citrix Cloudに定期的に送信できます。

オンプレミスライセンスサーバーを登録する手順については、「Citrix Cloudを使用するオンプレミス製品の登録」
を参照してください。

Citrixライセンスサーバーの状態を表示して、使用状況を正常に報告しているサーバーと、Citrix Cloudに最後に使
用状況を報告した日時を把握できます。詳しくは、「オンプレミス展開のライセンスと使用状況の監視」を参照してく
ださい。
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ライセンスサーバーが Citrix Cloudに正常に登録されると、Citrix Cloud UIで詳細を表示できます。

重要：

ライセンスサーバーを Citrix Cloudに登録する前に、ファイアウォール規則を使用して次の URLを開きます：

https://trust.citrixnetworkapi.net:443

https://trust.citrixworkspacesapi.net:443

https://cis.citrix.com port 443

https://core.citrixworkspacesapi.net:443

https://core-eastus-release-a.citrixworkspacesapi.net

https://core.citrixworkspacesapi.net

ocsp.digicert.com port 80

crl3.digicert.com port 80

crl4.digicert.com port 80

ocsp.entrust.net port 80

crl.entrust.net port 80

crl.entrust.net port 80

。ライセンスサーバーが DigiCertおよび Entrustの証明書失効一覧サーバーにアクセスできることを確認し
ます。ライセンスサーバーは、必要な証明書が有効か失効かをこのサーバーで確認します。

ライセンスサーバーの登録手順

ライセンスサーバーを登録するには、次の手順を実行します：

1.［設定］>［使用状況と統計情報］に移動します。

2.［登録］をクリックして、8文字の英数字コードを生成します。
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3.［詳細の表示］を選択すると、ライセンスサーバーのバージョン、MAC ID、ホスト名、IPアドレスを表示でき
ます。

4.［登録］をクリックします。Citrix Cloudサインインページに移動します。

5. Citrix Cloudアカウントの資格情報を入力し、［製品の登録］>［登録］に移動します。8文字の英数字コード
を入力して、［続行］をクリックします。

6. 登録の詳細を確認してから、［登録］をクリックします。

注：

製品登録画面にリダイレクトされない場合は、次を実行します：

1. citrix.cloud.comにアクセスし、Citrix Cloudにサインインします。
2. 会社を選択し、選択メニューで［IDおよびアクセス管理］>［APIアクセス］タブ >［製品の登録］を選
択します。

ライセンスサーバーの登録削除

ライセンスサーバーを別のまたは新しい Citrix Cloudアカウントで登録する場合は、登録を削除してからライセン
スサーバーを再登録します。
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ライセンスサーバーの登録を削除するには、［設定］>［使用状況と統計情報］に移動し、［登録を削除］をクリックし
ます。確認メッセージを確認します。

ライセンスサーバーの登録は、Citrix Cloudから削除されます。これで、手順に従ってライセンスサーバーを登録
し、新しい Citrix Cloudアカウントで登録できます。

citrix.comのMy Accountでライセンスの管理を使用

January 9, 2024

注：

Citrixでは、Citrix.comのMy Accountでのライセンスエクスペリエンスの向上に取り組んでいます。［Man‑
age Licenses］を選択することで、ライセンスをすばやく見つけ、割り当て、ダウンロードし、修正し、返却
し、表示または非表示にすることができます。

Citrix Licensing Managerを使用せずに実行できる管理手順もあります。可能な限り、適切なコンソールを使用す
ることをお勧めします。

citrix.comで［ライセンスの管理］を使用することもできます。ここでは、citrix.comでライセンスを管
理する方法について説明します。
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ライセンス管理の概要

新規ライセンス

［Filter by］メニューから［New Licenses］を選択すると、新規ライセンスのみが表示されます。

• 新規ライセンスとは、過去 30日以内に Citrixから購入したライセンスを意味します。
• 新規ライセンスのセクションには、最も最近購入した 5件が表示されます。
• 新規ライセンスには、緑の縦棒と「(New)」という緑の文字が表示されます。

• 新規ライセンスは、ランディングページからのみ割り当てることができます。必要なライセンスを選択
し、［Allocate licenses］クリックして割り当てプロセスを開始します。

期限切れが近いライセンス

［Filter by］メニューから［Expiring Licenses］を選択すると、期限切れが近いライセンスのみが表示されます。

• 期限切れが近いライセンスとは、90日以内に有効期限が切れるライセンスを意味します。
• 0～30日以内に期限が切れるライセンスには、赤い縦棒が表示されます。31～90日以内に期限が切れるライ
センスには、オレンジ色の縦棒が表示されます。

•［Expires］列には、ライセンス有効期限までの日数が表示されます。
•［Allocated］列には、割り当て済みの数と合計購入数が表示されます。
• 期限切れが近いライセンスのセクションには、購入順に最新の 5件が表示されます。

用語集

ライセンスの割り当て：ライセンスを割り当てる場合、製品およびライセンスサーバーに従って購入したライセンス
を振り分け、複数環境またはユースケースで分割できます。たとえば、組織が同じ製品で 1,000ライセンスを所有し
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ているとします。1つの場所で 800、別の場所で 200を使用する場合、最初の場所のライセンスサーバーに 800ライ
センスを割り当て、残りの 200ライセンスを後から別のライセンスサーバーに割り当てることができます。

アセットコンポーネント：アセットコンポーネントは、ライセンスの詳細です。

CSVファイル： Excel CSVファイルにより、超過使用のライセンス数を含む日単位での使用状況情報が提供されま
す。

ライセンスの変更：［Modify Licenses］を選択するとライセンスファイルが返却され、別のライセンスサーバーに
割り当てられます。

割り当ての返却：［Return licenses］を選択すると、ライセンスはライセンスプールに戻ります。これらのライセ
ンスはその後、いつでも任意の数量で割り当てることができます。ライセンスの返却後、ライセンスサーバーから古
いランセンスファイルを削除します。

期間ライセンス：期間ライセンスは、指定された期間購入され、有効期限が設定されています。

citrix.comの［Manage Licenses］にアクセスするには

1. Webブラウザーで、http://www.citrix.comにアクセスします。
2.［Sign In］>［My Account］を選択してユーザー IDとパスワードを入力します。
3.［Manage Licenses］を選択します。

ライセンスの検索

•［Find a license by⋯］メニューで検索条件を選択し、検索するテキストを入力し、［Search］を選択します。

さらに検索を絞り込むには、［Show advanced search options］を選択できます。
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ライセンスの割り当て

1. 割り当てるライセンスを選択します。ランディングページには、30日以内の新規ライセンスと有効期限が近
いライセンスのみが表示されます。［Find a license by⋯］検索を使用して、検索条件の 1つを使用して
すべてのライセンスを検索し、次に［Filter by］メニューで特定の種類のライセンスまで表示を絞り込む
か、［Quick find: All active］を選択してすべてのライセンスを表示します。

2.［Select an action］メニューで［Allocate licenses］を選択します。

3. ホスト名と割り当てるライセンス数を入力し、［Create license file］をクリックします。

4.［Yes, create license file］を選択します。ライセンスファイルを作成する前に変更する場合は、［No,
modify the allocation］を選択して変更します。次に、［Yes, create license file］を選択します。

5.［Download license file］を選択して、一時的な場所にファイルを保存します。ファイル名とファイルをダ
ウンロードした場所を記録しておいてください。後で必要になります。

6. ライセンスをインストールします。「ライセンスのインストール」を参照してください。

ライセンスのダウンロード

1. ダウンロードするライセンスを選択します。ランディングページには、30日以内の新規ライセンスと有効期
限が近いライセンスのみが表示されます。［Find a license by⋯］検索を使用して、検索条件の 1つを使用
してすべてのライセンスを検索し、次に［Filter by］メニューで特定の種類のライセンスまで表示を絞り込
むか、［Quick find: All active］を選択してすべてのライセンスを表示します。

2.［Select an action］メニューで［Downloadall licenses］を選択して一時的な場所にファイルを保存し
ます。ファイル名とファイルをダウンロードした場所を記録しておいてください。後で必要になります。

3. コマンドプロンプトでこのフォルダーに移動して、次のコマンドを実行します：

lmreread -c @localhost -all

lmrereadコマンドについて詳しくは、「ライセンスファイルとオプションファイルの再読み込み（lmreread）」
を参照してください。

ライセンスのインストール

1.［Download license files］を選択して、フォルダーにダウンロードしたファイルを保存します。

2. ライセンスサーバーで、ライセンスファイルを保存したフォルダーから次のmyfilesフォルダーにコピーし
ます。

ライセンスファイル名の拡張子は、常に.lic（小文字）にする必要があります。コピー手段によっては、ライセ
ンスファイルのファイルタイプが正しく認識されず、拡張子「.txt」が追加される場合があります。ライセンス
ファイルのファイル拡張子が不正な場合、ライセンスファイルをインポートできません。
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• C:\Program Files\Citrix\Licensing\MyFiles（32ビットコンピューター）
• C:\Program Files (x86)\Citrix\Licensing\MyFiles（64ビットコンピュー
ター）

3. コマンドプロンプトで次のフォルダーに移動します：

• C:\Program Files\Citrix\Licensing\LS（32ビットコンピューター）
• C:\Program Files (x86)\Citrix\Licensing\LS（64ビットコンピューター）

そして、次のコマンドを入力します：lmreread -c @localhost -all

lmrereadコマンドについて詳しくは、「ライセンスファイルとオプションファイルの再読み込み（lmreread）」
を参照してください。

アセットコンポーネント

アセットコンポーネントを表示するには、画面上部の［Viewmy products］をクリックします。ライセンスを選
択します。下向き矢印をクリックすると、詳細が表示されます。発注番号とライセンスアクセスコードビューを切り
替えることができます。
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割り当ての返却

割り当ての返却により、ライセンスをライセンスプールに戻します。これらのライセンスはその後、いつでも任意の
数量で割り当てることができます。たとえば、ライセンスサーバーの使用を停止したものの、他の場所で既存のライ
センスを展開する計画がない場合などに返却します。

1. 返却するライセンスのチェックボックスをオンにします。
2.［Select an action］メニューで［Return allocations］を選択します。
3.［Yes, process return］を選択します。このオプションを選択した場合、元に戻すことはできません。
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ライセンスの変更 ‑ライセンスを返却して別のライセンスサーバーに割り当てる

ライセンスを変更することで、単一のライセンスファイルを返却し、別のサーバーに割り当てることができます。た
とえば、ライセンスサーバー 1にインストールされているライセンスが 5000個あるとします。ライセンスサーバー
2にライセンスを 1000個移動する場合、割り当てを変更してから、ライセンスサーバー 1にライセンスを 4000個、
ライセンスサーバー 2にライセンスを 1000個割り当てます。

1. 製品を選択するには、リンクをクリックし、製品ライセンスの詳細ページを表示します。
2. 変更する割り当て済みライセンスのチェックボックスをオンにします。
3.［Select an action］メニューで［Modify allocations］を選択します。
4. 新しいサーバーホストアドレスを入力します。
5.［Modify license file］を選択します。
6.［Yes, create license file］を選択します。ライセンスファイルを作成する前に変更する場合は、［No,

modify the allocation］を選択して変更します。次に、［Yes, create license file］を選択します。
7.［Download license file］を選択して、一時的な場所にファイルを保存します。ファイル名とファイルをダ
ウンロードした場所を記録しておいてください。後で必要になります。

8. ライセンスをインストールします。「ライセンスのインストール」を参照してください。

ライセンスエディションのアップグレード

メンテナンスの特典でバージョンアップグレードの対象となっている場合、新しいライセンスを取得してライセンス
サーバーに追加できます。

1. ランディングページの下部で、［Upgrademy licenses］を選択します。
2. サイトの指示に従って操作して、製品のエディションをアップグレードします。
3. 製品をダウンロードするか、メディアとして受け取るかを選択します。電子メールメッセージが送信されます。
このメッセージには、citrix.comに戻って追加機能のライセンスを割り当てたりダウンロードしたりするた
めの方法が説明されています。

4. www.citrix.comにログオンしてライセンスを割り当てて、ライセンスファイルの生成、ライセンスファイル
のダウンロード、およびライセンスサーバーでのライセンスの再読み込みを行います。

ライセンスの非表示と表示

ライセンスの非表示によって、ライセンスがアカウントから削除されることはありません。ライセンスを非表示にす
ると、表示から削除されます。レガシー製品ライセンスを非表示にすることもできます。これらのライセンスを非表
示にすると、表示する製品ライセンスの可視性が向上します。

1. 非表示にするライセンスを選択します。
2.［Select an action］メニューで［Hide licenses］を選択します。
3. ライセンスを表示するには、［Quick find: All hidden］でライセンスを選択します。
4.［Select an action］メニューで［Unhide licenses］を選択します。
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複数のライセンスの管理（一括操作）

複数のライセンスに対して、同時に操作を適用できます。別のライセンスのチェックボックスをオンにしてから、操
作を実行します。

複数のライセンスに操作を適用する場合、以下を考慮する必要あります：

• 同じ属性の複数ライセンスに対してのみ特定の操作を適用できます。たとえば、バインドの種類が同じライセ
ンスのみを割り当てることができます。一括操作に対応していないライセンスを選択すると、エラーメッセー
ジが表示されます。

最初に選択したライセンスに対して、次に選択されたライセンスの互換性を確認します。

• 選択したすべてのライセンスに操作を適用できない場合、一部の操作は機能しないか非表示になり、メッセー
ジが表示されます。たとえば、2つのライセンスを選択し、1つが割り当て済みもう 1つが未割り当ての場合、
メッセージが開きます。メッセージは、割り当て済みのライセンスにのみ操作が適用されることを知らせます。

ライセンスの絞り込み

［Filter by］メニューで期限切れのライセンス、新しいライセンス、利用可能な割り当てライセンス、トライアルラ
イセンスを絞り込むことができます。

•［Filter by］メニューで出力内容の絞り込み方法を選択できます。

製品ライセンスレポートの作成 ‑ Export to Excel（CSV）

Excelにアセットの一覧とデータをエクスポートする場合、このオプションを選択します。

1. レポートに含めるライセンスを選択します。
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2.［Export to Excel (.CSV)］リンクを選択します。リンクは、［Viewmy product］画面では、製品一覧の上
にあります。［Managemy licenses］画面では、一覧の下部にあります。

3. ファイルを保存します。

コンソールを使用しないライセンスサーバー管理

January 9, 2024

Citrix Licensing Managerを使用せずに実行できる管理手順もあります。可能な限り、コンソールを使用すること
をお勧めします。ここでは、コンソールを使用できない場合に必要な手順について説明します。

• カスタマーサクセスサービスの更新ファイル
• ライセンスファイルの削除
• Windowsでのドメイン名切り捨ての無効化
• 更新とメンテナンスの有効期限の確認

citrix.comでライセンス管理ツールを使用してライセンスのダウンロード、割り当て、インストール、割り当ての変
更、返却、非表示を実行できます。詳しくは、「citrix.comのMy Accountでライセンスを管理」を参照してくださ
い。

ライセンスコマンドを使用して、ライセンスタスクを実行できます。詳しくは、「ライセンスコマンド」を参照してく
ださい。

カスタマーサクセスサービス

カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスファイルを citrix.comからダウンロードした後で、このファイルを
ライセンスサーバーに追加する必要があります。カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスを既存のライセンス
ファイルと同じフォルダーにコピーし、lmrereadを使用して再読み込みを実行します。lmrereadコマンドに
ついて詳しくは、「ライセンスファイルとオプションファイルの再読み込み（lmreread）」を参照してください。

デフォルトでは、この場所は次のとおりです：

32ビットサーバー上のC:\Program Files\Citrix\Licensing\MyFiles

64ビットサーバー上のC:\Program Files (x86)\Citrix\Licensing\MyFiles

更新ライセンスをライセンスサーバーに追加すると、対象製品について、カスタマーサクセスサービスの契約期間中
にリリースされるすべてのアップグレードバージョンが自動的に有効になります。

2台のサーバーに異なるライセンスファイルを格納してライセンスを分離するには：

1. 2台目のサーバーを選択してライセンスサーバーソフトウェアをインストールします。

© 1999–2024 Cloud Software Group, Inc. All rights reserved. 93

https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/manage-licenses-myaccount.html
https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/license-administration-commands.html
https://docs.citrix.com/ja-jp/licensing/11-16-6/license-administration-commands.html#reread-license-and-options-files-lmreread


ライセンスサーバー 11.16.6

2. citrix.comにアクセスして、元のライセンスを変更して 2つの新しいファイルに割り当てます。これらの元
のライセンスは、元のライセンスサーバー上の現在のライセンスファイルに含まれています。

• ライセンスを、最初の展開で使用する 1台目のライセンスサーバーに割り当てます。
• 別のライセンスファイルを作成するライセンスを、2つ目の展開で使用する 2台目のライセンスサーバ
ーに割り当てます。

3. カスタマーサクセスサービスの更新ライセンスファイルを生成しダウンロードします。そして、それぞれのフ
ァイルを適用するサーバーにコピーします。

4. Citrix製品の各バージョンが動作するすべてのコンピューターを、それぞれ対応するライセンスサーバーを
参照するように設定します。ライセンスサーバーを参照するように Citrix製品を設定する方法については、
Citrix製品の管理者ガイドを参照してください。

ライセンスファイルの削除

製品のエディションをアップグレード（Standard Editionから Advanced Edition、または Advanced Editionか
ら Plemium Editionへのアップグレードなど）すると、新しい Citrix製品ライセンスが送付されます。citrix.com
でこのライセンスを使用してライセンスファイルを生成し、それを Citrixライセンスサーバーに割り当てることがで
きます。不要になったライセンスは、新しいライセンスの購入から 90日以内にライセンスサーバーから削除する必
要があります。ライセンスの削除には、以下の理由があります：

• ライセンス資産を正しく管理するため。
• ライセンス契約に準拠するため。
• 不必要な警告メッセージがライセンス管理コンソールに表示されないようにするため。

ライセンスファイルを削除するときの考慮事項

• 必要なライセンスファイルを誤って削除すると、使用可能なライセンスの数が少なくなることがあります。
• 新しいライセンスファイルをライセンスサーバーにインポートしてから、不要なライセンスファイルを削除し
てください。

• ライセンスファイルに記述されているすべての INCREMENT行が不要になった場合は、そのファイルを削除
できます。たとえば、アップグレードの適用により各 INCREMENT行が新しいライセンスに置き換えられた
場合は、以下の手順でそのファイルをライセンスサーバーから削除します。

重要

オプションファイル（citrix.opt）やスタートアップライセンス（citrix_startup.lic）は削除しな
いでください。

1. ライセンスサーバーで［サービス］コントロールパネルを開き、Citrix Licensingサービスを停止します。
2. Windowsエクスプローラで、ライセンスファイルの格納場所を開きます。デフォルトでは、ライセンスファ
イルは以下の場所に保存されます：

• 32ビットサーバー上のC: \Program Files\Citrix\Licensing\MyFiles
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• 64ビットサーバー上のC: \Program Files(x86)\Citrix\Licensing\MyFiles

3. すべてのライセンスファイルをバックアップします。
4. テキストエディター（Microsoftワードパッド推奨）を使用して各ライセンスファイル（.lic）を開き、不要な
ライセンスの INCREMENT行を特定します。

5. すべての INCREMENT行が不要であることを確認します。INCREMENT行について詳しくは、「ライセンス
ファイル」の「ライセンスファイルの形式」を参照してください。

6. ファイルを閉じて、ファイル名の拡張子を.licから.oldに変更します。
7.［サービス］コントロールパネルで、Citrix Licensingサービスを再起動します。
8. 名前を変更した.oldファイルを削除します。

ドメイン名切り捨ての無効化

警告

レジストリエディターの使用を誤ると、深刻な問題が発生する可能性があり、オペレーティングシステムの再
インストールが必要になる場合もあります。レジストリエディターの誤用による障害に対して、Citrixでは一
切責任を負いません。レジストリエディターは、お客様の責任と判断の範囲でご使用ください。また、レジスト
リファイルのバックアップを作成してから、レジストリを編集してください。

異なるドメインに同じユーザー名を持つ複数のドメインと複数のユーザーをホストする場合、ドメイン名の切り捨て
を有効にすることができます。例：jack@mycompany.comおよび jack@newplace.com。さまざまなドメイ
ンに一意のユーザーが存在する場合、ライセンスサーバーが「@domain.com」を切り捨てないように確認してく
ださい。

ライセンスサーバーによって Citrix Service Providerライセンスが検出され、この機能が有効になります。

1. 以下のレジストリキーを検索します。

32ビットマシンの場合：HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Citrix\licenseserver

64 ビットマシンの場合：HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\Citrix\
licenseserver

値の名前：UDUseDomain

2. 値のデータとして、1を設定します。

データ 説明

0 ドメイン名が切り捨てられます（デフォルト）

1 ドメイン名が切り捨てられません
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更新とメンテナンスの有効期限の確認

My Accountへの無制限アクセスが必要です。

1. Webブラウザーで、www.citrix.comにアクセスします。
2.［Sign In］>［My Account］を選択してユーザー IDとパスワードを入力します。
3.［Renew andManage Maintenance Programs］を選択します。
4. ページの上部で［Manage Renewal Contacts］を選択します。
5. 更新期限は、［Current Expiration］の各ライセンスの横に表示されます。

ライセンスコマンド

January 9, 2024

Citrix Licensing Managerを使用すると多くのライセンス機能に簡単にアクセスでき、コマンドを使用してライセ
ンス管理タスクを実行できます。一方、コマンドプロンプト上で使用するライセンス管理コマンドでは、管理コンソ
ール上で実行できるタスクに加え、さらに詳細なライセンス管理を行えます。たとえば、lmdiagコマンドでは、ラ
イセンスのチェックアウト時の問題を診断することができます。

ライセンス管理コマンドは、次のフォルダーに配置されます：

• C:\Program Files\Citrix\Licensing\LS（32ビットコンピューター）
• C:\Program Files (x86)\Citrix\Licensing\LS（64ビットコンピューター）

ライセンスコマンドの説明

注：

ライセンスサーバーバージョン 11.16.6ビルド 34000で、既存のユーザー管理 lmadmin.exeが Citrix所
有のユーザー管理 lmgrd.exeに置き換えられます。lmadminは使用しないでください。

ライセンスコマンド 説明

lmgrd ライセンスサーバーおよびその他の関連プロセスを開始
および管理します。lmgrdは、Citrixライセンスの
Windowsサービスに使用されるコアライセンスサーバ
ーファイルです。ライセンスサーバーポート（デフォル
トは 27000）をホストします。ライセンスの構成および
管理タスクについては、Citrix Licensing Managerを
使用します。
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ライセンスコマンド 説明

lmdiag ライセンスのチェックアウト時の問題を診断します。

lmdown License Managerデーモンと Citrixベンダーデーモン
を正しく停止します（デフォルトでは無効になっていま
す）。

lmhostid Citrix Licensingが実行されるライセンスサーバーの名
前を表示します。

lmreread License Managerデーモンにライセンスファイルを再
読み込みさせて、Citrixベンダーデーモンを起動します。

lmstat ライセンスサーバーの状態を表示します。

lmutil ライセンス管理コマンドの一覧を表示したり、ほかのコ
マンドを実行したりします。

lmver ライセンスサーバーのバイナリファイルのバージョン情
報を表示します。

udadmin ライセンス済みのすべてのユーザーとデバイスを表示し、
特定のユーザーとデバイスを削除します。このコマンド
はユーザーまたはデバイスライセンスにのみ適用します。
ライセンス一覧を取得するには、
udadmin -listを指定します。

CtxManageUserAndGroup ライセンスサーバーを管理するためのユーザーとグルー
プのアクセス権を構成します。

CtxManageUserAndGroup.exe –useradd
“domain\username” -Role “admin/

user”

ユーザーを追加するコマンド。

CtxManageUserAndGroup.exe –useradd
“domain\username” –Role “

adminGroup/userGroup”

グループを追加するコマンド。

ライセンス管理コマンドの表記規則

ライセンス管理コマンドの表記規則は以下のとおりです：

表記規則 説明

太字 コマンドまたはスイッチを示します（lmstatなど）。
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表記規則 説明

斜体 変数を値に置き換えます。たとえば、次のような式にな
ります：lmstat ‑c license_file_list。実際にコマンド
を実行するときは、license_file_listを 1つまたは複数
のライセンスファイルの名前に置き換えます。

[かっこ] テキストを囲むかっこは、コマンドに追加できるオプシ
ョンを示します。また、かっこ内のテキストを置き換え
る必要があることを示している可能性があります。たと
えば、次のようになります：
lmstat [-a] [-c license_file_list
] [-f [feature]] can be written
as: C:\Program Files (x86)\Citrix
\Licensing\LS>lmstat.exe -a -c
@localhost -f XDT_ENT_UD

共通のオプション

次の表は、ライセンス管理コマンドの多くで使用されるオプションを示します：

引数 説明

‑all ライセンスサーバーに関するすべての情報を表示します。

‑c ライセンスファイルまたはライセンスサーバーのポート
とホスト名を指定します。ライセンスファイルのファイ
ル名を記述せずにパスのみを指定した場合、そのフォル
ダーのすべてのライセンスファイルにコマンドが適用さ
れます。ローカルホストの指定：-c @localhost。
リモートのライセンスサーバーの指定：
-c @servername。クラスター内のライセンスサー
バーの指定：-c @clientaccesspointname。
パスの指定：-c path。ライセンスファイルの名前の
指定：-c license_file_list。複数のライセ
ンスファイルを指定する場合は、各パスをセミコロン（;）
で区切ります。パスにスペースが含まれる場合は、二重
引用符（”）で囲む必要があります。
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引数 説明

‑h ライセンスハンドルを指定します。この情報は、
lmstat -aコマンドで確認できます。ライセンスハ
ンドルとは、チェックアウトされたライセンスを識別す
るための番号を指します。

‑help コマンドの使用方法を表示します。

‑s [server] server が指定されていない場合、この引数はライセンス
に一覧表示されたすべてのライセンスファイルの状態、
またはすべてのライセンスサーバーのライセンスファイ
ルを表示します。

‑verbose 検出されたすべてのエラーの詳細な説明を表示します。

チェックアウト時の問題の診断（lmdiag）

lmdiagコマンド使用すると、ライセンスをチェックアウトできないときの問題を診断できます。特に、ライセンス
が有効で、ライセンスサーバーの動作に問題がないかどうかをテストできます。ライセンスサーバー上でこのコマン
ドを実行すると、ライセンスのチェックアウトが試行されます。

また、lmdiagコマンドを使用して、特定の種類のライセンスが正しく動作しているかどうかについて確認すること
もできます。

例：

Citrix Virtual Appsサーバー Advanced Editionの製品ライセンスのみを対象にして、lmdiagコマンドを実行
します。引数としてMPS_ADV_CCUを指定します。

構文：

lmdiag -c license_file_list [-n] [feature[:keyword=value]]

引数 説明

‑c license_file_list 診断するファイルを指定します。
-c @localhostまたは-c @server-nameを
使用することもできます

‑n 非インタラクティブモードで実行します。このモードで
は、lmdiagの実行時に入力が不要です。

feature 診断する製品ライセンスを指定します。
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引数 説明

keyword=value 対象となる製品ライセンスの属性を指定します。ライセ
ンスファイルで、1つの製品に対して複数の行が記述さ
れている場合に、対象となる行を特定します。例：
lmdiag -c @localhost MPS_ENT_CCU:
HOSTID=LICSERV01により、ホスト IDが
“LICSERV01”であるライセンスのチェックアウトが試
行されます。属性名（）として指定できるのは、
VERSION、HOSTID、EXPDATE、KEY、
VENDOR_STRING、および ISSUERです。

feature パラメーターを指定しない場合、すべての製品ライセンスに対してlmdiagコマンドが実行されます。
lmdiagコマンドは、指定したライセンスの情報を表示した後、各ライセンスをチェックアウトします。チェック
アウトに成功すると、lmdiagコマンドはチェックアウトが成功したことが表示されます。チェックアウトに失
敗すると、lmdiagコマンドによりその理由が表示されます。lmdiagコマンドを実行すると、ライセンスサー
バー上のすべての TCP/IPポートへの接続が試行されます。これにより、ライセンスファイルで指定されているポ
ート番号が正しいかどうかが診断され、lmdiagによりリスニング中の TCP/IPポート番号が一覧表示されます。
‑c<license_file_list>を指定した場合は指定したファイルが診断されます。

lmdiagコマンドでは、ライセンスのチェックアウトを試行するときに、Citrix製品が動作するサーバーへの接続は
行いません。lmdiagコマンドで診断できるのはライセンスサーバー上の問題だけです。つまり、Citrix製品が不正
なライセンスサーバーに接続しているために発生する問題は、lmdiagコマンドでは診断できません。たとえば、ラ
イセンスサーバーにその製品のライセンスがない場合などです。このため、Citrix製品側で接続先のライセンスサー
バーが正しく設定されていない場合でも、lmdiagコマンドでは正しくチェックアウトできたことを示すメッセー
ジが表示されます。

デーモンの停止（lmdown）

lmdownコマンドを使用すると、ライセンスサーバー上の License Managerデーモンと Citrixベンダーデーモン
を停止できますが、lmdownコマンドはデフォルトで無効になっています。

構文：

lmdown -c license_file_list [-vendor CITRIX] [-q] [-all]
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引数 説明

‑c license_file_list or ‑c @localhost or ‑c @server ライセンスファイルを指定します。必
ず-c license_file_listにlmdownを指定
することをお勧めします。-c @localhostまた
は-c @server-nameを使用することもできます。

‑vendor CITRIX Citrixベンダーデーモンだけを停止します。License
Managerデーモンは停止されません。

‑q 非インタラクティブモードで実行します。そうでない場
合は、lmdownが「Are you sure? [y/n]:」を表示しま
す。

‑all 複数のサーバーが指定されると、すべてが自動的にシャ
ットダウンされます。‑qオプションは‑allオプションに
含まれます。

ライセンスサーバーでlmdownコマンドを実行します。‑allオプションを使用して、ネットワーク上のすべてのラ
イセンスサーバーを停止できます。

lmdownが複数のサーバーを認識し、‑all引数が指定されていない場合、このコマンドは停止するライセンスサー
バーの候補を表示します。たとえば、‑c引数で、多数の *.licファイルがあるディレクトリを指定します。‑cオプシ
ョンを使用し、ライセンスサーバーの名前を指定して、リモートのライセンスサーバーを停止します。

注：

Windowsのタスクマネージャーで Citrix Licensingサービスを終了する場合は、License Managerデーモ
ン（lmgrd.exeプロセス）を停止してから、Citrixベンダーデーモン（CITRIX.exeプロセス）を停止してく
ださい。

Citrixベンダーデーモンのみを停止し再起動するには、lmdown -c @localhost -vendor CITRIXを
使用し、次にlmreread -c @localhost -vendor CITRIXでベンダーデーモンを再起動します。

ライセンスサーバーのバインディング情報の確認（lmhostid）

lmhostidコマンドを使用すると、そのライセンスサーバーのホスト IDが表示されます。このコマンドを使用し
て、ライセンスサーバーのホスト名を確認できます。ライセンスファイルにライセンスサーバーのホスト名が正しく
記述されているかどうかを確認することができます。

注

Citrix Licensingバージョン 11.5以降（Windows版）では、複数のライセンスサーバーがある環境で複数の
ホスト IDが表示されます。

構文：
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lmhostid -bindingidentifier

ここで、bindingidentifierは引数です。

引数 説明

‑ether アプライアンスのMACアドレスに関連付けられた製品
ライセンスで使用します。

‑internet TCP/IPアドレスが必要な、Windowsベースの Citrix
製品のライセンスで使用します。

‑hostname ライセンスサーバーのホスト名に関連付けられた
Windowsベースの Citrix製品ライセンスで使用しま
す。注：ライセンスファイルに記述されているホスト名
（hostname）は、ライセンスサーバーの名前と同じで
ある必要があります（大文字と小文字が区別されます）。

ライセンスファイルとオプションファイルの再読み込み（lmreread）

lmrereadコマンドを使用すると、ライセンスファイルやオプションファイルを Citrixベンダーデーモンで再読み
込みできます。ライセンスファイルやオプションファイルが再読み込みされると、Citrixベンダーデーモンで新しい
ファイルが使用されます。

lmrereadコマンドをリモートで実行することはできません。対象となるデーモンが動作しているライセンスサー
バー上でこのコマンドを実行します。

構文：

lmreread -c license_file_list [-all] [-vendor CITRIX]

引数 説明

‑c@localhostまたは‑c license_file_list ライセンスファイルを指定します。

‑all 複数のlmgrdが指定されている場合、この引数はすべ
ての License Managerデーモンでの再読み込みを指示
します。

‑vendor CITRIX Citrixベンダーデーモンを再起動します。

例：

• lmreread -c @localhost \[-all\]
• lmreread -c @client\\_access\\_point\\_name
• lmreread -c /opt/citrix/licensing/myfiles/CITRIX.lic -vendor
CITRIX
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ライセンス管理コマンド一覧の表示（lmutil）

スタンドアロンで使用する場合、lmutilコマンドを実行すると、ライセンス管理コマンドが表示されます。別のコ
マンドで lmutilを指定すると、そのコマンドが実行されます。

構文：

lmutil

lmutil other_command

例：

• lmutil

すべてのライセンス管理コマンドを表示します。

• lmutil lmstat -c @localhost

lmstatコマンドを実行します。

ライセンス使用状況の確認（lmstat）

lmstatコマンドは、すべてのライセンスの使用状況を監視するときに便利なツールで、以下のライセンスチェック
アウト情報を確認できます：

• ライセンスをチェックアウトしている製品
• チェックアウトデータ
• ライセンスファイルのバージョン
• ライセンスサーバーの名前とポート番号
• ライセンスのチェックアウト日時
• Citrixベンダーデーモンの状態や、ライセンスファイルの情報

lmstatコマンドでは、ライセンスサーバーから取得した情報が表示されます。複数の接続によりライセンスが共有
されている場合でも、lmstatコマンドでは使用ライセンス数 1として表示されます。

構文：

lmstat [-a] [-c license_file_list] [-f [feature]] [-i [feature] [-s[
server] [-S [CITRIX]] [-t timeout_value]

引数 説明

‑a すべての情報を表示します。

‑c @localhostまたは ‑c@または‑c 使用するライセンスファイルを指定します。
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引数 説明

‑f [] パラメーターで指定した製品ライセンスを使用している
製品を表示します。**を指定しない場合、すべての製品
ライセンスが対象になります。

‑i [] **を指定しない場合、指定した製品ライセンスまたはす
べての製品ライセンスの INCREMENT行の情報を表示
します。

‑s [] **を指定しない場合、ライセンスサーバーに一覧表示さ
れたすべてのライセンスファイルの状態、またはすべて
のライセンスサーバーに一覧表示されたライセンスファ
イルの状態を表示します。

‑S [CITRIX] Citrixベンダーデーモンにより提供されているすべての
製品ライセンスの使用サーバーを表示します。

‑t 接続タイムアウトをに設定します。lmstatコマンドが
ライセンスサーバーに接続するときのタイムアウトを設
定します。

lmstat -c @localhost -aの出力例は、次のとおりです。画面レイアウト上、この例では改行されること
があります。

1 License Server status: 27000@localhost
2
3 License file(s) on localhost: C:\Program Files (x86)\Citrix\

Licensing\MyFiles\citrix_startup.lic:C:\Program Files (x86)\
Citrix\Licensing\MyFiles\License.lic:

4
5 localhost: license server UP v11.15.0
6
7 Vendor daemon status (on LicenseServer):
8
9 CITRIX: UP v11.15.0

10
11 Feature usage info:
12
13 Users of CITRIX: (Total of 10000 licenses issued; Total of 1

licenses in use)
14
15 "CITRIX" v2038.0101, vendor: CITRIX, expiry: permanent(no expiration

date)
16 vendor_string: ;LT=SYS;GP=720;SA=0
17 floating license
18
19 XDT DDCPrinc-0001.citrix.com XDT XDT_PLT&MPS_PLT_2018.0518 (v1.0) (

localhost/27000 102), start Tue 5/8 17:59
20
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21 Users of CTXLSDIAG: (Total of 10000 licenses issued; Total of 0
licenses in use)

22
23 Users of XDT_PLT_CCS: (Total of 200000 licenses issued; Total of 3

licenses in use)
24
25 "XDT_PLT_CCS" v2018.1201, vendor: CITRIX, expiry: 01-dec-2018
26 vendor_string: ;LT=Retail;GP=720;PSL=10;CL=VDS,VDA,VDE,VDP;SA=0;ODP=0;

NUDURMIN=2880;NUDURMAX=525600
27 floating license
28
29 XDT DDCAux-0001.citrix.com XDT 00001E3A (v2018.0518) (localhost

/27000 534201), start Wed 5/9 15:17
30 XDT DDCAux-0001.citrix.com XDT 00001E81 (v2018.0518) (localhost

/27000 392504), start Wed 5/9 15:18
31 XDT DDCAux-0001.citrix.com XDT 00001E0C (v2018.0518) (localhost

/27000 419703), start Wed 5/9 15:18
32 <!--NeedCopy-->

この lmstatの出力でMPS_ENT_CCUの行に含まれる情報は次のとおりです：

説明

Citrix製品名 MPS ライセンスがチェックアウトされて
いる Citrix製品の名前。

ホスト名 mps_server1 Citrix製品が実行されているコンピ
ューター。

ディスプレイ MPS ライセンスがチェックアウトされて
いる Citrix製品の名前。

サーバーホスト license_server1 ライセンスサーバーが実行されてい
るコンピューター。

ポート 27000 ライセンスサーバーが使用する
TCP/IPポートの番号です。

ハンドル 203 ライセンスハンドルです。ライセン
スハンドルとは、チェックアウトさ
れたライセンスを識別するための番
号を指します。

チェックアウト時間 start Wed 3/17 11:56 このライセンスが最初にチェックア
ウトされた日時です。

多くの製品のライセンスがチェックアウトされている環境では、コマンドlmstat -c @localhost -aによ
り多くのネットワークトラフィックが発生する場合があります。

lmstat -aを実行すると、ライセンスのチェックアウトデータを確認できます。
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バイナリのバージョンの表示（lmver）

lmverコマンドを実行すると、ライセンス管理コマンドなど、指定したバイナリファイルのバージョン情報が表示
されます。

構文：

lmver binary

例：

lmver lmdiag

ユーザーライセンスまたはデバイスライセンスの表示と解放（udadmin）

udadminコマンドを使用すると、ライセンスが割り当てられたユーザーとデバイスを表示したり、特定のユーザー
やデバイスのライセンスを解放したりできます。

次の場合に限り、ユーザーのライセンスを解放できます：

• 会社への関連付けがなくなった従業員。
• 長期休暇中の従業員。

デバイスのライセンスの解放が必要になるのは、デバイスが故障した場合などです。

注意：

前述以外の理由により 90日の自動解放期間の前に大量のライセンスを解放することは、Citrixのライセンス契
約書に反する行為となる場合があります。事前に Citrixに問い合わせてください。

udadminのコマンドラインヘルプは英語のみで表示されますが、このコマンドは英語以外のシステムでも使用でき
ます。

構文：

udadmin [-options] [-delete | -events | -export | -list | -times]

オプション 説明

‑f feature name ‑listまたは‑deleteとともに使用して、機能名で指定す
るユーザーまたはデバイスのライセンスを表示したり、
解放したりします。

‑user user name ユーザー名で指定するユーザーのライセンスのみを解放
します。

‑device device name デバイス名で指定するデバイスのライセンスのみを解放
します。
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オプション 説明

‑a ライセンスサーバーにインストールされているすべての
機能とバージョンを一覧表示します。

引数 説明

‑delete ユーザー、機能、またはデバイスのライセンスを一度に
1つ解放します。

‑events 各機能のユーザー/デバイスライセンスによって記録され
たすべてのイベントを、時系列で並べ替えてレポートし
ます。

‑export 未処理のユーザーデータとデバイスデータをエクスポー
トします。これはライセンスの使用を計算するために使
用されるデータであり、使用中のライセンスの一覧では
ありません。顧客がこの引数を使用することを Citrixで
はお勧めしません。サポートまたはデバッグにのみ使用
されます。

‑list ライセンスが割り当てられたユーザーとデバイスおよび
最後の更新以来の時間を表示します。最後のレポートの
15分間に重要なアクティビティが発生した場合は、次の
更新までの時間が表示されます。‑list ‑timesを指定す
ると、タイムスタンプを含む出力が生成されます。

‑times ‑list ‑timesを指定すると、タイムスタンプを含む出力が
生成されます。

引数なしまたは? udadminコマンドの使用情報を表示します。

例：

1 - udadmin -list -times
2
3 Usage data is 0 minutes old. Next update in 15 minutes.
4
5 Users:
6
7 u01.01 XDT_ENT_UD 2017.1201 (Thu Sep 14 13:41:07 2017)
8
9 u01.04 XDT_ENT_UD 2017.1201 (Thu Sep 14 13:41:07 2017)

10 .
11 .
12 .
13
14 Devices:
15
16 D.ADV.23 XDT_ADV_UD 2017.1201 (Thu Sep 21 18:31:01 2017)
17
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18 D01 XDT_PLT_UD 2017.1201 (Tue Sep 12 14:30:33 2017)
19
20 - udadmin -list -a
21
22 Lists all features, versions, counts of licenses, and the users and

devices for each feature.
23
24 - udadmin -export
25
26 feature,userId,deviceId,deviceName,versionRequested,

versionUserAllocated,versionDeviceAllocated,time
27
28 - udadmin -f XDT_ENT_UD -device dn01.88 -delete
29
30 Releases one device from one feature.
31
32 <!--NeedCopy-->

クラスター化されたライセンスサーバーの構成、インストール、アップグレード、アンイ
ンストール

January 7, 2022

ライセンスサーバーをクラスター化する理由

ライセンスサーバーをクラスター化して複数のコンピューターのグループで運用すると、可用性、信頼性、およびス
ケーラビリティを強化できます。ライセンスサーバーをクラスター化すると、システムに障害が起きた場合でも、ユ
ーザーは業務に重要なアプリケーションへのアクセスを中断することなく作業を続けることができます。

クラスター化されたライセンスサーバーのしくみ

クラスター化されたライセンスサーバーのアクティブノードで障害が発生すると、フェールオーバーが自動的に機能
します。このため、すぐにリソースが使用可能になります。

一般的なクラスターの最小構成は、1台のアクティブサーバーと 1台のスタンバイ（バックアップ）サーバーです。
クラスター内のアクティブサーバーに障害が発生すると、そのクラスター内のリソースの所有権がそのクラスター内
の別のノードに移動します。通常、クラスター内の 1台のサーバーからほかのサーバーにフェールオーバーされたこ
とをユーザーが意識することはありません。

アクティブノードで障害が発生しても、Citrix製品に接続しているユーザーに影響はありません。製品では即座にラ
イセンス猶予期間が開始され、イベントの情報が製品側のイベントログファイルに記録されることがあります。
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重要：

Windowsファイアウォールが有効なクラスター環境に Citrixライセンスサーバーをインストールする場合、
フェールオーバーの発生後にライセンス管理コンソールへのリモートからのアクセスやライセンスのチェック
アウトがブロックされます。ライセンスサーバーのインストール時に CITRIX.exeおよび Imgrd.exe用の例外
規則が作成されますが、フェールオーバー後に動作しなくなります。この問題を回避するには、各クラスターノ
ードのWindowsファイアウォールで、ライセンスコンポーネント用の例外を作成してください。次の各ポー
トに対して例外を作成します：

• ライセンスサーバー：27000
• ベンダーデーモン：7279
• Web Services for Licensing：8083

クラスター環境での Citrixライセンスサーバー

ほとんどのクラスター構成では、メッセージ、コマンド、およびクラスター内のノード間の状態に関する情報を送信
するためにプライベートネットワークが使用されます。ネットワークの接続が中断されると、ノードでは、まずプラ
イベートネットワークで、その次にパブリックネットワークで再接続が試行されます。次の図は、クラスター化され
たライセンスサーバーの構成を示しています：

クラスター化されたライセンスサーバー環境での通信：
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常に 1台のノードだけがクラスター内のリソースを使用できます。展開済みの Citrixライセンスをクラスター化する
場合は、次の事項に注意してください：

• 特定のサーバー名を参照するライセンスファイルを生成済みであるため、クライアントアクセスポイントに元
のライセンスサーバーと同じ名前を付ける必要があります。または、クラスターに別の名前を付けてライセン
スファイルを再生成する必要があります。

• ライセンスファイルのホスト名では大文字と小文字が区別されるため、そのホスト名と実際のクライアントア
クセスポイント名で大文字と小文字が一致している必要があります。そうでない場合は、正しいクラスター名
でライセンスファイルを再生成する必要があります。フェールオーバークラスターマネージャーを使用する
と、クライアントアクセスポイント名とライセンスファイルのホスト名を一致させることができます。Citrix
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Virtual Apps and Desktopsの Studioまたは Citrix Licensing Manager（ライセンスサーバーの［スタ
ート］メニューから起動できます）でライセンスファイルをダウンロードした場合は、クラスター名およびホ
スト名の大文字/小文字が問題になることはありません。

• Citrix Virtual Apps and Desktopsなど、クラスター化前のライセンスサーバーに接続していたすべての製
品で、ライセンスサーバーが動作する新しいクラスターを参照する必要があります。クライアントアクセスポ
イントの名前をライセンスサーバーの名前として認識できるように、製品側の接続設定を変更します。製品側
の通信設定の編集について詳しくは、製品のドキュメントを参照してください。

クラスター化されたライセンスサーバーを構成するための前提条件

ライセンスサーバーをクラスター化するための要件は次のとおりです：

• Microsoftが提供するクラスター化機能は、以下のWindowsに組み込まれています：

– Windows Server 2019
– Windows Server 2016
– Windows Server 2012 R2

• Citrixライセンスサーバーはクラスター化された共有ボリュームまたはサードパーティのクラスター用ボリュ
ーム管理製品をサポートしません。

• Microsoftクラスターサービスを使用して Citrixライセンスを設定するには、完全に機能するMicrosoftク
ラスター環境が必要です。Citrix Licensingサービスは、常にいずれか 1つのノードでのみ動作します。

• ライセンスサーバーのクラスター化には、Microsoftが推奨する一般的なハードウェアおよびクラスター化の
要件に加えて、これらの要件を満たす必要があります。

• クラスター環境へのライセンスサーバーのインストールには、インストーラー CitrixLicensing.exeを使用し
ます。

• Citrixライセンスサーバーをクラスターにインストールする場合、クライアントのアクセスポイント名を指定
します。製品のインストール中にライセンスサーバー名の入力を求められます。

• クラスター内の各ノードに、同じハードウェアを使用することをお勧めします。特に、各ノード上に 2つのネ
ットワークアダプターを取り付け、共有ディスクを使用してそのサーバーを構成することを Citrixではお勧め
します。

• 各ノードに 2つのネットワークアダプターが必要です。これらのアダプターは、パブリックネットワーク、お
よびノード間のプライベートなクラスターネットワークへの接続に使用します。1つのネットワークアダプタ
ーによる両方のネットワークへの接続はサポートされません。

• クラスターサービスでは、サブネットごとに 1つのネットワークインターフェイスしか認識しないため、パブ
リック IPアドレスとプライベート IPアドレスは、それぞれ別のサブネット上に設定します。

• クライアントアクセスポイント名を解決するために、DNS、WINS、HOSTS、LMHOSTSなどによる名前解
決が必要です。
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• クラスターを構成する各サーバーを同じドメインに設置します。

• プライベートネットワークのコネクタ用に静的な IPアドレスを設定します。

• クラスターへのライセンスの割り当てには、Citrix Licensing Managerを使用することをお勧めします。

• citrix.comでライセンスファイルを生成するときに、ホスト IDとしてクライアントアクセスポイント名を入
力します。

• ライセンスファイルをダウンロードしたら、ライセンスサーバー上のF:\Program Files\Citrix
\Licensing\MyFilesフォルダー（F:はクラスター用共有ドライブ）にコピーして、再読み込みしま
す。

重要：

クラスター内のプライベートおよびパブリックネットワークのすべてのアダプターで、静的な IPアドレス
を設定することを Citrixではお勧めします。IPアドレスの取得に DHCP（Dynamic Host Configuration
Protocol）を使用すると、DHCPサーバーが停止したときに、クラスターノードにアクセスできなくなること
があります。パブリックネットワークアダプターに DHCPを使用しなければならない場合は、DHCPサービス
が一時的に停止しても動的に割り当てられたアドレスが有効に保たれるように、リース期間を長く設定するか、
アドレスを予約してください。

クラスター化されたライセンスサーバーの構成

クラスター化されたサーバーに Citrixライセンスをインストールし設定する手順の概要は次のとおりです。ここで
は、ライセンスサーバーをインストールするハードウェアがクラスター化済みであることを前提としています。

1. クラスターリソースグループを作成します。そのリソースグループにクライアントアクセスポイントと共有ス
トレージを割り当てます。クラスター内のリソースが 1次ノードにより制御されていることと、作成したリソ
ースグループが 1次ノードを参照していることを確認します。

2. 1 次ノードで管理者としてコマンドプロンプトを開き、Citrix ライセンスサーバーのインストーラー
CitrixLicensing.exeを実行します。クラスター用共有ドライブにライセンスサーバーをインストールします
（クォーラムドライブにインストールしないでください）。［クラスターの最後のノード］チェックボックスがオ
フになっていることを確認します。

3. リソースを、クラスター内のアクティブノードから 2次ノードに移動します。

4. 2次ノードで、1次ノードと同じ共有ドライブにライセンスサーバーをインストールします。クラスターには
2つ以上のノードを追加できます。

5. クラスターの最後のノードにライセンスサーバーをインストールするときは、必ず［クラスターの最後のノー
ド］チェックボックスをオンにしてください。

6. ホスト名としてライセンスサーバーのクライアントアクセスポイント名を指定して、ライセンスファイルを取
得します。ライセンスファイルを取得したら、ライセンスサーバーにコピーして、再読み込みします。
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7. Citrix製品のライセンスサーバー設定で、ノード名ではなくクライアントアクセスポイント名を接続先として
指定します。

重要：

クラスター化されたライセンスサーバーがフェールオーバーすると、クラスターサービスによって
lmgrd_debug.logがそれまでサービスをホストしていたノードの名前に変更されます。そして新しいアクテ
ィブノードでサービスが開始され、lmgrd_debug.logが作成されます。

クラスター化されたサーバーへの Citrixライセンスサーバーのインストール

重要：

.msiはクラスタリングをサポートしていません。クラスタリング用にインストールまたはアップグレードする
には、CitrixLicensing.exeを使用します。

この手順で使用するドライブ文字、パス、および変数は次のとおりです：

• Dは、製品メディアのドライブです。

• Cは、指定したノードのローカルハードドライブです。

• Fは、クラスターの共有ドライブリソースです（これがインストール先ドライブです。つまり、各ノードで使
用されるインストールファイルを格納する場所です）。

NetBiosの制限により、クライアントのアクセスポイント名は 15文字以上にできません。非英語版プラットフォー
ムのクラスターノード上でライセンスサーバーをインストールするときに、［構成］ページの［クラスターグループ］
の一覧にシステムデフォルトのクラスターグループが表示されることがあります。この問題が発生した場合は、非デ
フォルトのクラスターグループを選択してインストールを続行してください。

1. 別個の非コアクラスターリソースグループを作成します。リソースグループには、ドライブ文字およびクライ
アントアクセスポイントを割り当てられた接続ストレージが必要です。このクライアントアクセスポイントに
は、ライセンスファイルの取得時と同じホスト名を使用する必要があります。Windows Server 2012 R2、
Windows Server 2016、Windows Server 2019でフェールオーバークラスターマネージャーおよび［役
割］>［役割の構成］を使用します。次に、メニューで［他のサーバー］の種類を選択します。クラスターの 1
次ノードがすべてのクラスターリソースを所有していることを確認します。

2. ライセンスサーバーのインストーラー（CitrixLicensing.exe）を管理者として実行します。
［インストールの場所］ページで、クラスターの共有ドライブのドライブ文字を指定します。デフォルトでは、
F:\Program Files\Citrix\Licensingに各ライセンスコンポーネントがインストールされま
す。

3. 1次ノードへのインストールでは、［クラスターの最後のノード］チェックボックスがオフになっていることを
確認します。

4. 手順 1.で作成したリソースグループのリソースを 2次ノードに移動します。
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5. 2次ノードで、CitrixLicensing.exeを管理者として実行します。

6. 手順 3.を行います。クラスターには 3つ以上のノードをインストールできます。クラスターには 3つ以上の
ノードをインストールできます。追加する各ノードで手順 3.を行います。

7. クラスターの最後のノードにライセンスサーバーをインストールするときに、［クラスターの最後のノード］チ
ェックボックスをオンにします。最後のノードでポートを構成します。

8. ライセンスファイルをインポートするには、Citrix Licensing Managerを使用します。

管理コンソールやコマンドの使用

通常の環境で使用するライセンス管理コンソール機能は、すべてクラスター環境でも使用可能です。これらの機能に
は、管理コンソールとライセンス管理コマンドを実行する機能が含まれます。

次の場所を参照して、クラスターで Citrix Licensing Managerを開きます：

https://client access point name:web service port

ここで、<client access point name>はクライアントアクセスポイントの名前を示し、<web service port>はク
ラスター通信で使用されるポート番号を示します。デフォルトのポート番号は 8083です。ライセンス管理コマンド
では、クラスター環境でのライセンスファイルの場所を「‑c@<client access point name>」のように指定できま
す。例：

lmreread -c @client access point name -all

クラスター化されたライセンスサーバーのアップグレード

クラスター化されたライセンスサーバー（バージョン 11.12.1以降）を最新バージョンにアップグレードするには、
次の手順を実行します：

1. 最新のライセンスサーバービルドをダウンロードします。

2. ライセンスサーバーのインストーラー（CitrixLicensing.exe）を管理者として実行します。

3. クラスター化された有効なサーバーにライセンスをインストールしたときに作成したリソースグループのリソ
ースを 2次ノードに移動します。

4. 2次ノードで、CitrixLicensing.exeを管理者として実行します。

5. クラスターに 3つ以上のノードがある場合は、手順 3を繰り返します。

6. ライセンスファイルをインポートするには、Citrix Licensing Managerを使用します。

既知の問題

アップグレード手順を開始すると、不要な［ポートの構成］ページが表示されます。これは無視して問題ないた
め、［次へ］をクリックします。[LIC‑1434]
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注：

Version 11.12.1よりも古いライセンスサーバーがインストールされている場合は、それをアンインストール
してからバージョン 11.16.6をインストールします。古いバージョンのライセンスサーバーは、Microsoft社の
最新のクラスターガイドラインに準拠していません。バージョン 11.16.6のライセンスサーバーは、Windows
Serverバージョン 2008以降をサポートするために必要な機能を備えています。

クラスター化されたライセンスサーバーのアンインストール

クラスター環境で動作するライセンスサーバーをアンインストールするには、アクティブノードで［コントロールパ
ネル］>［プログラムと機能］を使用します。
1次ノードにすべてのリソースが含まれていることを確認します。

1. クラスターの 1次ノードで［コントロールパネル］>［プログラムと機能］の順に選択します。

2. Citrixライセンスサーバーを削除します。

3. フェールオーバークラスターマネージャーを使用して、Citrix Licensingリソースグループのリソースを 2次
ノードに移動します。

4. 2次ノードから Citrixライセンスサーバーを削除します。残りの各ノードについて手順 3と 4を繰り返し、手
順 5に進みます。

5. 共有ドライブから残りのファイルを削除します。

注：

ライセンスサーバーをアンインストールしても、共有ドライブ上のライセンスファイルおよびオプションファ
イルは削除されません。詳しくは、「トラブルシューティング」を参照してください。

障害回復 ‑バックアップと冗長性

January 9, 2024

Citrix製品を重要な基幹業務で使用する場合は、バックアップ用のライセンスサーバーを設定した方がよい場合があ
ります。Citrixからライセンスのバックアップコピーを取得することも可能ですが、多くのライセンスをダウンロー
ドするには時間がかかることがあります。ライセンスサーバーの障害時に備えて、ライセンスのコピーをネットワー
ク上の共有フォルダーに保存したり、バックアップ用のライセンスサーバーを設定したりできます。

障害回復サイトに使用するライセンスと同じライセンスを実稼働環境でも使用できます。

• 実稼働環境とは別に障害回復環境を構成および管理します。
• ライセンスのチェックアウトで、実稼働用とバックアップ用のライセンスサーバーを同時に使用しないでくだ
さい。
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• 一度に 1つのライセンスサーバーのみにアクセスできるようにします。
• 障害回復環境のライセンスサーバーと実稼働環境のライセンスサーバーは、同じホスト名を使用する必要があ
ります。

ライセンスサーバーがメンテナンス作業のためにオフラインになったら

標準の 30日間の猶予期間を設定すると、ライセンスサーバーのメンテナンスをサポートするため、パフォーマンス
が低下したりサービスが不能状態になったりすることなく、システムが機能し続けることができます。

ライセンスサーバーが回復不能な場合はどうすればよいですか

ライセンスファイルのバックアップコピーがある場合は、30日以内に次の作業を行います：

1. 環境内の既存のサーバーの名前を元のライセンスサーバーと同じホスト名に変更します。
2. ライセンスサーバーのコンポーネントとバックアップライセンスファイルをインストールして、環境のライセ
ンスを再取得します。

ライセンスサーバーが回復不能で、ライセンスファイルのバックアップコピーがすぐに利用できない場合
はどうすればよいですか

ライセンスファイルのバックアップコピーがすぐに利用できない場合は、30日以内にwww.citrix.comの［My
Account］>［Manage Licenses］ポータルにアクセスしてください。環境のライセンスを再取得するには、次の手
順を実行します：

1. ライセンスファイルをダウンロードします。
2. 環境内の既存のサーバーの名前を元のライセンスサーバーと同じホスト名に変更します。
3. ライセンスサーバーコンポーネントとダウンロードしたライセンスファイルをインストールします。

ライセンスサーバーが回復不能で、環境内の既存のサーバーの名前を変更できない場合はどうすればよい
ですか

環境内の既存のサーバーの名前を変更できない場合は、30日以内に環境のライセンスを再取得します。以下を実行し
ます：

1. 環境内の別のサーバーを指定します。
2. ライセンスサーバーのコンポーネントをインストールします。
3. www.citrix.comの［My Account］>［Manage Licenses］ポータルにアクセスします。
4. ライセンスファイルを返却し、選択した新しいサーバーのホスト名を使用して再取得します。
5. ライセンスファイルをダウンロードしてインストールします。
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ライセンスサーバーに障害が発生すると、パフォーマンスが低下したりサービスが不能状態になったりし
ますか

いいえ。30日間の猶予期間があるため、パフォーマンスの低下やユーザーへのサービスが不能状態になることを回避
できます。

冗長性の設定

基幹業務に使用される環境でなければ、通常は冗長性の設定は不要です。小規模や、業務への影響が少ない環境では、
ネットワーク上またはネットワーク外に格納されているライセンスサーバーのコピーを作成して、ライセンスサーバ
ーをバックアップすることができます。

基幹業務環境でのライセンスサーバーの冗長性は、次の方法で確保できます：

• クラスター化されたライセンスサーバーを作成します。クラスター化とライセンスの設定について詳しく
は、「ライセンスサーバーのクラスター化」を参照してください。

• XenServer 5.6以降の高可用性機能を使用します。
• ライセンスサーバーおよびライセンスサーバー上のファイルを複製します。バックアップ用のライセンスサー
バーに元のライセンスサーバーと同じ名前を付けて、ネットワークに接続せずに保管します。

• ネットワーク上のバックアップ用のライセンスサーバーに別の名前を付けて保管します。この場合、アクティ
ブなライセンスサーバーの障害時にバックアップ用のライセンスサーバーを使用するには、サーバー名を元の
ライセンスサーバーの名前に変更する必要があります。

• ネットワークアプライアンスを使用します。単一のライセンスサーバーでライセンス要求を処理する場合は、
サーバーやネットワークの障害を検出するネットワークアプライアンスを使用してバックアップライセンスサ
ーバーにトラフィックが転送されるように構成します。

どの方法を採用しても、猶予期間内にバックアップ用のライセンスサーバーに切り替えれば、ユーザーは製品の使用
を継続できます。詳しくは、「猶予期間」を参照してください。

次の重要事項に気をつけてください：

• ライセンスファイルは、割り当て時に指定したサーバー名を参照するため、同じバインド情報を持つサーバー
以外のサーバーでは使用できません。同じバインド情報とは、元のライセンスサーバーと同じサーバー名や完
全修飾ドメイン名またはMACアドレス（ポータルではイーサネットアドレスと表示される場合があります）
を指します。

• 同じ名前のライセンスサーバーを、同一ネットワーク内で同時にアクティブにすることはできません。
• ライセンスを追加するときは、元のライセンスサーバーとバックアップ用のライセンスサーバーの両方にライ
センスファイルをコピーしてください。
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ライセンスサーバーのトラブルシューティング

January 9, 2024

ライセンスサービスのいずれかが起動に失敗すると、クラスターはライセンスサーバーがオフライン状態であること
を検出して、サービスの再起動をデフォルトで 3回試行します。これらの試行が失敗すると、次のノードへのフェー
ルオーバーが開始されます。クラスターは、2次ノードでサービスを開始しようとします。2次ノードでも再起動に
失敗した場合、このプロセスが無限ループに陥ることがあります。この問題が発生すると、Citrix製品が動作するコ
ンピューターは猶予期間に入ります。猶予期間中、クライアントユーザーからの接続は影響を受けません。

クラスター化されたライセンスサーバーのトラブルシューティング

クラスター化されたライセンスサーバーのトラブルシューティングには、次のことを行います：

• リソースをほかのノードに移動しても、同様の問題が発生するかどうかを確認します。

• インストールに失敗した場合、クラスター環境でのインストール時にユーザーアカウント制御（UAC）を有効
にしないようにします。

• Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows Server 2012 R2の場合：

1.［フェールオーバークラスターの管理］ウィンドウの左ペインでクラスターを選択します。中央ペインに
クラスターの概要情報が表示されます。

2.［クラスターコアリソース］を選択してセクションを展開します。
3. クラスターリソースがすべてオンラインであることを確認します（緑色の矢印が表示されます）。

「‑evaluation license‑」警告メッセージ

ライセンスサーバー上の評価版ライセンスファイルを新しいライセンスファイルに置き換えても、ユーザーが Citrix
製品にログオンするときに、ライセンスの有効期間が切れたことを示す次のエラーメッセージが表示されること
があります：Warning: The following Citrix Product is using an Evaluation
license. This license will expire in...

この問題を解決するには、次の手順を実行します：

1. 古い評価版のライセンスファイルをライセンスサーバーから削除します詳しくは、「ライセンスファイルの削
除」を参照してください。

2. ライセンスサーバーの Citrix Licensingサービスを再起動します。
3. ライセンスの検証が必要な Citrix製品が動作するサーバーで架空のライセンスサーバーを参照する設定に変
更し、それから実際のライセンスサーバーを参照する設定に戻します。これらの設定の変更について詳しくは、
各製品のドキュメントを参照してください。

4. 問題が解決しない場合は、製品サーバー（Delivery Controllerなど）を再起動します。
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必要な製品ライセンスが Directorまたは Studioにインストールされていない

次のエラーメッセージが Citrix Virtual Apps and Desktopsの Directorまたは Studio UIに表示されます：

• 必要な製品ライセンスがインストールされていません
• トライアル期間が終了しました

次の理由により、エラーメッセージが表示されることがあります：

• ライセンスサーバーに有効なライセンスがインストールされていない
• 製品エディションと製品モデルが Citrix Studioで正しく設定されていない
• ライセンスのメンテナンス日が、インストールされている製品のバージョンと対応していない場合

この問題を解決するには、次の手順を実行します：

1. Citrix Studioで、ライセンスが正しいメンテナンス日を反映しているかどうかを確認します。反映していな
い場合は、更新されたライセンスを再割り当てしてインポートします。詳しくは、Citrixの記事CTX134629を
参照してください。

2. Citrix Studioで有効なライセンスサーバーを指定しているかどうかを確認します。
3.［操作］にある［製品エディションの編集］をクリックし、適用されたライセンスに従って正しいライセンスエ
ディションまたはモデルを選択します。

• 正しいエディションまたはモデルが設定されていてもエラーが続く場合は、ライセンスエディションを
切り替えてから、正しいエディションを選択してください。

• 上記の手順でうまくいかない場合は、［操作］にある［ライセンスサーバーの変更］をクリックして、［接
続］をクリックします。

4. それでも問題が解決しない場合は、Citrix Studioを再起動してから、製品サーバーを再起動します。

注：

ライセンスサーバー VPXは、Citrix Virtual Apps and Desktops（バージョン 7.x以降）と互換性がありま
せん。

ライセンスサーバー VPX

August 17, 2022

重要：

ライセンスサーバー VPXはサービス終了しており、今後、メンテナンスやセキュリティ修正サービスの提供を
受けることはできません。11.16.6以前のバージョンのライセンスサーバー VPXを使用しているお客様は、で
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きるだけ早く最新バージョンのWindows用ライセンスサーバーに移行することをお勧めします。

ライセンスサーバー VPXは、Linuxベースの自己完結型仮想アプライアンスで、これを使用すれば Citrix環境にラ
イセンスシステムを展開できます。

Citrixライセンスサーバードキュメントの「ライセンスサーバー VPX」セクションには、ライセンスサーバー VPX
特有の情報が含まれます。残りのライセンスのドキュメントセットには、Windowsのみ、またはWindowsおよび
VPXに適用される記事が含まれます。

制限事項

以下の機能は、ライセンスサーバー VPXではサポートされません。

• 追加猶予期間。
• Citrix Licensing Manager：

– Active Directoryを構成して keytabファイルをインストールした場合のみ、ライセンスサーバー VPX
で Citrix Licensing Managerを利用できます。

– 追加猶予期間を有効または無効にする。
– ライセンスサーバーのポート（デフォルト 27000）、ベンダーデーモンのポート（デフォルト 2729）を
変更する。

– ライセンスサーバーのバージョンを画面の一番上のバーに表示する。下方向矢印をクリックすると、ホ
スト名、イーサネットアドレス、および IPv4アドレスが表示されます。

– ライセンス使用状況のダッシュボード。

• アップグレード ‑「異なるライセンスサーバー VPXで使用するデータベースのエクスポート」参照。
• クラスター化されたサーバー。
• Linux iptablesコマンドを使用してライセンスサーバー VPXのデフォルトのポートを変更する。

ライセンスサーバー VPXの新機能

January 7, 2022

ライセンスサーバー VPXビルド 33500の新機能

バージョンのアップグレード

• Apacheバージョン 2.4.46
• CentOSバージョン 7.9
• OpenSSLバージョン 1.1.1h
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解決された問題

• DNSサーバー構成は、静的 IPのセットアップ中に VPX構成に追加されました。[LIC‑3270]

既知の問題

• Citrix Licensing Managerからライセンスファイルを初めてインポートすると、不明なエラーが表示されま
す。この問題を回避するには、ページを更新して再度実行します。[LIC‑3343]

• セキュリティ上の理由で SSH/SCPをルートユーザーとして使用できません。この問題を回避するには、新規
ユーザーとして SSH/SCPを使用します：

– XenCenter経由で rootとしてログインします。
– useraddを使用して、新しいユーザーを作成します。
– passwdを使用して、新しいユーザーのパスワードを作成します。

ライセンスサーバー VPXの以前のビルドの新機能

バージョンのアップグレード

• Apacheバージョン 2.4.41
• jQueryバージョン 3.4.1
• CentOSバージョン 7.7
• OpenSSLバージョン 1.1.1d

解決された問題

• CEIPのアップロードに失敗した後、Citrix Licensing Managerに表示されるエラーメッセージにログファ
イルの場所が表示されません。ログファイルの場所は /opt/citrix/licensing/LS/logs/log_ctxuploader.txt
です。[LIC‑396]

• Citrix Licensing Managerページに表示されるログオンユーザーのユーザー名は、「ドメイン\ユーザー」の
形式です。Windows用ライセンスサーバーの Citrix Licensing Managerでは、ユーザー名が「ユーザー@
ドメイン」の形式で表示されます。

既知の問題

• Active Directoryとの統合に何度か失敗した後、統合が成功した場合、ライセンスサーバー VPXの初期構成
時に LDAPエラーが発生することがあります。この問題を回避するには、resetsettings.shを実行し詳細を
再入力します。
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• Citrix Licensing Managerに参加しているドメイン外から Citrix Licensing Managerにアクセスすると、
資格情報の入力を複数回要求されることがあります。ブラウザーの設定を変更する必要があります。詳しくは、
https://techsupport.osisoft.com/Troubleshooting/KB/KB01223を参照してください。

• オペレーティングシステムはポート 1から 1024を予約しています。VPXのポートを構成するときは、1024
より大きいポートを使用してください。デフォルトでは、VPXは SSLにポート 8082を使用します。これは
ファイアウォールで開いてします。SSLのためにほかのポートを選択する場合は、iptablesでファイアウォ
ールを再構成します。

• Chromeブラウザーから初めて Citrix Licensing Managerにアクセスすると、ネットワークエラーが表示
されることがあります。この問題を回避するには、ページを更新します。

ライセンスサーバー VPXのインストール要件

June 25, 2021

以下は、Citrix Hypervisor（旧称 XenServer）上のライセンスサーバー VPXで必要なリソース要件を示していま
す。

メモリ

2GB。500の Citrixサーバーおよび約 50,000ライセンスに最適です。操作の過程で、さらにメモリーが必要かを確
認してください。大規模な環境では、より多くのメモリを割り当てることをお勧めします。

Citrix Hypervisorまたは XenServerのバージョン

• Citrix Hypervisor 8.2
• XenServer 7.0

ストレージ

XenServerプール内のデフォルトのストレージリポジトリ上に 10GB必要です。

仮想 CPU（VCPU）

1つの仮想 CPU。大規模環境またはユーザー/デバイスライセンスを使用する環境では、仮想 CPUを 2つにすること
を検討してください。
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Webブラウザー

以下のブラウザーはテスト済みです。そのほかのブラウザーも機能する可能性はありますが、すべての機能を実行で
きない可能性があります。

• Microsoft Edge
• Mozilla Firefox
• Chrome
• Safari

ライセンスサーバー VPXの導入

January 9, 2024

Citrixライセンスサーバーバージョン 11.16.6.0からライセンスサーバー VPXをダウンロードします。

Citrixライセンスサーバー VPXは、.xva形式の仮想マシンシステムとして配布されます。

最新のライセンスサーバーの使用

新しい Citrix製品をインストールしたり、既存の製品をアップグレードしたりした場合は、ライセンスサーバーが最
新のものであることを常に確認してください。新しいライセンスサーバーには後方互換性があるため、以前のバージ
ョンの製品やライセンスファイルをサポートします。新しい製品の中には、最新のライセンスサーバーを使用しない
と正しく動作しないものがあります。ライセンスサーバーの新しいバージョンは、製品メディアからインストールし
たりアップグレードしたりできます。

ライセンスサーバーのバージョンが適正かどうかわからない場合は、ダウンロードサイトにあるバージョン番号を参
照して調べることができます。

ライセンス管理コンソールでライセンスサーバーのバージョン番号を確認するには：

1. Webブラウザーを開いて、https://License ServerName:secureWebPortに移動します。
2.［管理］をクリックし、［システム情報］タブを選択します。情報の一覧でリリースバージョンを確認します。

ディレクトリとファイルの場所

• ライセンスファイルの場所： /opt/citrix/licensing/myfiles
• keytabファイルの場所： /opt/citrix/licensing/LS/conf/ctx_http.keytab
• server.crtと server.keyの場所： /opt/citrix/licensing/LS/conf/
• ログの場所： /opt/citrix/licensing/LS/logs
• レポートログ： /opt/citrix/licensing/LS/reportlog.rl
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• カスタマーサクセスサービスの更新ファイル： /opt/citrix/licensing/LS/

Citrix Hypervisorでライセンスサーバー VPXをインポートするには

1. XenCenterを開き、ライセンスサーバー VPXをインポートするサーバーを右クリックして［インポート］を
選択します。

2. パッケージの場所を参照して.xvaパッケージを選択します。
3. 仮想マシンのホームサーバーを選択します。このホームサーバーで仮想マシンが自動的に起動します。または

Citrix Hypervisorプールをクリックして、そのプール内の最適なホストで仮想マシンが自動的に起動するよ
うにすることができます。

4. 仮想ディスクのストレージリポジトリを選択します。リポジトリには少なくとも 8GBの空き領域が必要です。
5. ネットワークインターフェイスを定義します。ライセンスサーバー VPXでは単一の仮想 NIC上で通信が行わ
れます。ライセンスサービスの提供先である Citrixサーバーからアクセスできるネットワークを選択します。

インポートした仮想マシンは XenCenter管理コンソール内に表示されます。Citrix Hypervisor内の仮想アプライ
アンスは、名前を右クリックして［起動］を選択すると再起動できます。

初めてライセンスサーバー VPXを構成する

ライセンスサーバー VPXをインポートすると、Citrix Hypervisorプールに完全に機能する Citrixライセンスサー
バーができたことになります。ライセンスサーバーを初めて起動すると、ネットワーク構成のためのセットアップウ
ィザードが開きます。

1. ウィザードが開いたら、管理者のための強力なルートパスワードを作成します。

2. ライセンスサーバー VPXのホスト名を指定します。

ほとんどの Citrixライセンスファイルは、ライセンスサーバーの大文字と小文字が区別されるホスト名に関連
付けられます。

3. ライセンスサーバー VPXのドメインを指定します。

4. ネットワークの種類として DHCPを使用するかどうかを指定します。yを選択して、ネットワーク情報を自動
的に取得します。または、nを選択して、必要なネットワーク情報を入力します。

5. ライセンス管理コンソール用のユーザー名およびパスワードを指定します。

6. カスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）および Call Homeを有効にするかどうかを選択しま
す。このプログラムについて詳しくは、『Citrixカスタマーエクスペリエンス向上プログラムについて（CEIP）』
を参照してください。

7. Active Directoryドメインに VPXライセンスサーバーを追加するかどうかを選択します。追加する場合、セ
ットアップの完了後、指示に従って keytabファイルを生成してインストールします。
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重要：

Active Directoryを構成しない場合、Citrix License Manager、Studio、Directorと統合できなくなりま
す。

ポート 8082で使用できるWebベースのインターフェイスからライセンスを構成

構成エラーが発生する場合、指定したパスワードでアプライアンスに rootユーザーとしてログオンします。コマン
ドresetsettings.shまたはreset_ceip.shを入力して、セットアップウィザードに戻ります。

resetsettings.sh command

resetsettings.shによって、ライセンスサーバー VPXの構成をリセット中に、履歴データファイルを保持
または削除できます。その時点まで収集されたすべての履歴データを削除することによって構成を完全にリセットす
るか、履歴データを保持することによって構成を部分的にリセットできます。

rootとして、以下のスクリプトを実行して、オプションを選択します：

# resetsettings.sh

reset_ceip.sh command

reset_ceip.shによって、元の構成中選択するカスタマーエクスペリエンス向上プログラム（CEIP）をリセッ
トできます。このコマンドは、CEIP設定のみをリセットし、その他のすべての設定は保持されます。
VPXでは、CITRIX.optファイルを変更しないでください。

rootとして、以下のスクリプトを実行して、CEIPオプションを選択します：[1.DIAG 2.ANON 3. NONE]

# reset_ceip.sh

異なるライセンスサーバー VPXで使用するデータベースのエクスポート

migrate_historical_data.shスクリプトを使用して、履歴データを新しいライセンスサーバー VPXに
移行します。このスクリプトによって、履歴データをバックアップし、復元できます。

重要：

rootとして、このスクリプトを実行します。

この例では、データをVPX_OからVPX_Nに移行します。

1. migrate_historical_data.sh -bでコマンド # VPX_Oを実行し、バックアップファイル
/tmp/historical_data.tarを作成します。
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2. VPX_Nが実行中の場合、/tmp/ historical_data.taファイルを任意のファイル転送プロトコルでVPX_N
にコピーまたは移動します。例：scp。

3. デ ー タ ベ ー ス を 復 元 す る に は、VPX_Nで # migrate_historical_data.sh -r /
directoryコマンドを実行します。ここで、directory は、historical_data.tar があるディレ
クトリです。

keytabファイルの生成とインストール

1. 同じドメインに接続されているWindows Serverからktpass.exeユーティリティを使用します。実際
のコマンドは、改行せずに 1行で入力する必要があります（ページ幅の都合によりここでは改行が挿入されて
います）。

ktpass.exe ‑princ HTTP/hostFQDN:port@DOMAIN REALM ‑mapuser domainuser ‑pass pass‑
word ‑out filepath ‑ptype KRB5_NT_PRINCIPAL

場所：

‑princ HTTP/hostFQDN:port@DOMAIN REALMは、プリンシパル名を指定します：

hostFQDNは、ライセンスサーバー VPXの完全修飾ドメイン名です。

portは、Web Services for Licensingで構成されたポートです。デフォルトのポートは 8083です。

DOMAIN REALMは、大文字で入力された Active Directoryドメインです。

‑mapuser domainuser は、Active Directoryにバインドするために使用できるドメイン内のユーザーを
指定します。

‑pass passwordは、ドメインのユーザーパスワードを指定します。

‑out filepathは、生成された keytabファイルが保存されるパスを指定します。

‑ptype KRB5_NT_PRINCIPALは、プリンシパルの種類を指定します。サポートされるプリンパルの種類
はKRB5_NT_PRINCIPALのみです。

例：

ktpass.exe -princ HTTP/VPXHOST.example.domain.com:8083@EXAMPLE.
DOMAIN.COM –mapuser administrator -pass password –out C:\example.
keytab -ptype KRB5_NT_PRINCIPAL

2. 生成された keytabファイルの名前をctx_http.keytabに変更します。

3. ライセンスサーバー VPXのコマンドラインインターフェイスで、ネットワークパスをマウントします。

a) ctx_httpd.keytabファイルが含まれるフォルダーを作成して共有します。

b) VPXでマウントポイントを作成して共有ドライブをマウントし、ファイルをコピーします。

mkdir /mnt/temp
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mount //your_windows_machine/shared_folder/ cp /mnt/temp/
ctx_http.keytab /opt/citrix/licensing/LS/conf

c) VPXでドライブのマウントを解除します。
umount /mnt/temp

4. Windows共有を使用して生成された keytabファイルをライセンスサーバー VPXのこのパスにコピーしま
す。

/opt/citrix/licensing/LS/conf/ctx_http.keytab

5. Citrix Licensing Manager にアクセスするには、次のページを開きます https://VPXHOST.
example.domain.com:8083/

6. Active Directoryをバインドするには、手順 1のコマンドで構成したユーザーを使用してログオンします。

7. 他のドメインユーザーを構成および管理するには、Citrixライセンス管理コンソールにログオンします：
https://VPXHOST.example.domain.com:8082

8. Active Directoryユーザーを追加および削除します。

重要：

• ライセンスサーバー VPXでは、Active Directoryグループがサポートされません。
• Kerberosは Active Directoryユーザーを認証するため、keytabファイルの生成が非常に重要です。
• Kerberosの規則に従い、ktpass.exeを使用して作成したプリンシパル名に一意のユーザーをマッ
プする必要があります。詳しくは、ktpassコマンドの記事.aspxを参照してください。

• サービスプリンシパル名（SPN）のポートは、Studioでライセンスを表示して管理するために必要です。
• SSH/SCPはルートユーザーで無効になっています。VPXにアクセスするための SSH/SCPが有効なユ
ーザーを新しく作成します。

Citrixライセンスサーバー VPXでのドメイン名切り捨ての無効化

ライセンスサーバーによって Citrix Service Providerライセンスが検出され、この機能が有効になります。

1. コマンドラインで/opt/citrix/licensing/LS/conf/ud_settings.confファイルに移
動します。

2. viエディターを使用してCTX_UD_USERDOMAIN=1を設定します。
3. ライセンスサーバー VPXまたは Citrixライセンスサーバーデーモンを再起動します。

|設定 |説明 |
|—|—|
| CTX_UD_USERDOMAIN=1 |ユーザープロファイルのユーザードメインを使用します。ドメイン名切り捨ては無
効化されます。|
| CTX_UD_USERDOMAIN=0 |ユーザープロファイルからユーザードメインを使用します。ドメイン名切り捨てを
無効にします。|ユーザープロファイルのユーザードメインを使用しないでください。（デフォルト）
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ライセンスサーバー VPXの古いバージョンからのライセンスファイルの移動

このプロシージャーはライセンスファイルのみを移動します。新しいライセンスサーバーですべてのユーザーを再構
成します。移動するライセンスファイルに適切な所有権と権限があるか確認してください。

1. ライセンスファイルを古い Citrixライセンスサーバー VPXからネットワーク共有にバックアップします。
すべての *.licライセンスファイル：/opt/citrix/licensing/myfiles（citrix_startup.licを
除く）

2. 古いライセンスサーバーを終了します。
3. 新しい Citrixライセンスサーバー VPXに古いやつと同じバインドでサインアップします。バインドは、ライ
センスファイルの SERVER行で指定されたMACアドレスまたはホスト名または IPアドレスです。

4. ネットワーク共有から新しいライセンスサーバーにバックアップライセンスを復元します。ファイルを次の場
所に復元：/opt/citrix/licensing/myfiles ctxlsuser:lmadmin(user:group) のフ
ァイル所有権および 644権限付き

5. ctxlsuserとしてこのコマンドを実行します：/opt/citrix/licensing/LS/lmreread -
c @localhost

ポート番号の変更

Linuxカーネルによって、ポート 1から 1024は予約されます。VPXのポートを構成するときは、1024より大きい
ポートを使用してください。SSLを使用している場合、ファイアウォールで開放されているポート 8083を Citrix
Licensing Managerで、ポート 8082を License Administration Consoleで使用します。SSLのためにほかの
ポートを選択する場合は、iptablesでファイアウォールを再構成します。

Citrix Licensing Manager

January 9, 2024

重要：

Citrix LicensingManagerは、Windows向けライセンスサーバーで自動的に実行します。Active Directory
を構成して keytabファイルをインストールすると、ライセンスサーバー VPXで Citrix Licensing Manager
を利用できます。

Citrix Licensing Managerを使用すると、使い方が簡単なWebインターフェイスを使用してライセンスサーバー
の次の機能を実行できます。

• Citrixへのデータのアップロードを強制する。
• 個別の製品、ライセンスモデル、カスタマーサクセスサービス（Subscription Advantage）の日付を選択で
きるため、データを簡単にエクスポートできます。
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• Web Services For Licensingポート（デフォルト 8083）を変更します。
• 保有期間を選択して、履歴データの保持を構成します。デフォルトのデータ保持期間は 1年です。
• ライセンスアクセスコードまたはダウンロードしたファイルを使用して、ライセンスファイルをライセンスサ
ーバーに簡単にインストールできます。

• インストール後のライセンスの詳細を表示します。
• Citrixカスタマーエクスペリエンス（CEIP）と Call Homeを構成します。
• 失敗した citrix.comおよびカスタマーエクスペリエンス向上プログラムへのアップロードを再試行します。
• Subscription Advantage（別名カスタマーサクセスサービス）の更新ライセンスの操作を構成します。更新
ライセンスを自動で確認するか手動で確認するか、更新ライセンスの通知またはインストールされたライセン
スの通知が必要かを指定します。

• ツールがインストールされたライセンスサーバー VPXで、使用状況履歴レポートを保存してエクスポート。使
用状況履歴データの日付の範囲を指定し、CSVファイルにエクスポートできます。CSVファイルにより、超過
使用のライセンス数を含む日単位での使用状況情報が提供されます。

• ライセンスの可用性、有効期限、およびそのほかの条件についての重要な通知。Citrix Licensing Manager
画面上部にあるベルアイコンを使って通知を表示します。

設定

画面の上部にある［設定］の歯車アイコンをクリックして、設定を表示します。この画面を使用して［サーバーの構
成］で以下の項目を設定します：

• ライセンスサーバーのポートを構成する
• Subscription Advantage（別名カスタマーサクセスサービス）の更新ライセンスの操作を構成する
• 使用統計を Citrixと共有する。詳しくは、「Citrixライセンスのカスタマーエクスペリエンス向上プログラム
（CEIP）、Call Home、コンプライアンス使用状況および分析プログラム」を参照してください。
• アップロードファイルのステータスを確認する。アップロードに失敗すると、問題を解決するための提案を含
めた情報が表示されます。
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Citrixライセンスサーバー 11.16.6ビルド 33500の CEIPデータ要素
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LSInfo GUID

DateSampleStopUTC

DateSampleStop

SARenewalCheckOption

EncoreSamplingPeriod

EncoreRetentionTime

EncoreEnabled

UDUseDomain

OptFileNoLogStatus

OptFileComplianceConfig

UDUserNameCase

UDDeviceNameCase

インベントリ 機能 ID

UDBinFileCreatedUTC

UDReportGenerationUTC

EventLog TimeLapse

UpgradeV2

Corruption

FirstCreation

RemoveUser

RemoveDevice

SADate DateSampleStartUTC

DateSampleStopUTC

CountUsedMax

Active

CountInstalled

Pool DateExpiration

VendorStr

CountInstalled
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CountOverdraft

StartupCounts LPE ID

Count

Citrixライセンスサーバー 11.16.6ビルド 33500の Call Homeデータ要素

LSInfo GUID

DateSampleStopUTC

FQDN

DateSampleStop

SARenewalCheckOption

EncoreSamplingPeriod

EncoreRetentionTime

EncoreEnabled

UDUseDomain

OptFileNoLogStatus

OptFileComplianceConfig

UDUserNameCase

UDDeviceNameCase

インベントリ 機能 ID

UDBinFileCreatedUTC

UDReportGenerationUTC

EventLog TimeLapse

UpgradeV2

Corruption

FirstCreation

RemoveUser
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RemoveDevice

SADate DateSampleStartUTC

DateSampleStopUTC

CountUsedMax

Active

CountInstalled

Pool Serial

DateExpiration

VendorStr

CountInstalled

CountOverdraft

StartupCounts LPE ID

Count

SerialNumbers Serial ID

SADate

SN

Citrixライセンスサーバー 11.16.6ビルド 33500のコンプライアンスデータ要素

LSInfo GUID

インベントリ 機能 ID

SADate CountUsedMax

Serial

StartupCounts LPE ID

Count
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使用履歴

Citrix Licensing Managerは、ツールがインストールされたライセンスサーバー VPXで、使用状況履歴レポートを
保存してエクスポートできます。使用状況履歴データの日付の範囲を指定し、CSVファイルにエクスポートできま
す。CSVファイルにより、超過使用のライセンス数を含む日単位での使用状況情報が提供されます。

また、データを保持する期間を表示して指定することもできます。

ライセンスのインストール

考慮事項 ‑ Citrix Licensing Managerを使用してライセンスを割り当ておよびダウンロードする場合は、以下の点
に注意してください：

• ライセンスサーバーでは、プロキシサーバーを使用したインターネットアクセスまたは構成が必要です。
•［割り当てとダウンロード］をクリックした後でキャンセルすることはできません。［割り当てとダウンロード］
での処理が失敗した場合は、My Accountを使用してください。

• Citrix Licensing Managerは、大半のライセンスアクセスコードを割り当てることができますが、ライセン
スファイルを再ダウンロードしたり再割り当てしたりすることはできません。citrix.comでライセンスを返
却してから、Citrix Licensing Managerで再度ライセンスを割り当てることは可能です。再ダウンロードす
る場合は、［My Account］を使用します。

• ライセンスサーバーの名前を変更する場合は、変更前のライセンスサーバー名で割り当てたライセンスファイ
ルを再割り当てる必要があります。

• Citrix Licensing Managerでは、次のライセンス取得方法のオプションを選択できます：

– ライセンスアクセスコードを使用
– ダウンロードしたライセンスファイルを使用
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［ライセンスアクセスコードを使用する］を選択する場合：

1.［ライセンスアクセスコードを使用］をクリックして、ライセンスアクセスコード（Citrixからメールで送付）
を入力し、［ライセンスの表示］を選択します。ライセンス使用権が表示されるので、インストールするライセ
ンスと個数を選択します。

2. 詳細の一覧で製品を選択したらインストールする使用権の数を入力し、［インストール］をクリックします。複
数の製品を選択するには、製品を 1つ選択して［インストール］をクリックし、次の製品を選択して［インス
トール］をクリックします。選択した順番で処理が行われます。ライセンスアクセスコードを入力してすべて
のライセンスをインストールすると、そのライセンスアクセスコードは使用できなくなります。そのコードで
追加のライセンス処理が必要な場合は、My Accountにログオンしてください。
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［ダウンロードしたライセンスファイルを使用する］を選択する場合：

1.［ダウンロードしたライセンスファイルを使用］をクリックしてファイルを選択します（同じ名前の以前のファ
イルを置き換える場合はチェックボックスをオンにします）。

2.［インポート］をクリックします。ライセンスの情報が Citrix Licensing Managerに表示されます。
3. ライセンスファイルがライセンスサーバーに問題なくアップロードされたら、メッセージが表示されます。
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注：

ライセンスファイルのアップロードで問題が発生した場合は、ファイル名の特殊文字をすべて削除し、拡張子
が.lic（すべて小文字）であることを確認してください。

ライセンスの更新

利用可能な Subscription Advantage（カスタマーサクセスサービス）の更新ライセンスをチェックできます。ラ
イセンスが利用可能になると、ライセンスの名前、数、Subscription Advantageの日付の一覧がこの画面に表示
されます。ライセンスはダウンロードしてインストールすることができます。この画面には、過去 30日間にインス
トールされたライセンスが一覧表示されます。
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ライセンスサーバー VPXのトラブルシューティング

January 9, 2024

Active Directoryの統合

ライセンスサーバー VPXを Active Directoryに統合する場合に最も発生しやすいエラーは、以下のとおりです：

• エラー：ユーザーが見つかりません

– 使用されているドメインユーザーアカウントが対象ドメインに見つかりません。
– 信頼されたドメインはサポートされません。ユーザーが任意の信頼されたドメイン/親ドメインに属し、
対象ドメインの一部ではない場合、このエラーが表示されることがあります。

• エラー：ユーザーにアクセス権がありません

– ドメインユーザーがマシンを Active Directoryに参加させるための適切な権限を持っていることを確
認してください。

– 詳しくは、Microsoft社のサポート記事を参照してください。

• エラー：ドメインにアクセスできません

– ドメイン名を修正するか、ドメインがライセンスサーバー VPXからアクセスできるかどうかを確認し、
ネットワーク関連の問題を修正してください。

• エラー：ユーザーにドメインに参加させるための権限がありません

– アカウントにマシンを Active Directoryに参加させるために必要な権限があることを確認してくださ
い。

詳しくは、こちらの記事を参照してください。

その他のエラーについては、こちらの記事を参照してください。

keytabの作成

keytabの作成中に問題が発生した場合は、以下の手順に従って再試行してください：

1. ktpass.exeコマンドを実行する場合、昇格された権限があることを確認してください。管理者としてコ
マンドプロンプトを実行します。

2. ユーザーアカウント制御（UAC）の制限が最小限であることを確認します。
3. パスワードのすべての要件が満たされていることを確認します。たとえば、パスワードフィルターが対象ドメ
インのパスワード文字を禁止していないかや、サポートされている文字数内で指定しているかを確認する必要
があります。
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4. -mapuser引数で使用されるアカウントにドメインを追加して、コマンドを再試行します。ユーザープリン
シパル名(account@domain.com)または下位レベルのログオン名（ドメイン\ユーザー名）を使用し
ます。

5. 使用されているアカウントが、信頼されたドメインまたは親ドメインではなく、対象ドメインのメンバーであ
ることを確認します。

6. ‑target引数をコマンドに追加し、ドメインを渡します。

a) -mapuser引数で使用されるアカウントが、この目的のためだけに作成されたサービスアカウントで
あることを確認してください。

b) アカウントの名、姓、サービスアカウント名に間違いがないことを確認します。
c) マッピング中に一意性が確認できるように、アカウント名をライセンスサーバー VPX名と同じ名前にす
ることをお勧めします。

詳しくは、ktpassコマンドの記事.aspxを参照してください。

証明書を手動でインストール

Directorまたは Studio管理者がインストール中生成された自己署名証明書を使用しない場合、この手順を使用しま
す。

ライセンスサーバーへの CRTファイルと KEYファイルのインストール：

VPX ‑ライセンス管理コンソール：

1. Citrixライセンスサーバーを停止します。etc/init.d/citrixlicensing stop
2. 上記の手順で作成した server.crtと server.keyを/opt/citrix/licensing/LS/conf/にコピ
ーします。

3. Citrixライセンスサーバーを開始します。etc/init.d/citrixlicensing start

VPX ‑ Web Services for Licensing：

1. サービスを停止します。etc/init.d/ citrixwebservicesforlicensing stop
2. 上記の手順で作成した server.crtと server.keyを/opt/citrix/licensing/WebServicesForLicensing

/Apache/conf/にコピーします。
3. サービスを開始します。etc/init.d/ citrixwebservicesforlicensing start

Citrix Licensing Manager、Customer Experience Improvement Program（CEIP）、および Call
Homeで使用するプロキシサーバーの構成

Citrix Licensing Manager、CEIP、および Call Homeでプロキシを使用できます。プロキシサーバーを構成する
場合、ライセンスをダウンロードして Call Homeデータをプロキシサーバーを介して送信する必要があります。
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重要：

外部向けのWeb通信が必要な Citrixライセンスコンポーネントは、Windows自動プロキシ検出を使用して
ネットワークプロキシ設定を継承できます。認証されたプロキシはサポートされていません。Windows自動
プロキシ検出について詳しくは、「WinHTTP AutoProxy Functions」を参照してください。

プロキシサーバーを手動で構成する

/opt/citrix/licensing/WebServicesForLicensing/の SimpleLicenseServiceCon‑
fig.xmlファイルを編集します。

xml の行を次の形式でファイルに追加します：<Proxy>proxy server name:port number</
Proxy> .xmlタグは大文字と小文字を区別します。
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